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 小  枝  遺  跡 の 発  掘  調査 について
こ えだ い せき はっ くつ ちょうさ

　 小  枝  遺  跡 は 球  磨  郡 あさぎり
こ えだ い せき く ま ぐん

 町  深  田 
まち ふか だ

（ 旧  深  田  村 ）にある 縄  文  時  代  後  期 （ 約 ３，０００
きゅう ふか だ むら じょう もん じ だい こう き やく

～４，０００ 年前 ）～ 古代 ・ 中 世  （ 約 ６００～１，３００ 年前 ）の 遺  跡 です。
ねんまえ こだい ちゅうせい やく ねんまえ い せき

　 小  枝  遺  跡 は、 熊本県 が 新 しく 道  路 をつくろうとして、みつかった 遺  跡 です。 道 
こ えだ い せき くまもとけん あたら どう ろ い せき どう

 路 をつくると 遺  跡 が 完全 にこわされてしまうので、 発掘調査 をして 遺  跡 の 様  子 を
ろ い せき かんぜん はっくつちょうさ い せき よう す

 記  録 することになりました。このように、 道  路 や 建物 などをつくろうとするとこ
き ろく どう ろ たてもの

ろに 遺  跡 があって、その 遺  跡 がこわされるかもしれないときには、 発掘調査 をし
い せき い せき はっくつちょうさ

なければいけません。これは、「 文  化  財  保  護  法 」という 法律 で、 決 められていま
ぶん か ざい ほ ご ほう ほうりつ き

す。

　 小  枝  遺  跡 からは、 昔 の 人 が 住 んでいた 跡 がみつかりました。 地  面 を 掘 ってつ
こ えだ い せき むかし ひと す あと じ めん ほ

くった 家 の 跡 （ 竪穴式住居跡 ）や、 昔 の 人 のとおった 道  路 の 跡 、 赤  色 の 土  器 を 焼 
いえ あと たてあなしきじゅうきょあと むかし ひと どう ろ あと あか いろ ど き や

いた 跡 などがみつかりました。
あと

　また、 土 でつくった 皿 や 甕 （ 土  器 ）、 石 でつくった 道  具 （ 石  器 ）などたくさん
つち さら かめ ど き いし どう ぐ せっ き

の 道  具 がみつかりました。 土  器 は、 食 べ 物 をもりつけたり、 水 をためておいたり、
どう ぐ ど き た もの みず

 食事 をするときなどにつかわれました。また、 文  字 が 書 いてある 土  器 もみつかり
しょくじ も じ か ど き

ました。これは 魔 よけやおはらいにつかわれたものだと 考 えられます。 石 でつ
ま かんが いし

くったやじり（ 石鏃 ）は 動物 を 捕 ることにつかわれたもので、 石 の 斧 （ 石斧 ）は
せきぞく どうぶつ と いし おの せきふ

 土 を 掘 ったり、 木 を 切 りたおしたりすることにつかわれました。とくに 小  枝  遺  跡 
つち ほ き き こ えだ い せき

では 石 のやじりがたくさんみつかりました。ここに 住 んでいた 人 たちは、イノシ
いし す ひと

シやシカや 球  磨  川 の 魚 を 捕 るのに 弓  矢 をつかっていたと 考 えられます（どのよう
く ま がわ さかな と ゆみ や かんが

なものかは、うしろのページの 写真 をみてください）。
しやしん

　このように、 今回 の 発掘調査 では 多 くのものがみつかりました。 遺  跡 はこわさ
こんかい はっくつちょうさ おお い せき

れてしまいましたが、 小  枝  遺  跡 がどのような 遺  跡 であったかは、この 本 の 中 に 記 
こ えだ い せき い せき ほん なか き

 録 されています。また、みつかった 多 くの 道  具 は 当  時 の 人 たちのくらしの 様子 な
ろく おお どう ぐ とう じ ひと ようす

どを 教 えてくれる 貴重 な 資料 です。このような 遺  跡 やものは、「 文  化  財 」という
おし きちょう しりょう い せき ぶん か ざい

ことばでよばれています。 文  化  財 は、 昔 の 人 がのこしてくれた 大切 な 宝 として、
ぶん か ざい むかし ひと たいせつ たから

これからも 守 っていかなければなりません。
まも
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序　文

　熊本県教育委員会では、平成１３年度と平成１６年度に、一般県

道小枝深水線緊急地方道路整備事業に伴い、あさぎり町小枝遺

跡の発掘調査を実施しました。

　小枝遺跡の調査においては、縄文時代後・晩期、弥生時代、

古代、中世と幅広い時代の遺跡であることが確認されました。

特に中世のものと考えられる出土資料は、西に隣接する深田城、

そしてそこを本拠とした豪族の平河氏との関連があるものと思

われ、深田の古代を知るための貴重な資料を得ることができま

した。

　これらの調査成果が学術的資料としてのみならず、多くの県

民の皆様の埋蔵文化財保護に対する理解を深めていただくため

の資料となれば、また生涯学習などに有益に活用していただく

こととなれば幸いです。

　最後に、調査の円滑な実施に御理解と御協力を頂いた地元の

方々、関係各機関、調査に対する指導、助言を頂いた諸先生方

に対して厚くお礼申し上げます。

　平成１９年３月２３日

 熊本県教育長　柿塚純男　



例　言
１　本書は、熊本県球磨郡あさぎり町深田西地内所在の小枝遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２　本遺跡の調査は、一般県道小枝深水線緊急地方道路整備事業に伴う事前調査として、熊本県土木部の依

頼を受けて平成１３年度と平成１６年度に熊本県教育庁文化課が実施した。

３　本書では、平成１３年度調査を第１次調査、平成１６年度調査を第２次調査と呼ぶこととする。第１次調査

は野田英治、宮崎拓が担当し、第２次調査は木村龍生、士野雄貴が担当した。

４　４級基準点及びメッシュ杭設置業務は、第１次調査では株式会社九英に委託した。第２次調査では株式

会社大進コンサルタントに委託した。

５　発掘調査現場での遺構実測及び写真撮影は、調査担当者が行った。第２次調査では、遺構実測の一部及

び地形測量業務は、株式会社九州文化財研究所に委託した。

６　第２次調査での大型ラジコンヘリコプターによる空中写真撮影業務は、株式会社スカイサーベイ九州に

委託した。

７　遺構のトレースは、アイシン精機株式会社が開発したデジタルトレースソフト「とれーす３Ｄくん」を

使用し、木村龍生、野田愛が行った。

８　遺物の実測・トレースは、野田愛、府内博子、宮崎典子が行った。第１次調査出土石器の実測・トレー

スは、熊本大学文学部考古学研究室の芝康次郎、神川めぐみ、高平愛子の三氏の協力を得た。また、第２

次調査時に出土した石器の実測・トレースは株式会社九州文化財研究所に委託した。

９　遺物の写真撮影は、村田百合子・手嶋裕子を中心に行った。

１０　本遺跡出土須恵器の胎土蛍光Ｘ線分析は、パリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

１１　本書の最後に、中世に深田地域を治めた豪族である平河氏についての論考を、士野雄貴が執筆した。

１２　本書の編集は、熊本県教育庁文化課で行い、木村龍生が行った。

１３　本遺跡の出土遺物、写真及び図面などは、すべて熊本県文化財資料室（熊本市渡鹿３丁目１５－１２）にて

保管している。資料の有効な活用を望む。

凡　例
１　平面直角座標は、世界測地系（日本測地系２０００）を使用している。方位は座標軸を基準とした座標北を

示している。

２　本書に使用したレベル（Ｌ＝）は標高を示す。

３　本書では、遺構図は基本的に１／４０、１／８０の縮尺で掲載しているが、一部のものについては任意の縮

尺で掲載している。挿図中のスケールを参照されたい。

４　本書に掲載している遺物は、基本的に土器は１／３、石鏃は１／１、その他の石器は１／２の縮尺で掲

載しているが、場合によっては縮尺を変更しているものがある。挿図中のスケールを参照されたい。

５　須恵器の実測図断面は黒塗りしている。また、黒色土器は２０％アミカケで、赤彩は赤色２０％アミカケで

表現している。

６　各層位の土色及び土器の土色は、「新版標準土色帖」（農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法

人日本色彩研究所色票監修）による。
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　　　　８号集石
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図版２４　遺構外出土遺物（土師器、陶磁器）

　　　　遺構外出土遺物（石鏃）

図版２５　遺構外出土遺物（石匙、スクレイパー）

　　　　遺構外出土遺物（打製石斧、円盤状石器）
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図版２７　S０１３、S０１４、S０１７出土遺物

　　　　S００８出土遺物
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図版２８　S００８出土遺物

　　　　S０１１出土遺物

図版２９　遺構外出土遺物（縄文早期土器）

　　　　遺構外出土遺物（縄文土器１）

図版３０　遺構外出土遺物（縄文土器２）

　　　　遺構外出土遺物（縄文土器３）

図版３１　遺構外出土遺物（縄文土器４）

　　　　遺構外出土遺物（縄文土器５）

図版３２　遺構外出土遺物（縄文土器６）

　　　　遺構外出土遺物（縄文土器７）

図版３３　遺構外出土遺物（石鏃１）

　　　　遺構外出土遺物（石鏃２）

図版３４　遺構外出土遺物（打製石斧）

　　　　遺構外出土遺物（打製石斧、磨製石斧）

図版３５　遺構外出土遺物（石匙、石錘、磨石）

　　　　遺構外出土遺物（磨石）

図版３６　遺構外出土遺物（弥生土器）

　　　　遺構外出土遺物（土師器甕１）

図版３７　遺構外出土遺物（土師器甕２）

　　　　遺構外出土遺物（土師器甕３、香炉）

図版３８　遺構外出土遺物（土師器坏）

　　　　遺構外出土遺物（黒色土器）

図版３９　遺構外出土遺物（墨書土器）

　　　　遺構外出土遺物（土師器）

図版４０　遺構外出土遺物（須恵器）

　　　　遺構外出土遺物（土錘、土玉、紡錘車）

図版４１　遺構外出土遺物（灯明皿）

　　　　遺構外出土遺物（陶磁器）
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第１章　調査の概要

　第１節　調査にいたる経過

　本遺跡の調査は、一般県道小枝深水線緊急地方道路整備事業に伴うものである。

　事業予定地内に埋蔵文化財が存在する可能性が高いことから、熊本県文化課は事業の実施に先立ち試掘調

査が必要であることを通知した。それにより、平成１２年度に球磨地域振興局長より試掘調査依頼が提出され、

熊本県文化課が試掘調査を実施した。その結果、縄文時代後・晩期の土器や古代・中世の土師器などが発見

され、遺跡の存在が確認された。そのため、埋蔵文化財の発掘調査が必要である旨を球磨地域振興局土木部

工務課へ連絡し、協議を重ねた上で平成１３年に第１次調査を行うこととなった。また、用地の買収が段階的

に行われていたために、買収が完了した時点で順次試掘調査を実施するということで合意した。

　その後、平成１５年度に買収完了した用地において試掘調査を実施した結果、新たに遺跡の存在を確認した

ため、球磨地域振興局土木部工務課との協議の結果、平成１６年度に第２次調査を実施することとなった。

　なお、この事業の用地の買収は既に完了しており、第１次調査、第２次調査を行った箇所以外では埋蔵文

化財は確認できなかった。

　第２節　調査及び整理の組織

　調査及び整理は下記の組織で行った（所属などは当時のものである）。

　第１次（平成１３年度）調査

調査責任者　阪井大文（文化課長）

調 査 総 括　木�康弘（文化財調査第２係長）

調査事務局　中村幸宏（主幹兼総務係長）、廣瀬泰之（参事）、杉村輝彦（主事）

調 査 担 当　野田英治（文化財保護主事）、宮崎　拓（非常勤職員）

　第２次（平成１６年度）調査

調査責任者　島津義昭（文化課長）

調 査 総 括　西住欣一郎（文化財調査第２係長）

調査事務局　欄杭正義（主幹兼総務係長）、天野寿久（主任主事）、小谷仁志（主任主事）

調 査 担 当　木村龍生（学芸員）、士野雄貴（非常勤職員）

　整理・報告書作成（平成１７、１８年度）

整理責任者　梶野英二（文化課長）

整 理 総 括　西住欣一郎（文化財調査第２係長）

整理事務局　四元正明（主幹兼総務係長　平成１７年度）、高宮優美（主幹兼総務係長　平成１８年度）

　　　　　　塚原健一（参事）、小谷仁志（主任主事）

整 理 担 当　木村龍生（学芸員）、野田　愛（非常勤職員）

　調査指導及び協力者（敬称略）

地元の方々、北川賢次郎、出合宏光、福原博信、荒木隆宏、�木正文、前川清一、廣田静学、水野哲郎、　

山下義満、帆足俊文、松森由美、米村俊治、村中智絵、橋口剛士、沖　謙介、芝康次郎、神川めぐみ、　　

高平愛子、あさぎり町教育委員会、熊本県土木部、球磨地域振興局土木部工務課
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　発掘調査作業員

　第１次調査

和田　渓、田山道男、平川ヤエ子、落合敬喜、山本リキ子、高田悦子、高田昭八、上村シズミ、木村フデ子、

落合康子、今坂ノブ子、溝辺美代子、富永清子、荒川ミノル　吉川ミツヨ、久保田京美

　第２次調査

山本リキ子、稲田フヂ子、木村フデ子、今坂ノブ子、平川ヤエ子、田口タミ子、荒川ミノル、吉川ミツヨ、

岩川　浩、福永一子、福田　功、上田　稔、野添ひとみ、志水節子、高田悦子、高田昭八、福丸節子、　　

岡田良子、中村良子、恒松久子、桑原レイ子、恒松千恵子、石塚賢四郎、上村シズミ、恒松峰香、蓑田司郎、

櫻井和子、板橋弘道、川越三代、梅田順子、岩本秋富、田山ゆかり、田中康一

久保田陽香（別府大学学部生）

　整理作業員

米倉五月、村山紀子、篠崎チカ子、上野栄子、内田孝子、中山安子、石田敦子、石部真佐子、府内博子、

宮崎典子

　第３節　調査の過程

　第１次調査は、平成１３年５月１５日（火）から平成１３年６月１４日（木）まで、第２次調査は平成１６年６月２２

日（火）から平成１７年２月１０日（木）まで実施した。

　第１次調査

【平成１３年５月】

　１５日、表土剥ぎ開始。土層の確認。１６日、メッシュ杭設置。１７日、撹乱除去。２２日、木�係長、帆足主任

学芸員来訪。２３日、土層の再検討。１層上面の撹乱状況を平板実測。その後１層掘り下げ開始。２８日、１層

石器取り上げ。２９日、１層遺物出土状況写真撮影。SD１検出。３１日、土坑、ピット確認。

【平成１３年６月】

　２日、出土土器の取り上げ。４日、清掃、遺物出土状況写真撮影、実測。遺構検出。５日、遺構検出状況

の写真撮影。６日、溝完掘、完掘状況、遺物出土状況撮影。７日、ピット群完掘、実測。SD１０と SK１４の掘

り下げ開始。SD１０は、SD１に切られていることが判明。また、SD８９は SD１０に切られている。１１日、SD１０

の土層断面図作成。１４日、清掃、土層断面図実測、調査区など完掘状況撮影。調査器材撤収。

　第２次調査

【平成１６年６月】

　２２日、調査区内の伐採を行う。２３日、表土剥ぎ開始。調査区を段ごとに、北からそれぞれⅠ区、Ⅱａ区、

Ⅱｂ区、Ⅲ区とする。試掘調査報告などから、機械による表土剥ぎは１層上面まで行うこととする。２４日、

プレハブ、倉庫、簡易トイレ設置。電設工事。２５日、内装工事及び備品搬入。３０日、電話線引き込み工事。

【平成１６年７月】

　１日、表土剥ぎ終了。２日、配電作業。プレハブに電気が通る。５日、作業員初出勤。作業員への調査の

説明後、まず現場周囲の安全管理などを行う。６日、調査区全体の清掃。その後、Ⅲ区の１層掘り下げを開

始する。７日、４級基準点及びメッシュ杭設置作業開始。１２日、４級基準点及びメッシュ杭設置完了。Ⅱｂ

区の１層掘り下げ開始。１４日、Ⅱａ区の１層掘り下げ開始。Ⅱａ、Ⅱｂ区では、遺物の出土量が多くなる。
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１５日、Ⅰ区の１層掘り下げ開始。２１日、Ⅰ区の遺構検出作業を開始。ピットらしきものをいくつか確認。２２

日、あさぎり町教育委員会の北川氏来訪。２３日、Ⅱａ区の遺構検出作業を開始。１層からは、縄文後・晩期

土器、石鏃、中世土師器、須恵器など異なる時代の遺物が出土することなどから、１層は流れ込みの包含層

であると判断する。２７日、県文化課の水野参事、米村氏、村中氏来訪。２８日、調査区南側の薮を伐採。中球

磨地域を広く眺望できるようになる。球磨地域振興局土木部工務課の高野氏来訪。３０日、台風養生を行う。

【平成１６年８月】

　２日、台風後の清掃を行う。今回の台風は大した風雨ではなく、現場などに被害はなかった。３日、Ⅱａ

区で溝（S００１）を確認。２４日、土坑を確認。県文化課の吉田課長補佐、西住係長来訪。２５日、球磨地域振

興局土木部工務課の園田氏来訪。このほか、地元の方数名が見学に訪れる。２７日、Ⅲ区の精査、遺構検出を

開始。午後から台風１６号の接近に伴い、台風養生を行う。３０日、台風１６号が人吉市内を直撃。猛烈な暴風雨

に襲われる。深田地区を流れる球磨川はあと１ｍで決壊というところまで水位が上昇する。３１日、現場自体

には台風による被害はなかったが、台風後の清掃に１日を費やす。８月は天候不良で作業が順調に進んだと

はいえなかった。

【平成１６年９月】

　１日、Ⅲ区で道路状遺構（S００４）を確認。古代～中世のものと思われる。６日、台風１８号が人吉・球磨

地方を直撃。１６号よりさらに強い暴風と雨に襲われる。待機していた宿の看板も暴風で飛んでいってしまっ

た。球磨川には決壊警報が出される。７日、台風養生のおかげもあって、現場は被害を受けていなかった。

しかし、台風の暴風で飛来したゴミや木の葉の掃除、倒れた木の撤去などに１日を費やすこととなった。９

日、遺物の出土状況の実測図作成を開始。１０日、Ⅲ区で新たに硬化面、集石（４号集石）を確認。１３日、県

文化課の�木課長補佐来訪。１５日、Ⅲ区で土師器焼成土坑（S００８）を確認。２２日、Ⅲ区道路状遺構（S００４）

の写真撮影。２７日、玉名市教育委員会の荒木氏来訪。２８日、台風２１号接近のため、台風養生を行う。２９日、

３度目の台風直撃。猛烈な暴風雨に襲われるが、１８号に比べるとやや勢いが弱い。３０日、昨日の暴風雨がう

そのように晴れ晴れとした天気の中、台風後の後片づけなどを行う。午後から遺物の点上げを開始する。今

年度は８、９月に大型台風が３つも直撃したが、現場には大きな被害はなかった。９月も天候があまりよく

なく、作業が進まなかった。

【平成１６年１０月】

　４日、Ⅲ区土師器焼成土坑（S００８）の実測図作成を開始。５日、Ⅱｂ区の精査、遺構検出作業を開始。

Ⅱｂ区で道路状遺構（S０１１）を確認。１３日、この道路状遺構に側溝があることを確認。また、その横に別

の硬化面（S０１２）を確認。１８日、台風２３号に備え、台風養生を行う。１９、２０日、４つ目の台風２３号接近。

しかし、台風の勢力が弱かったため、風雨とも比較的穏やかであった。２２日、排土置き場を拡張する。球磨

地域振興局土木部工務課の園田氏来訪。２８日、県文化課の倉岡課長補佐、前川課長補佐、西住係長、廣田参

事来訪。１０月も天候不良の日が多かった。

【平成１６年１１月】

　４日、Ⅱｂ区の道路状遺構（S０１１）の下に、方形のプランを確認。５日、Ⅱａ区の精査、遺構検出作業

を開始。９日、Ⅰ区の精査、遺構検出作業開始。１５日、Ⅰ区でピットなどの掘り下げ開始。１６日、Ⅱｂ区の

道路状遺構写真撮影。２４日、遺構実測委託業務について、株式会社九州文化財研究所（以下、九文研）の正

岡氏、大坂氏と現地協議。２９日、遺構実測委託作業開始。道路状遺構実測（S０１１）。３０日、Ⅱｂ区集石実測。

【平成１６年１２月】

　１日、１２月から新たに来てくれることになった若手作業員二人で実測班を組織。九文研の実測と併行して

実測作業を開始。２日、Ⅱｂ区の道路状遺構の下で確認していた方形プランが、竪穴式住居跡（S０１３）で
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あることを確認。３日、住居の西側に土坑を２基確認。６日、住居や土坑のさらに西側に南北にのびる溝を

確認。住居は竈などはなく、中央に炉があるタイプである。あさぎり町教育委員会の北川氏来訪。７日、住

居の床面まで掘り下げ完了。炉跡の周囲に柱穴があるタイプで、主柱穴は４本と思われる。また、床面直上

から出土した土師器や、周囲遺跡の住居跡の状況から、古代の竪穴式住居跡と判断する。９日、球磨地域振

興局土木部工務課の高野氏、木村氏、及び球磨工業高校の生徒２名来訪。高校生の研修の一環で工事と文化

財の在り方についての説明のために見学に来たとのことである。１４日、２区を区切っていた中央ベルトの土

層断面図作成。その後、中央ベルト部分掘り下げ。１５日、空撮準備。１６日、空中写真撮影。１７日、中判カメ

ラによる調査区全景撮影。２０日、２層の掘り下げ、遺構検出開始。新たに集石（１０号集石）を確認。２７日、

午後から道具の整理、事務所及び調査区周辺の大掃除。年内の作業終了。

【平成１７年１月】

　７日、作業再開。調査区全区で清掃作業を行う。１１日、九文研による調査区地形測量開始。１３日、竪穴式

住居跡完掘状況撮影。２０日、事業主である球磨地域振興局土木部工務課より、発掘調査終了から工事着工ま

での間に、人が入ってきても事故など起きないように、ピットやトレンチは埋め戻しておいてほしいとの要

請があったため、調査が終了した箇所からピットなどの埋め戻しを開始する。２１日、旧深田村村長の前原氏

来訪。非常に興味深く見学された。３１日、２層の掘り下げがほぼ終了したが、新たに遺構を検出したのはⅢ

区の集石数基（１１～１５号集石）のみであった。

【平成１７年２月】

　２日、球磨地域振興局土木部工務課の園田氏と現地で現場の引渡しについて協議。危険防止のため、ピッ

トなどの埋め戻しと現場の周囲に立入禁止などの標識を設置してほしいとの要請を受ける。７日、作業員に

よる作業最終日、調査器材、遺物などの搬出。記念撮影。８日、レンタル備品の搬出。器材倉庫、簡易トイ

レの撤収。９日、プレハブ撤収。１０日、実測作業終了。これをもって、無事に調査終了。

―　４　―



第２章　遺跡の位置と環境

　第１節　地理的環境

　熊本県は九州のほぼ中央にあり、県の東側は九州山地の山岳地帯である。小枝遺跡は熊本県の南東部に位

置し、九州山地に囲まれた人吉盆地に所在する。

　人吉盆地は東西にのび、この盆地の中央部を南北に二分するように、日本３大急流のひとつである球磨川

が東西に貫流している。そして、球磨川の北側と南側には広大な台地が形成されている。本遺跡の所在する

球磨郡あさぎり町深田（旧深田村）は地質分帯上、南西日本外帯に属し、およそ一億年前の白亜系四万十層

の分布する四万十帯内に位置する。また、人吉盆地は断層角盆地といわれ、盆地北側では未固結堆積物及び

火砕流堆積物からなる小起伏丘陵地が発達し、南側では段丘が広大な分布を示すという地形的特徴な差異が

認められる。特に南東側では複合扇状地帯が発達し、段丘堆積物によって形成されている。段丘堆積物の下

には加久藤・阿蘇・入戸の各火砕流堆積が分布する。これらの火砕流は直接地表面を覆い、広範囲にシラス

及び加久藤火砕流が分布する。

　小枝遺跡は球磨川の北岸、標高１４０～１５０ｍほどの丘陵上に位置している。人吉盆地の中央部である中球磨

に位置しており、調査現場からは人吉盆地を眺望することができる。

　第２節　歴史的環境

　旧石器時代

　人吉・球磨地方の旧石器時代の遺跡は今日までに５３か所が確認されている。分布の中心は人吉市周辺であ

るが、近年あさぎり町でも発見されている。あさぎり町深田の下里遺跡（８）ではナイフ形石器文化以前の

石器が発見されている。また、あさぎり町須恵では中尾遺跡（２３）からナイフ形石器・三稜尖頭器が、別府

遺跡（２２）から細石核が、沖松遺跡（２０）からはナイフ形石器が出土している。さらに、多良木町里城遺跡

（５５）では細石器文化のものが発見されている。

　縄文時代

　小枝遺跡では早期・後期・晩期の遺物が出土している。あさぎり町内の他の縄文時代遺跡もほとんどがこ

の３時期のいずれかに該当する。

　早期の遺跡は、灰塚遺跡（１５）、堂園遺跡（２１）、中尾遺跡（２３）、浜ノ上遺跡（２７）、馬渡遺跡（３１）、諏

訪原遺跡（３３）、柿ノ木遺跡（３４）などの遺跡が知られている。

　確実に前期、中期に属する遺跡は、現在では確認されていない。ただ、小春遺跡（３２）、堂園遺跡、諏訪

原遺跡、馬場遺跡、別府遺跡などで中期の遺物が検出されている。このような様相は、人吉・球磨地方の縄

文時代の特徴として挙げることができる。

　後期から晩期にかけて遺跡数は増加し、その規模も大きくなる。沖松遺跡、堂園遺跡、柿ノ木遺跡、諏訪

原遺跡、小春遺跡、馬場遺跡などが該当する。特に沖松遺跡では晩期になっても集落は継続し、埋甕のほか

に天城式・古閑式・黒川式などの型式の土器が大量に出土している。晩期に属する遺跡としては、柿ノ木遺

跡、諏訪原遺跡、小春遺跡、馬場遺跡、別府遺跡などがある。

　弥生時代

　弥生時代の遺跡としては、上手遺跡（１９）、中島遺跡（２４）、柿ノ木遺跡、諏訪原遺跡、別府遺跡、沖松遺

跡がある。柿ノ木遺跡では、中期の黒髪式土器と後期の免田式土器や石包丁が見つかっている。免田式土器

―　５　―
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第
１
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地
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跡
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号

備
考

時
代

所
在
地

遺
跡
名

番
号

縄
文
、
弥
生

あ
さ
ぎ
り
町
　須
恵
　柿
の
木

柿
ノ
木
遺
跡

３４
地
下
式
板
石
積
石
室
墓

古
墳

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　新
深
田

新
深
田
遺
跡

１

縄
文

あ
さ
ぎ
り
町
　須
恵
　古
城

古
城
遺
跡

３５
石
包
丁
、
弥
生
土
器

弥
生

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　草
津
山

天
子
山
遺
跡

２

弥
生
土
器
、
石
鏃
、
石
包
丁

弥
生

あ
さ
ぎ
り
町
　免
田
　築
地
権
現

上
築
地
遺
跡

３６
池
跡
、
参
道
跡
を
と
ど
め
る

中
世

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　内
山

内
山
万
福
寺
跡

３

横
穴
式
石
室
　
刳
り
抜
き
玄
門

古
墳

あ
さ
ぎ
り
町
　免
田
　久
鹿
萩
原

鬼
の
釜
古
墳

３７
石
器
、
石
鏃

旧
石
器
、
縄
文

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　内
山

内
山
遺
跡

４

湖
州
鏡
、
土
師
器
、
滑
石
鍋

古
代
～
中
世

あ
さ
ぎ
り
町
　免
田
　竹
下

古
屋
敷
遺
跡

３８
中
世

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　城

深
田
城
跡

５

須
恵
器
、
蔵
骨
器

古
代

あ
さ
ぎ
り
町
　免
田
　神
の
田

廻
り
迫
蔵
骨
器
出
土
地

３９
縄
文
、
古
代
～
中
世

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　小
枝

小
枝
遺
跡

６

縄
文
土
器
、
石
鏃

縄
文

あ
さ
ぎ
り
町
　免
田
　神
の
田

廻
り
迫
遺
跡
　

４０
古
墳

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　下
里

下
里
横
穴
群

７

弥
生
土
器

弥
生

あ
さ
ぎ
り
町
　免
田
　馬
立
原

市
房
隠
遺
跡

４１
石
錘
、
縄
文
晩
期
土
器

旧
石
器
、
縄
文

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　下
里

下
里
遺
跡

８

土
師
器

古
代

あ
さ
ぎ
り
町
　免
田
　久
鹿

上
久
鹿
遺
跡

４２
須
恵
器

旧
石
器
、
中
世

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　萩
尾

オ
ン
バ
ガ
サ
コ
遺
跡

９

布
目
軒
平
瓦

古
代

あ
さ
ぎ
り
町
　免
田
　前
田

前
田
遺
跡

４３
須
恵
器
、
羽
口

古
代

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　赤
坂

赤
坂
窯
跡

１０

古
墳

あ
さ
ぎ
り
町
　免
田
　久
保

宝
塚
古
墳

４４
中
世

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　高
山

高
山
城
跡

１１

銅
板
１
枚

古
代

あ
さ
ぎ
り
町
　免
田
　平
城

黒
田
墓
誌
銅
板
出
土
地

４５
縄
文
土
器
、
石
器

縄
文

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　前
平

前
平
遺
跡

１２

出
土
品
は
国
の
重
要
文
化
財

古
墳

あ
さ
ぎ
り
町
　免
田
　畑
中

才
園
古
墳
群

４６
古
墳

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　永
峰

永
峰
横
穴
群

１３

弥
生
後
期
～
古
墳
前
期
集
落

弥
生
～
古
墳

あ
さ
ぎ
り
町
　免
田
　本
目

本
目
遺
跡

４７
平
瓦
、
軒
平
瓦

中
世

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　高
山

高
山
瓦
窯
跡

１４

縄
文
土
器
、
弥
生
土
器

縄
文
～
弥
生

あ
さ
ぎ
り
町
　上
　井
上

井
上
遺
跡

４８
縄
文
土
器
、
石
器
、
土
師
器
、

陶
磁
器

縄
文
、
古
代
～
中
世

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　灰
塚

灰
塚
遺
跡

１５

消
滅

古
墳

あ
さ
ぎ
り
町
　上
　石
坂

石
坂
古
墳

４９
中
世

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　荒
茂

勝
福
寺
古
塔
碑
群

１６

縄
文
土
器
、
弥
生
土
器
、
石
包
丁

古
墳

あ
さ
ぎ
り
町
　上
　永
山

永
山
遺
跡

５０
古
墳

あ
さ
ぎ
り
町
　深
田
　荒
茂

荒
茂
横
穴
群

１７

蔵
骨
器
１

古
代

あ
さ
ぎ
り
町
　上
　上
の
原

伊
勢
尾
蔵
骨
器
出
土
地

５１
馬
具
、
須
恵
器

古
墳

あ
さ
ぎ
り
町
　須
恵
　石
坂

石
坂
横
穴
群

１８

須
恵
器
窯
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代

あ
さ
ぎ
り
町
　上
　上
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原

上
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窯
跡

５２
弥
生

あ
さ
ぎ
り
町
　須
恵
　上
手

上
手
遺
跡

１９

古
墳
、
鉄
剣

古
墳

あ
さ
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り
町
　岡
原
　福
留

福
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古
墳

５３
縄
文
土
器
、
土
師
器
、
須
恵
器

縄
文
、
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～
古
代
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松
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２０
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古
代

あ
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町
　岡
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宇
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谷
蔵
骨
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出
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地

５４
縄
文
土
器

縄
文
、
古
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～
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代
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町
　須
恵
　堂
園

堂
園
遺
跡

２１

旧
石
器
、
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文
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良
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町
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木
　里
城

里
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遺
跡

５５
石
器
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縄
文
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、
土
師
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、
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恵
器
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、
縄
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～
中
世
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　須
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　別
府

別
府
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跡

２２
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中
世
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良
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　黒
肥
地
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山
下

青
蓮
寺
阿
弥
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堂

５６
石
器
、
土
器

旧
石
器
、
縄
文

あ
さ
ぎ
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町
　須
恵
　中
尾

中
尾
遺
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２３

中
世
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肥
地
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館

跡
５７

弥
生
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　中
島
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２４
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代
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青
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筒
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古
代

あ
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　須
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所
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所
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跡

２５
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、
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赤
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墳
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古
墳
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上
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群
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　木
上
　益
手
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塚
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集
落
、
鏡
、
銅
剣

弥
生
～
古
墳

錦
町
　高
原

夏
女
遺
跡

６３
縄
文

あ
さ
ぎ
り
町
　須
恵
　八
日

八
日
遺
跡

３０
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錦
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群
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文
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渡
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墳

錦
町
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上
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城
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文
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恵
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春

小
春
遺
跡

３２

円
墳
４
基

古
墳

錦
町
　木
上
　三
つ
塚

四
塚
古
墳
群

６６
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文
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器
、
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土
器
、
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器

縄
文
、
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生
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り
町
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恵
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原

諏
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原
遺
跡

３３



は沖松遺跡や上手遺跡でも出土しており、この地域で多く出土するものである。また、別府遺跡では、シカ

をかたどった線刻がある石製品（石包丁か？）が見つかっている。

　このほか、夏女遺跡（６３）は集落遺跡として有名であるし、大原天子遺跡（６１）では、人吉・球磨地方で

最も古い弥生土器である亀ノ甲式土器が見つかっている。本目遺跡（４７）では、後期終末の木棺墓や墳丘墓

が調査され、周辺で多量に採集されていた免田式土器がこれらに供献された土器であることが確かめられて

いる。

　古墳時代

　沖松遺跡では５世紀代と６世紀代の集落跡が検出されており、堂園遺跡でもこの時期の竪穴式住居跡が１

軒検出されている。

　人吉・球磨地方では、大型の古墳は錦町やあさぎり町免田など中球磨地域に集中しており、小枝遺跡周辺

から眺望することができる。錦町の亀塚古墳群には前方後円墳が３基あり、これは熊本県内最南端の前方後

円墳として研究者に注目されている。また四塚古墳群（６６）は人吉・球磨地方では最も規模が大きな円墳群

である。才園古墳群（４６）の２号墳からは、直刀などの武具や馬具類、鉄製の工具類、鍍金した画文帯求心

式神獣鏡、玉類、金環などの豊富で豪華な副葬品が出土しており、これらは一括して国の重要文化財となっ

ている。また、鬼の釜古墳（３７）は、巨石を使った刳り抜き玄門に特徴がある。

　横穴は石坂横穴群（１８）と浜ノ上横穴群（２６）がある。石坂横穴群では直刀１本と鉄鏃７本、馬具一式が

発見されている。浜ノ上横穴群からは、６世紀後半代の須恵器高坏が出土している。また、人吉・球磨地方

では装飾のある横穴もあり、人吉市大村横穴群、錦町京ヶ峰横穴群などが著名である。

　新深田遺跡（１）では、南九州の特徴的な墓の形態である地下式板石積石室墓が検出されており、この種

の墓は多良木町大久保台地や本目遺跡などでも検出されている。

　この時期の土器や遺構には、南九州の特徴をもったものが多く存在する。それゆえ、球磨地域は南九州と

の交流がより深かったと考えられる。

　歴史時代

　歴史時代の遺跡としては、灰塚遺跡、堂園遺跡、沖松遺跡や別府遺跡がある。灰塚遺跡では掘立柱建物跡、

輸入陶磁器や湖州鏡を供献した墓などが検出されている。堂園遺跡では移動式竈や１０世紀代の越州窯系青磁

や緑釉陶器片、土師器を供献した墓が検出されている。沖松遺跡や別府遺跡では掘立柱建物跡が検出されて

いる。

　この時代に登場する相良氏関係の遺跡として、伝相良頼景館跡と蓮花寺跡（５７）がある。また、上相良氏

ゆかりの寺である青蓮寺（５６）は国の重要文化財となっている。

　なお、灰塚遺跡については、古代末から中世前半期の当地方の豪族である須恵氏の居館跡とも推定されて

いる。また、この中球磨地域には経済的な基盤となりうる生産遺跡などが存在している。例えば、須恵器や

瓦の窯跡である上の原窯跡（５２）、高山瓦窯跡（１４）、錦町下り山窯跡などがある。さらに、古代の郡衙比定

地として、前田遺跡（４３）がある。

　このようなことから、中球磨地域は古代から中世においても人吉・球磨地方の中心地域であったと考えら

れる。
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第３章　調査の方法と成果

　第１節　調査の方法

　本調査は１層より上位にある表土、客土部分まで重機を用いて剥ぎ取り、作業員によって遺構確認作業を

行った。その後、確認した遺構ごとに掘り下げ、遺構の検出、実測図の作成、遺物の取り上げ、写真撮影を

行った。遺構確認が困難な場合は、必要に応じてサブトレンチを設定し、遺構検出に努めた。なお、遺物は

基本的にグリッド一括での取り上げとし、必要に応じて光波測距儀を使用した個別取り上げを行った。

　調査におけるすべての基準となる４級基準点設置及びメッシュ杭設置は業者に委託した。その際、測量士

有資格者の常駐作業、検定合格の機械使用などの条件を付け、より精度の高いものとなるようにした。４級

基準点は調査区の周囲に４か所設置した。メッシュ杭は平面直角座標にのせ、５ｍ単位となるようにした。

この５ｍ四方の区画をひとつのグリッドとし、調査の基準とした。グリッドは、南北方向を北から順にＡ～

Ｓで、東西方向を西から順に１～８で表し、各グリッドはこの組合せで表すこととした（例：Ｒ３グリッ

ド）。なお、座標は世界測地系（日本測地系２０００）に基づくものである。

　遺構実測、地形測量（コンタ入れ）などは業者に委託した。これらの作業は、基本的に手測り、あるいは

光波測距儀を使用して測点し、方眼紙に手書きで実測して図化するという方法をとった。その際、図化が終

了し次第、調査員が現地で図面を検証し、修正が必要な場合は修正を加え、より精度の高い実測図となるよ

うにした。また必要に応じて、メッシュ杭及びグリッドを基準として、調査員が手測りによる実測も行った。

　写真撮影はそれぞれの調査段階において、適時モノクロとカラースライドの２種類を用いて行った。また、

随時デジタルカメラによるメモ写真撮影を行った。

　第２節　層序

　本遺跡の基本的な層序は、以下の通りである。

表土：現地表面。

客土：茶褐色土。昭和４０年代以前に畑を

　　　造成した時の客土。

１層：黒色土。

　　　流れ込みの包含層。縄文～中世の

　　　遺物を含む。

２層：黄褐色土。

　　　アカホヤの２次堆積層。縄文後・

　　　晩期の遺構、遺物を含む。

３層：暗褐色土。

　　　縄文早期・前期の層に相当。遺構、

　　　遺物なし。

４層：シラス、火砕流堆積物。

　　　遺構、遺物なし。

５層：黄褐色ローム。

　　　遺構、遺構なし。
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第２図　基本土層模式図



　第３節　調査の成果

Ⅰ　遺構

　１．第１次調査

　第１次調査の調査面積は７５０㎡である。調査対象地にはもともと深田駐在所が建っており、地形は平坦に

造成されていた。これが撤去された後にトレンチ調査による試掘・確認調査を行い、遺物包含層と遺構検出

面までの層の堆積状況などを確認した。本調査では試掘・確認調査の結果を基に、表土剥ぎおよび人力によ

る掘り下げを行った。遺構検出面まで掘り下げた後に旧地形をみてみると、ほぼ平坦であるが南西に向かっ

て緩やかに傾斜していた。調査区の約５０ｍ南には球磨川が東から西に流れており、旧地形の緩やかな傾斜は

この球磨川に向かっての傾斜であると思われる。

　遺構は、縄文時代と古代から中世にかけてのものであった。主な遺構としては溝が３本（SD１０、SD８９、

SD１）と土坑が１基（SK１４）である。このほか多くのピットを検出したが、柱痕が確認できたものはなく、

また規則的に並ぶようなものも確認できなかった。また遺構の多くは古代、中世のものであったが、遺構検

出面より上面の遺物包含層からは縄文時代の遺物も多く出土した。遺物出土量が大量で、縄文時代、古代、

中世など様々な時代の遺物が含まれていることから、この遺物包含層は流れ込みのようであり、周辺に縄文

時代、古代、中世の遺跡の存在を意識させるものであった。 
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第３図　第１次調査遺構配置図



SD１０、SD８９（第４図）

　SD１０は南北方向に、SD８９は北北東から南南

西方向にほぼ直線的に延びる溝状遺構である。

SD１０は広いところで幅５ｍ以上、SD８９は幅３

ｍ以上あるが、調査区の外側にまで広がるため

正確な幅の長さは不明である。切り合い関係を

見ると、SD８９が先行してあったものを SD１０が

切っており、さらにそれを SD１が切っている

状況である。この状況は出土遺物からも裏付け

られる。SD１０、SD８９ともに壁はかなり緩やか

な傾斜であり、Ｖ字溝のように急ではない。

SD１０の断面を見ると、この溝の土層は７層に

分層でき、時間をかけて緩やかに堆積したよう

である。SD８９からは縄文土器が１点のみ出土し

ており、縄文時代の遺構と考えることができる。

これを切っている SD１０からは縄文土器と古代

の土師器が出土しており、古代以降に埋まった

ものと考えられる。

SK１４（第５図）

　SK１４は長径、短径ともほぼ２ｍの円形の土

坑である。土坑は北西の一部を SD１に切られ

ている。壁はやや急角度で立ち上がり、底面は

平坦である。この土坑の覆土は分層することが

できない単一の土層である。このため、この土

坑は一気に埋まった、あるいは埋められたもの

と考えられる。

　また、SK１４からは土坑の南西部分の床に置かれたよう

な状態でほぼ完形の土師器坏が１点出土した。正位でい

かにも“置いた”ような状況であった。このような土師

器坏の出土状況から、この土器は意図的に置かれたもの

と判断できる。

　土坑の形状、一気に埋められた土層の状況、意図的に

置かれた遺物の状況から、土坑墓の可能性もある。しか

し、調査中に人骨や歯などは検出されなかった。

　土師器坏は底部に糸切り痕があるタイプであり、中世

の初頭ごろのものである。遺構の時期も、これと同時期

でよいだろう。 
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第４図　SD１０、SD８９実測図

第５図　SK１４実測図
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SD１（第６図）

　SD１は北東から南西方向にほぼ直線的に延び

る溝状遺構である。幅はおよそ１．４ｍである。断

面を見ると、壁は緩やかに傾斜しており、２段の

段が付くような壁の形状になっている。これは溝

状遺構の掘り方に関係しているものと考えられる。

この溝状遺構の構築方法は、まず比較的浅く広い

溝を掘り（上段）、その後その溝の中央部分にさ

らに細い溝（下段）を掘ったものである。特に溝

状遺構の北側に、上段と下段の間のやや平坦な面

が確認できる。

　SD１は SK１４を切っているため、SK１４よりも新

しい時期に構築されたものである。しかし、SK１４

と SD１の遺物を比較したところ、どちらも形態、

調整技法が類似し、回転糸切りによる底部切り離

しを行っている土師器坏が出土している。これら

土器は時期的にはほとんど差がないものであるた

め、SK１４と SD１もそれほど大きな時期差は無い

ものと考えられる。

　SD１０と比較した場合、SD１０の遺物は最も新し

いものは古代の土師器である。この土器はまだ回

転糸切りによる底部切り離しという技法が使用さ

れる前のものであるため、SD１０と SD１とには明

らかな時期差が存在する。土層の堆積状況などか

らも、SD１は SD１０が埋まった後に構築されたも

のと考えられる。

　２．第２次調査

　第２次調査の調査面積は、２，０００㎡である。調査地は、竹や雑草の生い茂る薮であったが、昭和４０年ごろ

に造成し、段々畑として使用したそうである。これを裏付けるように表土下の客土層からは昭和４０年代の１０

円玉が出土した。この段はⅠ区とⅡ区、Ⅱ区とⅢ区の境にあり、これをもって調査区を分けた。試掘・確認

調査ではトレンチ調査を行い、遺物包含層と遺構検出面までの層の堆積状況などを確認した。本調査では試

掘・確認調査の結果を基に、表土剥ぎおよび人力による掘り下げを行った。遺構検出面まで掘り下げた後に

旧地形を見てみると、北西から南東に向けて比較的強く傾斜していた。しかし、部分的には傾斜が緩やかに

なり、平坦面を形成する部分もあり、遺構はそのような平坦な部分に集中していた。

　また、１層の遺物包含層からは縄文時代、弥生時代、古代、中世の遺物が出土するため、第１次調査時と

同じく流れ込みの遺物包含層と考えられる。本遺跡の西側の丘陵上などから流れ込んだと思われ、やはり近

隣にこのような時代の遺跡が存在していたのだろう。 
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第６図　SD１実測図
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第７図　第２次調査遺構配置図



S０１５（第８図）

　S０１５はⅡｂ区で検出した弥生時代の土坑である。土坑

の東側は古代の竪穴式住居跡（S０１３）に切られているた

め、全形をうかがい知ることはできないが、東西に長い

楕円形を呈すると思われる。規模は現状で、長径２．６ｍ、

短径２．５ｍである。壁はやや緩やかで、底面は若干でこ

ぼこしている。�層～�層は焼土や炭化物を含み、特に

�層には多量の焼土が混じっている。遺物は縄文土器と

弥生土器、打製石斧が出土した。

S００４（第９図）

　S００４はⅢ区で検出した古代の道路状遺構（畦状遺構）

である。東北東から西南西に延びており、残存していた

のは長さ７ｍほどである。中央がややくぼんでおり、そ

の範囲すべて硬く硬化していた。硬化面を覆っていた覆

土は、黒色で非常に軟らかい。遺物は硬化面までの覆土から小破片の古代の土師器と打製石斧が出土した。

また、この遺構を掘り下げた際にも、小破片の古代の土師器が出土した。

S０１４（第１０図）

　S０１４はⅡｂ区で検出した古代の

土坑である。土坑は東側の竪穴式

住居跡を切っている。南側が広い

楕円形を呈しており、長径１．３ｍ、

短径１．２ｍである。壁はやや急に

立ち上がり、底面は平坦である。

覆土�層は若干の粘性としまりがある。�層はしまりが無く、炭化物を多く含む。遺物は須恵器甕の口縁部

と平底瓶が出土した。これらは古代から中世初頭にかけてのもので、下り山窯跡の製品と思われる。また

S０１３、S０１４、S０１５の遺構の新旧は、S０１５

（弥生）→ S０１３（古代）→ S０１４（古代か

ら中世初頭）となる。

S０１３（第１１図）

　S０１３はⅡｂ区で検出した古代の竪穴式

住居跡である。長辺が５．３ｍ、短辺が４．７

ｍの、方形に近い隅丸長方形を呈する。

壁の深さは０．２～０．４ｍで急角度で立ち上

がる。長軸はほぼ南北方向を向く。ピッ

トは１９基検出できたが、そのすべてで柱

痕は確認できなかった。ピットの中でも、

Ｐ１～Ｐ４の４基は大きさ、深さなどか

ら主柱穴であったと考えられる。 

―　１４　―

第８図　S０１５実測図

第１０図　S０１４実測図
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　炉は、住居のほぼ中央に位置しており、長径０．７ｍ、短径０．５ｍの楕円形であった。周囲には焼土、炭化物

を多く確認できた。硬化面は炉を中心に広がっていた。この硬化面は、南側の壁に近いところまで広がって

いるため、南側が住居の出入り口であったとも考えられる。

　覆土は３層に分層できた。炭化物、焼土を含む黒色土が主体である。焼土は炉の周囲に集中している。断

面では住居が壁際から埋まっている状況が確認できた。柱穴に柱痕が無かったことを含めて考えると、住居

を使用しなくなったあとに、柱材はなにかに再利用するため持ち去られ、その後住居跡は自然に埋没して

いったものと推測できる。

　遺物は古代の土師器や凹石が覆土や床面直上で出土したが、縄文土器片も数点出土した。縄文土器片は床

面より浮いた状況で

出土したため、埋没

過程で流れ込んだも

のと思われる。また、

土師器は小破片のも

のが多いことから、

住居使用後に割れて

使用できなくなった

土器などが一緒に廃

棄されたものと考え

られる。
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第１１図　S０１３実測図

第１２図　S００８実測図
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S００８（第１２図）

　S００８はⅢ区の南側で検出した古代の土器焼成土坑である。長径

４．８ｍ、短径２．２ｍの楕円形で、長軸は東西方向である。壁は緩や

かに傾斜し、底面はなだらかに東に傾く。覆土は２層に分層でき、

焼土、炭化物を非常に多く含む。特に�層は炉の焼土のように強

く火を受けていた。この周囲や覆土中からは非常に多くの土師器

が出土した。遺物はすべて土師器であり、同一の焼成状況で調整

などもほぼ同じであった。また、土器自体に焼成時のものと思わ

れる強い火を受けた跡があったことなどから、これらの土師器は

この土坑内で焼成したものと考えられる。

　同時期焼成の一括資料として、球磨地方の土師器編年を考える

上でも重要な資料となるであろう。

S０１７（第１３図）

　S０１７はⅢ区で検出された土坑である。形は不定形で、東西方向が１．２ｍ、南北方向が０．８ｍである。壁は

非常に緩やかに傾斜し、底面は緩やかな凹凸がある。覆土は分層できず、しまりも粘性もない。その形状か

ら人為的な掘削ではないような感じもする。しかし、土坑内から土師器と須恵器が出土しているため、この

土坑はなんらかに使用されたものであろう。

　S００８と S０１７は遺物から見るとほぼ同時期のものである。他の遺構と比較すると、S０１３よりは新しく、S０１４

よりは古い時代の遺構である。
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第１３図　S０１７実測図

第１４図　S０１１実測図
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S０１１（第１４図）

　S０１１はⅡｂ区で検出した、古代の道路状遺構である。軸は南北方向

に延びる。道路部分の幅は１．３ｍで、その両側に深さ０．４ｍほどの側溝

が付随する。側溝が付随することから、畦のような簡易な道路状遺構

ではなく、ある程度重要な道路であったと思われる。北側は調査区範

囲外まで延びていくようだが、南側は撹乱で切られていた。道路部分

の硬化面は非常に硬く硬化しており、この上を直に人が往来していた

ものと思われる。硬化面の上部に石や砂利を敷きつめたような痕跡は

なかった。側溝内の一部分にはピットが確認されたが、不定形で柱痕

などもないため、柱穴ではない。

　覆土は２層に分かれる。�層はやや粘性があり、特に分層はしてい

ないが�層の下部は側溝に水が流れ込んだ際に堆積した土のようで

あった。遺物は�層から出土し、いずれも古代の土師器小片であった。

また、遺物は S０１１を掘り下げる際に硬化面の下からも出土した。そ

の時の遺物は古代のものが中心であったが、弥生土器や打製石斧など

も出土した。

　なお、この S０１１を掘り下げ

た後に、S０１３が確認された。

よって S０１１は S０１３よりも新し

い段階に構築された遺構である。しかし、遺物から見ると S０１４より

は古いように思われる。

S００１（第１５図）

　S００１はⅡａ区で検出した溝状遺構である。長さ８．３ｍ、幅０．８ｍで

長軸は南北方向に延びる。壁は非常に緩やかに傾斜し、長軸の底面は

中央に向かって数段の段をつくって深くなる。この段は S００１掘削の

順序に関係しているものと思われる。すなわち、一度一定の深さで溝

を掘り、その後中央部分をさらに深く掘っているのである。しかし、

周辺にこの溝に関与する遺構はなく、この溝がどのような役割を果た

していたのかは不明である。

　覆土はしまりも粘性もない黒褐色土である。遺物は古代の土師器小

片が数点出土した。

S０１６（第１６図）

　S０１６はⅡｂ区で検出した溝状遺構である。長さ９．８ｍ、幅０．６ｍで

長軸はほぼ南北方向に延びる。壁は緩やかに傾斜している。S００１と同

じように長軸の底面は中央部が最も深くなっており、掘削方法も

S００１と同じようである。S０１６の東側には S０１３がある。S０１６から S０１３

付近は、旧地形が非常に緩やかにではあるが東に傾斜している。S０１６

は S０１３への水の進入を防ぐための溝であった可能性も考えられる。

―　１７　―

第１５図　S００１実測図

第１６図　S０１６実測図
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　覆土は２層に分層できる。�層の方がやや混ざったような土であ

る。遺物は古代の土師器小片が数点出土した。

S０２１（第１７図）

　S０２１はⅠ区で検出した柵列状遺構である。ピットが４基ほぼ等間

隔に並び、軸はほぼ南北方向に延びる。柱穴間の間隔は、北から

０．７４ｍ、０．９２ｍ、０．６ｍである。柱穴にはいずれも柱痕は存在しな

い。覆土はしまりのない黒色土層である。一番北の柱穴から古代土

師器の小破片が出土した。

　本遺跡の西には深田城が隣接しているため、それに付随する遺構

の可能性もあるが、現段階ではわからない。

１号集石（第１８図）

　Ⅱｂ区で検出した集石遺構である。破砕礫が散乱した状態で検出

した。土坑などの掘り込みを持たない。石の散布は３ｍ四方に収ま

り、その集中度はやや強いといえる。石の堆積は２０㎝ほどである。

石は火を受けた痕跡は認められない。遺物は出土しなかった。

２号集石（第１８図）

　Ⅱｂ区で検出した集石遺構である。破砕礫が散乱した状態であった。土坑などの掘り込みはない。石の散

布は２．５ｍ四方で、集中度は弱い。石の堆積は約２５㎝である。石は火を受けておらず、遺物も出土しなかった。

３号集石（第１８図）

　Ⅱｂ区で検出した集石遺構である。土坑などの掘り込みは持たない。石の散布は３ｍ四方に収まり、その

集中度はやや強い。石の堆積は２０㎝ほどである。石は火を受けていない。遺物は出土しなかった。

４号集石（第１８図）

　Ⅲ区で検出した集石遺構である。土坑などの掘り込みを持たない。石の散布は２．５ｍ四方に収まり、その

集中度は強い。石の堆積は３０㎝ほどである。火を受けた痕跡は認められない。遺物は出土しなかった。

５号集石（第１８図）

　Ⅲ区で検出した集石遺構である。土坑などの掘り込みを持たない。石の散布は１．５ｍ四方に収まり、集中

度は強い。石の堆積は２５㎝ほどである。石は火を受けておらず、遺物も出土しなかった。

６号集石（第１９図）

　Ⅲ区で検出した集石遺構である。土坑などの掘り込みを持たず、石の散布は２ｍ四方に収まる、集中度の

強いものである。石の堆積は３０㎝ほどである。石は火を受けておらず、遺物も出土しなかった。

７号集石（第１９図）

　Ⅱｂ区で検出した集石遺構である。破砕礫が散乱した状態で、土坑などの掘り込みはない。石の散布は３

ｍ四方と広く、集中度は弱い。石の堆積は２０㎝ほどである。石は火を受けておらず、遺物も出土しなかった。

８号集石（第１９図）

　Ⅱｂ区で検出した集石遺構である。土坑などの掘り込みはない。石の散布は２ｍ四方に収まり、その集中

度はやや強いといえる。石の堆積は２０㎝ほどである。石は火を受けておらず、遺物も出土しなかった。

９号集石（第１９図）

　Ⅲ区で検出した集石遺構である。土坑などの掘り込みを持たないタイプである。石の散布は１ｍ四方に収

―　１８　―

第１７図　S０２１実測図
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第１８図　集石実測図（１）
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第１９図　集石実測図（２）
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まり、その集中度は強い。石の堆積は４０㎝ほどである。石は火を受けておらず、遺物も出土しなかった。

１０号集石（第１９図）

　Ⅲ区で検出した集石遺構である。破砕礫が散乱した状態で検出した。土坑などの掘り込みはない。石の散

布は３ｍ四方に収まり、その集中度は弱い。石の堆積は２０㎝ほどである。石は火を受けておらず、遺物も出

土しなかった。

１１号集石（第２０図）

　Ⅲ区で検出された集石遺構である。土坑などの掘り込みを持たない。石の散布は１ｍ四方で、その集中度

は弱い。石の堆積は２０㎝ほどである。石は火を受けておらず、遺物も出土しなかった。

１２号集石（第２０図）

　Ⅲ区で検出された集石遺構である。土坑などの掘り込みはない。石の散布は１ｍ四方に収まり、その集中

度はやや強い。石の堆積は２０㎝ほどである。石は火を受けておらず、遺物も出土しなかった。

１３号集石（第２０図）

　Ⅲ区で検出された集石遺構である。土坑などの掘り込みはない。石の散布は１ｍ四方に収まり、その集中

度はやや強い。石の堆積は２０㎝ほどである。石は火を受けておらず、遺物も出土しなかった。

１４号集石（第２０図）

　Ⅲ区で検出された集石遺構である。土坑などの掘り込みはない。石の散布は１ｍ四方に収まり、その集中

度はやや強い。石の堆積は２０㎝ほどである。石は火を受けておらず、遺物も出土しなかった。

１５号集石（第２０図）

　Ⅲ区で検出された集石遺構である。土坑などの掘り込みはない。石の散布は１ｍ四方に収まり、その集中

度はやや強い。石の堆積は２０㎝ほどである。石は火を受けておらず、遺物も出土しなかった。

―　２１　―

第２０図　集石実測図（３）
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Ⅱ　遺物

　１．第１次調査

SD１０（第２１図）

　１～１０、１２、１３は縄文土器の深鉢である。１は口径３６．８㎝の大型品である。器壁は薄く精緻なつくりであ

る。黒色処理は施されていない。９、１０は胎土に多くの砂粒を含んでおり、技法、色調、焼成などから同一

時の製作と思われる。１４、１５は縄文土器の浅鉢である。１４は９、１０と同じく胎土に多くの砂粒を含んでいる。

　１１、１６は土師器の坏である。１１は摩滅のため焼成などが確認しにくくなっ

ているが、底部は回転ヘラ切り後にナデを施している。１６の底部も回転ヘラ

切り後にナデが施されており、その後に高台を貼り付けている。

SD８９（第２２図）

　１は縄文土器の深鉢である。刻み目突帯が付く。外面にはすすが付着している。

SK１４（第２３図）

　１は土師器の坏の完形である。口縁部は直行するタイプである。底部は糸

切り離し、ロクロは右回りである。

SD１（第２４図）

　１、２は土師器の坏、３は土師器の皿である。１は口縁が外反するタイプ

である。底部は糸切り離しで、ロクロは右回りである。２は口縁が直行する

タイプである。底部は糸切り離しで、ロクロは右回りである。３は内外面と

も摩滅している。調整はナデと思われる。成形はロクロを使用しており、手

捏土器ではない。

―　２２　―

第２１図　SD１０出土遺物実測図

第２２図　SD８９出土遺物実測図

第２３図　SK１４出土遺物実測図
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遺構外出土土器（第２５、２６図）　１～４は土師器の皿である。いずれも表面が摩滅している。３は底部を調

整した後に高台を貼り付けている。５は土師器の高坏である。脚部は外面は縦方向のケズリ、内面は縦方向

の調整が施されている。６～８は須恵器の坏である。６は回転ヘラ切り後にナデている。７は青灰色で、焼

成は非常によい。底部は回転ヘラ切り後にナデてから、高台を貼り付けている。内面には仕上げナデが施さ

れる。９は須恵器の皿である。１０は土師器の香炉蓋である。数か所に外側から穿孔してあり、外面は面取り

をして整形してある。１１～１６は陶磁器の椀である。１２は龍泉窯系の青磁椀である。１４は白磁椀である。１７は

陶磁器の皿である。第２６図１、２は土錘である。１は刺網系、２は袋網系である。

遺構外出土石器（第２７～２９図）

　１～８は打製石鏃である。形状は、正三角形状のもの、二等辺

三角形状のものの２種類に分類できる。５は刃部の調整が見られ

ないため未製品であろう。９、１０は石匙である。１１はスクレイ

パーである。１２～１６は打製石斧である。これらの打製石斧は、原

石材を石斧の大きさに割る過程で、あらかじめ意図する形に沿っ

て数か所に穿孔し、その形のとおりに割れやすくしている痕跡が

確認できる。また１２のような抉入りの打製石斧は、小枝遺跡で多

く出土するタイプである。１７は円盤状石器である。 

―　２３　―

第２４図　SD１出土遺物実測図

第２５図　遺構外出土遺物実測図（１）

第２６図　遺構外出土遺物実測図（２）
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第２７図　遺構外出土遺物実測図（３）
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第２８図　遺構外出土遺物実測図（４）

12

13

14

15



―　２６　―

第２９図　遺構外出土遺物実測図（５）
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　２．第２次調査

S００９（第３０図）

　１は縄文土器の深鉢である

口径復元はできないが、かな

り大型のものである。２は打

製石鏃である。

S０１５（第３１、３２図）

　１、５は縄文土器の深鉢で

ある。１は十字形の文様が施される。内面には黒色処理が施される。５は口縁部内面に螺旋状に沈線１条が

巡る。粗製の土器である。２～４、６は弥生土器の甕である。２と４は口縁部に刻み目が施される。２、３

は白色の砂粒を非常に多く含む。また調整、焼成な

ども非常によく似ている。４は外面にすすが付着す

る。また、２、３と比べると胎土中の砂粒は少ない。

６の外面は底部にまで棒状工具によるミガキが施さ

れている。第３２図１は打製石斧である。

S０１８、S００４（第３３、３４図）

　第３３図１は打製石鏃で第３４図１は打製石斧である。

S０１３（第３５図、第３６図）

　３は土師器の高坏である。脚底部が大きく外に広

がるタイプである。外面は縦方向のケズリ後に丁寧

なナデ調整が施されている。２は縄文土器の深鉢片

である。穿孔は焼成前に外面から行われている。擦れた痕跡がないため、土器片錘としての使用は考えられ

ない。住居が埋もれる段階で混入したのだろう。第３６図１は凹石である。

S０１４（第３５図）

　１は口径４７．５ｍの大型の須恵器の甕である。口縁部内面に降灰している。胎土はかなりきめ細かい。４は

―　２７　―

第３０図　S００９出土遺物実測図

第３１図　S０１５出土遺物実測図

第３２図　S０１５出土石斧実測図
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須恵器の平底瓶である。外面は斜め方向にタタキが施されている。

また、外面には緑色の自然釉が付着している。内面の当て具痕はき

れいにナデ消してある。また、外面頸部付近には「具」あるいは

「其」という文字がヘラ書きされている。

S００８（第３７図）

　１～１１は土師器の坏である。すべて口縁部分が直行するか、外側

にやや外反するタイプである。器壁は薄く精緻なつくりである。底

部はすべて回転ヘラ切り後にナデを施している。ロクロはすべて右

回りである。５は特にロ

クロ目がはっきりとして

いる。７は１点だけ色調

が異なり、胎土に赤色砂

粒を含むものである。こ

の資料については焼成土

坑廃棄時の混入の可能性

もある。１２～１４は土師器

の甕である。甕も器壁は

薄く、精緻なつくりであ

る。

S０１７（第３８図）

　１は須恵器の坏である。

高台がきれいにはがれて

いる。２は土師器甕で、

外面にすすが付着する。

S０１１（第３９図、第４０図）

　１は弥生土器の甕である。体部に数条の細い突帯が貼り付けられる。口縁部の指頭圧は突帯を貼り付ける

―　２８　―

第３３図　S０１８出土遺物実測図

第３４図　S００４出土遺物実測図

第３５図　S０１３、S０１４出土遺物実測図
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際に押さえつけた痕と思われる。２は縄文土器の深鉢である。３は須恵器の甕である。外面に降灰している。

４は土師器の坏である。形態的特徴や調整方法が、S００８のものと共通している。５は須恵器の椀である。外

―　２９　―

第３７図　S００８出土遺物実測図

第３６図　S０１３出土遺物実測図
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面に降灰しており、３と同一産地と思われる。ま

た、逆位焼成である。６は須恵器の坏である。胎

土に砂粒を多く含む。

遺構外出土土器（第４１～４３図、第５７～６５図）

　１～３２、３４～５４は縄文土器の深鉢である。１～

４、７は山形押型文のものである。５、８は楕円押型文のものである。６は上部は楕円押型文、下部は山形

押型文のものである。９は口縁端部に列点文、その下に５条の沈線を施す。１０、１１は突帯に棒状の工具を押

しつけて付けた列点文のものである。１２は刻み目突帯のものである。１３は２条の沈線の間に列点文を施すも

のである。２１は沈線文のものである。

３１、３９は平状口縁で、正面にのみリボ

ン状突起を付けた精製土器である。３１

はリボン状突起の下に目玉のような文

様を施す。これも正面のみである。ま

た、口縁部断面の「く」の字状に折れ

ている部分には一か所直径１㎜程度の

小さな孔が穿孔されている。内外面と

も黒色処理されている。４０は３９と同一

個体の可能性もあるが、接合しなかっ

たため別個体として掲載した。３４も３１、

３９と同様の器形と思われる。内外面と

も黒色処理を施す。３５も同様の器形と

思われるが、黒色処理は施されていな

い。３２は内外面とも黒色処理が施され

る。体部の沈線の一部分には赤色顔料

が付着している。また、波状口縁の一

方は意図的に打ち欠いた痕跡がある。

３６、４１は内外面とも黒色処理が施され

る。しかし、３６は非常に丁寧なつくり

であるのに対し、４１は粗製である。４２

―　３０　―

第３８図　S０１７出土遺物実測図

第３９図　S０１１出土遺物実測図（１）

第４０図　S０１１出土遺物実測図（２）
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―　３１　―

第４１図　遺構外出土遺物実測図（１）
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―　３２　―

第４２図　遺構外出土遺物実測図（２）
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―　３３　―

第４３図　遺構外出土遺物実測図（３）
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―　３４　―

第４４図　遺構外出土遺物実測図（４）
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も同様の器形である。丁寧なつくりであるが、黒色処理は施されていない。３７は口径が小さいため、ミニ

チュア土器的なものであったことも考えられる。３８の縦方向の突帯状の突起には、上から直径２㎜ほどの孔

を穿った痕跡がある。４３は内外面とも黒色処理が施された深鉢の破片である。孔は内側から穿孔されている。

４４～４９は粗製の土器である。４９の内面は黒色処理が施される。５４は穿孔部分を観察すると内面、外面双方か

―　３５　―

第４５図　遺構外出土遺物実測図（５）
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ら穿孔していることがわかる。３３

は縄文土器の浅鉢である。平状口

縁で内外面ともに黒色処理を施す。

　５５～６０は弥生土器の甕である。

５５は砂粒を多く含み、粗い胎土で

ある。５６も砂粒を多く含むが、器

壁は薄く精緻なつくりである。体

部の沈線より上はハケメがきれい

にナデ消されている。５７も胎土は

粗い。５８は５６とは異なり、器壁は

厚く重い。５９、６０はともに丁寧に

ハケメを施す。特に６０にはハケメ

の工具を押し当てた痕跡がはっき

りと残っている。

　６１～６４は土師器の鉢である。６１

は外面には縦方向、内面には横方

向の強く粗いハケメが施される。

つくりも粗雑である。６２は口縁部

付近は丁寧なナデを施し、外面の

ハケメ、内面のケズリをナデ消し

ている。丁寧なつくりである。６３、

６４は共に粗雑なつくりである。６５

～７４、７６～７９は土師器の甕である。

６５は口縁端部に、はっきりした段

を形成しており、同時期の須恵器

甕の口縁端部のような形態をして

いる。しかし、調整は完全に土師

器の技法である。６６～７４は形態、

技法ともに土師器のものである。

また、６７は非常に焼きが良く須恵

器のような硬さがあり、重量感が

ある。７１、７２は外面にすすが付着

している。７５は土師器の香炉と思

われる。脚はおそらく三足である。

８０は土師器の壷の口縁部である。

８１～９２、９４～１０５、１０７～１０９、１４４、

１４５は土師器の坏である。８１は焼

成が甘く、表面が摩滅している。

８２、８３は胎土がしまっており重量

感がある。８４は形態的にみるとＳ

―　３６　―

第４６図　遺構外出土遺物実測図（６）
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００８出土のものとは明らかに異なる。８５、

８６は、８２、８３と比べると重量感はない。

８７は外面にすすが付着している。８８の外

面底部は黒色土器のようになっているが、

これは意図してこのようにしたものでは

ないと思われる。８９、９０は器壁が薄く非

常に軽い。９１は外面に赤色顔料が塗られ

ている。祭祀用の土器だったのであろう

か。つくりも丁寧である。９２、９４、９６、

１０５～１０９は内面が黒色処理された黒色土

器であり、断面の半分近くまでカーボン

が吸着している。１０６、１０７は須恵器のよ

うに硬い焼き上がりである。外面にはす

すが付着している。９７、９８、１００～１０３は

重量感のある土器である。１０５は須恵器

のように硬い焼き上がりである。９３は土

師器の椀である。非常に細かく丁寧な調

整を施している。１３８～１４０は墨書土器で、

いずれも外面に墨書されている。１３８は

小片であるためはっきりと判断できない

が、「集」、「焦」や「隼」のような文字と

思われる。１３９、１４０は文字ではないと思

われるが、小片のため何が書かれている

のか判断できない。１４４は内面が黒色処

理された黒色土器である。１４５は内外面

とも摩滅している。１４１は土師器の坏蓋

であるが、つまみまで含めた技法は完全

に須恵器の技法である。１４２、１４３は土師

器の皿である。次の１４２の口縁部は意図

的に打ち欠いている部分がある。１４６は

土師器の鉢である。器壁は大変厚く重量

感がある。１４７は瓦質土器である。１１０～

１１９、１２４、１２５は須恵器の坏身である。

１１０、１１２は見た目は土師器のようである

が、内側までしっかりと焼成されたもの

である。１１５は火ぶくれしている。外面

に降灰している。１２０、１２１、１２８、１２９は須

恵器の皿である。１２８の内面には自然釉

がかかる。１２２、１２３、１３０は須恵器の壷

である。１２６、１２７は須恵器の高坏である。

―　３７　―

第４７図　遺構外出土遺物実測図（７）
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―　３８　―

第４８図　遺構外出土遺物実測図（８）
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　１２７の内面には絞り目が確認できる。１３１は須恵

器の移動式竈である。１３２～１３４は須恵器の坏蓋で

ある。１３２は一部に火ぶくれがある。また、内面

に降灰している。１３５～１３７は、須恵器の甕である。

１３５は外面に白色や黄色の灰が降っている。タタ

キは格子目タタキである。１３６は甕の口縁部であ

るが、口縁の開き方はかなりの角度で傾斜する。

１３７は外面は格子目タタキ、内面は当て具をナデ

消している。１４８、１４９は紡錘車である。１４８は土

製である。土器片の再利用ではなく、はじめから

紡錘車として製作されている。１４９は石製である。

片方の面からのみ穿孔したと考えられる。１５０～

１５２は土錘である。３点とも刺網系の土錘である。

１５３は土玉で装飾品と思われる。１５４、１５６～１７１は

土師器の、１５５は須恵器の灯明皿である。１６６は一

か所だけ打ち欠きされ、その周辺にすすが付着し

ており、これは実際に使用した痕跡と思われる。１７２～１７９は陶磁器の椀である。１７２～１７４、１７６～１７８は青磁

の椀である。１７９は白磁の椀である。

遺構外出土石器（第４４～５６図）

　１～３５は打製石鏃である。これらの多くは１層中からの出土で、いずれかからの流れ込みである。平面形

をみると、正三角形状のもの、二等辺三角形状のもの、五角形状のもの、その他形状ものに分けられる。ま

た石鏃の基部をみると、基部に抉りが入るタイプ（平基式）と基部に抉りが入らないタイプ（凹基式）に分

けられる。この平面形と基部形状の組み合わせで大まかな大別が可能である。２２のように製作途中の未製品

と思われるようなものもある。

　打製石鏃の石材は、黒曜石が最も多く、これにチャート、安山岩、頁岩とつづく。黒曜石は、桑ノ木津留

の黒曜石が最も多い。これは人吉市の南数㎞に位置するという、地理的な要因が大きいと思われる。このほ

か、日東、阿蘇、腰岳、針尾、姫島の黒曜石が使

用されている。姫島の黒曜石が球磨地方に入って

きていることは注目すべき点である。

　３６、３７は磨製石鏃である。石材はどちらも頁岩

である。平面形は二等辺三角形状である。厚さは

非常に薄い。全体的に丁寧に研磨を施してあり、

特に刃部は丁寧に仕上げている。基部には抉りが

入っている。

　３８～４７は打製石斧である。打製石斧は、平面形

でみると基部に抉りを入れるタイプと、基部に抉

りを入れないタイプとに分けられる。基部に抉り

を入れるタイプは、石剣の柄の部分のようにきち

んと抉りを入れるものや、軽く抉りを入れるもの

―　３９　―

第４９図　遺構外出土遺物実測図（９）

第５０図　遺構外出土遺物実測図（１０）
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―　４０　―

第５１図　遺構外出土遺物実測図（１１）
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など、抉りの状況でさらに細分可能である。この抉りを入れるタイプの石斧は、あさぎり町の他の縄文時代

後期遺跡からも出土はするが、１遺跡からの出土数はそれほど多くないということである。小枝遺跡におけ

る抉り入りの打製石斧の、出土打製石斧全体における割合は５０％以上となり、この割合は他の球磨地方の遺

跡の割合と比較すると非常に大きいといえる。これは、小枝遺跡の石器組成を考える上でも重要な要素であ

るといえるだろう。打製石斧の石材は、すべて安山岩である。

　４８～５１は磨製石斧である。石材は堆積岩、砂岩、頁岩である。いずれも丁寧に研磨して製作している。刃

部は表面、裏面とも研磨して刃部をつくりだしている。

　５２は石匙である。石材は安山岩である。

　５３は石錘である。石材は安山岩である。通常石錘は上下に打ち欠いた部分がくるように実測するが、側面

図で打ち欠き状況を表現したかったため、掲載図のような実測を行った。

　５４～５９は磨石である。石材は砂岩、安山岩である。５４は表面、裏面と側面の一部に磨り痕がみられる。５５

は表面、裏面に磨り痕がみられる。５６は表面、裏面と先端の一部に磨り痕がみられる。５７は表面、裏面に磨

り痕がみられる。５８は表面、裏面に磨り痕がみられ、一部に敲打痕が認められる。５９は表面、裏面と側面の

一部に磨り痕がみられる。

　さて、小枝遺跡の石器組成をみてみると、石鏃が５８％、石斧が２７％、凹石・磨石９％、石匙３％、円盤状

石器１％、スクレイパー１％、石錘１％となる。この石器組成から、縄文時代の小枝遺跡周辺の状況につい

て、次のようなことがいえよう。まず、石鏃が多いことから弓矢による猟が盛んだったことがいえよう。ま

た、球磨川が目の前であることから、魚を捕

るのにも弓矢を多用していたことが考えられ

る。それを裏付けるように石錘の出土量が極

めて少ない。さらに、食品加工に使用される

スクレイパーや石匙の出土量が少ないことも

注目すべきである。このことからも、解体作

業の必要な大型の動物を捕るよりも、球磨川

で魚などを捕る頻度が高かったのであろう。　

磨石などは、木の実などを磨り潰したのだろ

うが、石皿が１点も出土しなかった。ドング

リなどを加工しての食品加工はあまりしな

かったのだろうか。

―　４１　―

第５２図　遺構外出土遺物実測図（１２）

第５３図　遺構外出土遺物実測図（１３）
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―　４２　―

第５４図　遺構外出土遺物実測図（１４）
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　石斧の出土量は全体の４分の１ほ

どの割合である。打製石斧の石材は

安山岩であるが、この安山岩はあま

り強度の強いものではなく、木の伐

採などには耐えられない。そのため、

主として土掘り具としての用途で

あったと思われる。

　これらの石器は、出土状況や出土

層位などから、すべて縄文時代の

後・晩期のものと考えられる。

Ⅲ　小結

　小枝遺跡では、遺構は竪穴式住居

１軒、土坑５基、溝状遺構５基、道

路状遺構２条、柵列状遺構１基、

ピット多数が検出された。これらの

遺構について、各時期ごとにみてい

きたい。

　まず縄文・弥生時代の遺構は

SD８９、S０１５と集石である。縄文時代

の遺物の出土数と比較すると、遺構数は少ないように思われる。出土遺物の大半は流れ込みである１層から

の出土であるため、小枝遺跡周辺の縄文時代の遺構が破壊されて流れ込んだのではないだろうか。SD８９は人

―　４３　―

第５５図　遺構外出土遺物実測図（１５）

第５６図　遺構外出土遺物実測図（１６）
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為的につくった溝状遺構か、自然にできたものかは判断できない。ただ、縄文土器の廃棄などに使用されて

いるのは確かである。集石は、２層掘り下げ中に出土した１１～１５号集石については、縄文時代早期のものと

考えることができる。それは同じ層位から縄文時代早期の押型文土器が出土したためである。その他の集石

については縄文時代後・晩期のものと考えられる。

　これら以外の遺構は、すべて古代～中世のものである。S０１３（竪穴式住居跡）は、小枝遺跡周辺の古代の

竪穴式住居跡と比較しても、住居プラン、中央に炉があるなど類似する点が多い。また、西側に溝（S０１６）

を設けて水の進入対策をしていることは、生活の場として実用していた証拠だろう。

―　４４　―
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第５８図　遺構外出土遺物実測図（１８）

第５７図　遺構外出土遺物実測図（１７）
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　土坑からは、それぞれ遺構の時期の根拠となる遺物が出土している。SK１４は中世初頭、S０１４、S００８、S０１７

はそれぞれ古代である。S０１３出土の須恵器は、球磨郡錦町の下り山窯跡の須恵器に類似しており、胎土分析

でも同様の結果が得られている。この分析については第４章を参照されたい。S００８は土師器の焼成土坑であ

り、一括遺物として重要な資料となろう。

　S０１１（道路状遺構）は側溝のある道路状遺構である。南北方向に延びるこの道路は、球磨川へとつづく

道路だったのではないだろうか。方位がほぼ正確に南北方向に延びていることは、この道路が規則性をもっ

て構築されたものと思われる。

―　４５　―

第５９図　遺構外出土遺物実測図（１９）
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第６０図　遺構外出土遺物実測図（２０）
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第６１図　遺構外出土遺物実測図（２１）
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　柵列状遺構は、軸が南北方向に延びている。西に隣

接する深田城に関与する遺構の可能性もある。ただ、

このような小規模で、単独の柵列状遺構がどのような

用途であったのかは不明である。

　以上、遺構に関してみてきたが、全体的にみると遺

構の分布はⅡｂ区南側の平坦面と、Ⅲ区東側の平坦部

分に集中する。特にⅡｂ区の平坦面部分では、S０１５、

７号集石（縄文・弥生）→ S０１３（古代）→ S０１４（古

代）→ S０１１（古代）という順に、何度も同じ部分に

遺構がつくられており、平坦部分が重要だったことが

わかる。

　遺物についてみると、１層から様々な時代の遺物が多く出土した。これは周辺に各時代の遺跡、遺構が存

―　４８　―

第６４図　遺構外出土遺物実測図（２４）

第６２図　遺構外出土遺物実測図（２２）

第６３図　遺構外出土遺物実測図（２３）
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在していたことを示す。特に弥生時代の遺物は、今回の調査ではそれらが関与する遺構は S０１５しか確認で

きなかったため、確実に周辺に弥生時代の遺構が存在する、あるいは存在していたことを意味する。

　墨書土器、黒色土器や陶磁器などは、すべて１層の流れ込みの包含層から出土したものである。そのため、

西に隣接する深田城から流れ込んだものと考えることもできよう。本遺跡の西側の地名は、深田城に由来す

る「城（じょう）」と呼ばれる地区である。この地区は本遺跡より３０～４０ｍ高く、見晴らしのいい台地と

いった地形になっており、多くの民家が建っている。これは明らかに造成されたためで、現在では深田城の

曲輪などははっきりと確認できない状況である。そのような造成がいつの時代に行われたのかはわからない

が、この造成時に出た土砂が本遺跡に流れ込んだものが１層の堆積ではないかと考えている。中世の遺構の

上に１層が堆積していることから、この造成は中世以降であることは間違いない。

　小枝遺跡は、１層の堆積後、長く放置されていたようである。しかし、昭和４０年代に造成されて、畑とし

て利用されており、また第２次調査範囲の南側は墓地としても利用された。だが、この土地利用も数十年で

終了し、その後は発掘調査が行われるまで放置され、竹林や薮になっていたのである。

―　４９　―
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第６５図　遺構外出土遺物実測図（２５）
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第２表　土器観察一覧表

備考実測
番号

出土
層位

出土
遺構胎土

色調
焼成

整形手法
残存度計測値（㎝）

口径．底径．胴径．器高器形挿図
番号 内面外面内面外面

２１

一括Ⅰ区
SD１０

石英、角閃石、
黒色砂粒を含
む

やや黒
い褐灰

褐灰

不良

ナデナデ

口縁部
４分の１

復  ３６．８縄文
深鉢

第２１図
１

残  ４．８

３５

�層Ⅰ区
SD１０

０．５～１㎜の赤
褐色砂粒、長
石、石英、角
閃石を含む

灰黄褐にぶい
黄橙

良

ナデケズリ後ナデ

口縁部
小片

縄文
深鉢２

残  ５．７

１４

�層Ⅰ区
SD１０

３㎜以下の長
石、輝石、石
英を多く含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

ナデナデ

口縁部
小片

縄文
深鉢３

残  ４．３

３７

一括Ⅰ区
SD１０

１㎜以下の長
石、石英、角
閃石、砂粒を
多く含む

にぶい
橙

にぶい
黄橙

良

ナデ刻み目突帯
胴部突
帯付近
小片

縄文
深鉢４

残  ３．５

３６

�層Ⅰ区
SD１０

０．５～１㎜の長
石、輝石、角
閃石を多く含
む

暗灰黄黒褐

良

ナデ刻み目突帯
胴部突
帯付近
小片

縄文
深鉢５

残  ４．０
黒色磨研

１３

�層Ⅰ区
SD１０

１㎜以下の長
石、輝石、角
閃石を多く含
む

黄灰黒褐

良

ナデミガキ

胴部
小片

縄文
深鉢６

残  ２．８

５

�層Ⅰ区
SD１０

角閃石、石英
の砂粒を含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

ナデナデ

底部
５分の１

縄文
深鉢７

残  ３．０

１６

�層Ⅰ区
SD１０

０．５～２㎜の長
石を多量に含
む

にぶい
黄橙

にぶい
橙

良

ナデナデ

底部
小片

縄文
深鉢８

残  １．９

１９

�層Ⅰ区
SD１０

２㎜以下の黒、
白、赤色砂粒
を含む

にぶい
褐

にぶい
橙

良

ナデナデ
底部　摩滅して
いる底部

小片

縄文
深鉢９

残  ２．２

１５

�層Ⅰ区
SD１０

０．５～２㎜の長
石を多量に含
む角閃石も含
む

にぶい
黄褐

にぶい
褐

良

ナデナデ

底部
小片

縄文
深鉢１０

残  ２．８

３４

�層Ⅰ区
SD１０

０．５～１㎜の赤
褐色砂粒を含
む長石、輝石
も含む

浅黄橙浅黄橙

良

ヘラケズリ後ナ
デ

ヘラ切り後ナデ

小片

土師器
坏１１

残  １．２

３３

一括Ⅰ区
SD１０

１㎜以下の長
石、輝石、角
閃石を多く含
む

橙橙

良

ナデナデ

底部
３分の１

縄文
深鉢１２ 復  ５．０

残  ３．８

４

�層Ⅰ区
SD１０

石英、角閃石、
長石、黒、赤
色砂粒を含む

にぶい
橙

にぶい
橙

良

ナデ
すす付着

ナデ後タテナデ
ケズリ、指頭圧
痕　すす付着
底部ナデ

底部
４分の１

縄文
深鉢１３ 復  ７．６

残  ４．３

２０

�層Ⅰ区
SD１０

３㎜以下の黒、
白色砂粒を含
む

灰黄褐にぶい
黄褐

良

ナデ摩滅しているが
ナデか

底部
小片

縄文
浅鉢１４

残  ２．６

１７

�層Ⅰ区
SD１０

０．５～２㎜の長
石、輝石を含
む

にぶい
黄橙

橙

良

ナデナデ

底部
小片

縄文
浅鉢１５

残  ２．９

３２

�層Ⅰ区
SD１０

１㎜以下の長
石、赤色酸化
粒を含む

浅黄橙浅黄橙

良

ナデナデ
ヘラ切り後ナデ

底部の
み完形

土師器
坏１６ ７．５

残  ２．１

２２

埋土
一括

Ⅰ区
SD８９

石英、角閃石、
輝石、黒、赤
色砂粒を含む

浅黄橙褐灰

良

ナデナデ　刻み目突
帯

頸部
小片

縄文
深鉢

第２２図
１

残  ６．４
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備考実測
番号

出土
層位

出土
遺構胎土

色調
焼成

整形手法
残存度計測値（㎝）

口径．底径．胴径．器高器形挿図
番号 内面外面内面外面

ロクロ右回り

１

No．１Ⅰ区
SK１４

０．５～３㎜の輝
石、石英、長
石を含む

にぶい
橙

にぶい
橙

良

回転ナデ回転ナデ
底部　糸切り

完形１１．５土師器
坏

第２３図
１ ６．３

残  ４．１
ロクロ右回り

３

No．２Ⅰ区
SD１

石英、角閃石、
長石、黒、赤
色砂粒を含む

橙橙

良

回転ナデ回転ナデ
底部　糸切り

完形１１．７土師器
坏

第２４図
１ ６．０

４．０
ロクロ右回り

２

No．１Ⅰ区
SD１

０．５～３㎜の石
英、輝石、長
石、赤色砂粒
を含む

橙橙

良

ナデ回転ナデ
底部　糸切り

完形１０．８土師器
坏２ ６．０

３．８

２３

�層Ⅰ区
SD１

石英、角閃石、
長石、輝石、
黒、赤色砂粒
を含む

灰白灰白

良

ナデナデ底部４
分の１

復  ４．８土師器
皿３ 復  ３．３

１．９

６

１層Ⅰ区石英、黒、赤
色砂粒を含む

灰白灰白

良

回転ナデナデ
底部　糸切り

５分の１土師器
皿

第２５図
１

１．５
赤色顔料が少し
残っている

９

１層Ⅰ区黒、赤色砂粒
を含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

ナデナナメ方向ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

５分の１土師器
皿２

１．３

８

１層Ⅰ区黒、赤色砂粒
を含む

浅黄橙浅黄橙

良

ナデナデ４分の１土師器
皿３

２．６

１０

１層Ⅰ区角閃石、石英
の砂粒を含む

橙橙

良

ナデ回転ナデ４分の１土師器
皿４

２．０

１１

１層Ⅰ区石英、角閃石、
長石、黒、赤
色砂粒を含む

にぶい
黄橙

にぶい
橙

良

ナデ、指頭圧痕ヘラケズリ後ナ
デ

脚部
小片

土師器
高坏５

残  ５．５

４０

１層Ⅰ区２㎜以下の白、
黒色砂粒を多
く含む

黄灰灰

良

回転ナデ
ナデ

回転ナデ
回転ヘラ切り後
ナデ

底部
小片

須恵器
坏６ 復  ６．７

残  ２．２

１８

１層Ⅰ区２㎜以下の黒、
白色砂粒を含
む

青灰青灰

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ
底部　回転ヘラ
切り後ナデ

底部の
み完形

須恵器
坏７

残  １．８

２４

１層Ⅰ区１㎜以下の白、
黒色砂粒を多
く含む

灰黄黄灰

良

ナデ回転ナデ
底部　ケズリ後
ナデ

底部
小片

須恵器
坏８

残  ３．８

７

１層Ⅰ区黒色粒、石英
を多く含む

灰白灰白

良

回転ナデ回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

５分の１須恵器
皿９

１．５

３１

１層Ⅰ区長石、黒色砂
粒を含む

淡黄淡黄

良

ナデ
指頭圧痕

ナデ口縁部
小片

土師器
香炉蓋１０

残  １．９
施釉

２５

１層Ⅰ区０．１㎜程度の
白、黒色砂粒
を含む

にぶい
黄褐

にぶい
黄褐

良

回転ナデ回転ナデ口縁部
小片

陶磁器
椀１１

残  ３．３
外面に連弁状の文
様あり
施釉２９

１層Ⅰ区長石、輝石、
赤、褐色砂粒
を含む

灰オ
リーブ

灰オ
リーブ

良

回転ナデ回転ナデ口縁部
小片

龍泉窯
青磁椀１２

残  ３．３
施釉

２６

１層Ⅰ区０．１㎜程度の
白、黒色砂粒
を含む

オリー
ブ灰

オリー
ブ灰

良

回転ナデ回転ナデ口縁部
小片

陶磁器
椀１３

残  ３．０
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備考実測
番号

出土
層位

出土
遺構胎土

色調
焼成

整形手法
残存度計測値（㎝）

口径．底径．胴径．器高器形挿図
番号 内面外面内面外面

内・外面に二本線
の染付が施されて
いる
施釉

３０

１層Ⅰ区角閃石、長石、
輝石、砂粒を
含む

灰白灰白

良

回転ナデ回転ナデ口縁部
小片

白磁
椀

第２５図
１４

残  ２．４
施釉

２８

１層Ⅰ区長石、輝石、
砂粒を含む

灰白灰白

良

回転ヘラケズリ回転ヘラケズリ口縁部
小片

陶磁器
椀１５

残  ２．７
施釉

２７

表土
一括

Ⅰ区０．１㎜程度の
白、黒色砂粒
を含む

にぶい
赤褐

にぶい
赤褐

良

回転ナデ回転ナデ口縁部
小片

陶磁器
椀１６

残  ３．４
施釉

１２

１層Ⅰ区長石、黒色砂
粒を含む

灰白灰白

良

回転ナデ、連弁
文

回転ナデ　ヘラ
ケズリ　ハケメ

底部
小片

陶磁器
皿１７

残  ２．０
刺網系

３９

埋土
一括

Ⅰ区０．５㎜程度の
白、褐色砂粒
を含む

灰黄褐

良

指ナデ
全体に鉄分が付
着している

ほぼ完
形

縦  ４．８土錘第２６図
１ 幅  １．３

厚さ  １．２

孔径  ０．５
袋網系

３８

１層Ⅰ区２㎜以下の黒、
褐色砂粒を含
む

浅黄橙

良

指ナデ
指押さえ

完形縦  ３．５土錘２

幅  １．５

厚さ  １．５

孔径  ０．５

１７９

一括Ⅱb区
Ｓ００９

４㎜以下の長
石、角閃石、
輝石、雲母を
含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

ナデナデ小片縄文
深鉢

第３０図
１

残  ６．９
内面黒色処理

８０

埋土
一括

Ⅱb区
S０１５

０．５～２㎜の石
英、砂粒を含
む

褐灰浅黄橙

良

ナデナデ、沈線小片縄文
深鉢

第３１図
１

残  ３．８
外面に黒斑あり

８１

埋土
一括

Ⅱb区
S０１５

０．５～７．５㎜の
雲母、石英を
多く含む

にぶい
褐

にぶい
褐

良

ナデか口縁端部　刻目
口縁部　ナデ
胴部　ハケメ後
ナデ、沈線あり

小片弥生
甕

２

残  ６．７

６

No．５Ⅱb区
S０１５

０．５～７㎜の角
閃石、石英、
砂粒、長石、
雲母を含む

橙にぶい
褐色

良

ナデナデ小片弥生
甕３

残  ６．５
外面すす付着

５

埋土
一括

Ⅱb区
S０１５

０．５～３㎜の輝
石、長石を含
む

にぶい
黄橙

灰褐

良

ナデ口縁部刻み目突
帯文　ナデ

小片残  ５．８弥生
甕４

残  ５．８

４

１層Ⅱb区
S０１５

０．５～２㎜の角
閃石、輝石、
長石を含む

にぶい
黄橙

灰褐

良

ナデナデ小片縄文
深鉢５

残  ６．８
外面に黒斑あり

７

埋土
一括

Ⅱb区
S０１５

０．５～２㎜の黒
色粒、石英、
長石を多く含
む

赤灰明赤褐

良

ナデミガキ
底部　ミガキ

５分の１弥生
甕６ 復  ６．３

残  ４．２
灰かぶり
胎土分析サンプル
№１１０

No．１
No．３

Ⅱb区
S０１４

０．５㎜以下の
長石、雲母を
含む

オリー
ブ黒

黒

良

回転ナデ回転ナデ
タタキ後ナデ

口縁部
４分の１

復  ４７．５須恵器
甕

第３５図
１

残  ９．４
外面から穿孔

１９０

埋土
一括

Ⅱb区
S０１３

２㎜以下の褐、
灰、黒色砂粒
を含む

黒褐灰黄褐

良

ナデ
穿孔

ナデ
穿孔

小片縄文
深鉢２

残  ５．７
脚部内に指頭圧痕
あり

８

No．１６Ⅱb区
S０１３

０．５～５㎜の角
閃石、石英、
長石、砂粒を
多く含む

褐灰橙

良

坏部　ナデ
脚部内　ヘラケ
ズリ後ナデ

ナデ
ヘラケズリ後ナ
デ

５分の１土師器
高坏３

残  ６．６
ヘラ文字　外面に
自然釉　胎土分析
サンプル№２１１

１層Ⅱb区
S０１４

０．５㎜以下の
白、褐、黒色
の砂粒を含む

灰黄褐浅黄

良

回転ナデタタキ　自然釉
底部　ヘラケズ
リ

３分の１須恵器
平底瓶４ １４．４

１５．７

残  ２１．８
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備考実測
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出土
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出土
遺構胎土

色調
焼成

整形手法
残存度計測値（㎝）

口径．底径．胴径．器高器形挿図
番号 内面外面内面外面

１４６

埋土
一括

Ⅲ区
Ｓ００８

１㎜以下の黒、
白、灰色砂粒
を含む

橙浅黄橙

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ
底部　回転ヘラ
切り後ナデ

ほぼ完
形

１１．９土師器
坏

第３７図
１ ６．９

４．７

１４５

No．３２Ⅲ区
Ｓ００８

１～９㎜の褐色
砂粒を含む

にぶい
橙

浅黄橙

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ
底部　回転ヘラ
切り後ナデ

５分の４１２．９土師器
坏２ ５．９

４．７

１４４

No．１１,
１６，５２

Ⅲ区
Ｓ００８

２㎜以下の灰、
褐色砂粒を含
む

にぶい
黄橙

にぶい
黄褐

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ
底部　回転ヘラ
切り後ナデ

ほぼ完
形

１３．０土師器
坏３ ７．０

４．７

１４２

No．２７，
３０

Ⅲ区
Ｓ００８

２㎜以下の灰、
褐色砂粒を含
む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ
底部　回転ヘラ
切りか

底部ほ
ぼ完形

復  １２．４土師器
坏４ ７．２

４．６

１４３

No．２８，
２９，３１

Ⅲ区
Ｓ００８

１㎜以下の黒、
褐色砂粒を含
む

灰黄灰黄

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ
底部　回転ヘラ
切り後ナデ
板目跡あり

２分の１復  １３．６土師器
坏５ 復  ７．０

４．１

１４０

No．３０Ⅲ区
Ｓ００８

３㎜以下の褐
色砂粒を含む

浅黄橙浅黄橙

良

摩滅している回転ナデ
回転ヘラケズリ

小片土師器
坏６

残  ３．２

１３７

No．４０Ⅲ区
Ｓ００８

２㎜以下の褐、
白、灰色、赤
色砂粒を含む

橙橙

良

回転ナデ回転ナデ小片土師器
坏７

残  ３．８

１３８

No．４５Ⅲ区
Ｓ００８

１㎜以下の、
褐、白色砂粒
を含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

回転ナデ回転ナデ小片土師器
坏８

残  ３．０

１３４

埋土
一括

Ⅲ区
Ｓ００８

１㎜以下の黒、
褐、白色砂粒
を含む

灰白浅黄橙

良

回転ナデヘラケズリ
底部　ヘラ切り
か　ヘラ記号あ
り

小片土師器
坏か９

残  １．２

１４１

No．３Ⅲ区
Ｓ００８

１㎜以下の、
褐色砂粒を含
む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ回転ナデ小片土師器
坏１０

残  １．５

１３９

No．６Ⅲ区
Ｓ００８

２㎜以下の灰
色砂粒を含む

灰白灰白

良

摩滅している回転ナデか
底部　摩滅して
いる

小片土師器
坏１１

残  １．８

１３６

No．４２Ⅲ区
Ｓ００８

３㎜以下の角
閃石、褐色砂
粒を含む

暗灰黄暗灰黄

良

ナデナデ小片土師器
甕１２

残  １．７

１３３

埋土
一括、
№２６，
４３

Ⅲ区
Ｓ００８

１～３㎜の白色
砂粒、石英、
角閃石を多く
含む

にぶい
黄橙

にぶい
橙

良

口縁部ナデ、胴
部ヘラケズリ

タタキ後ヨコ方
向のハケメ
口縁部　ハケ後
ナデ

口縁部
４分の１

復  ２６．０土師器
甕１３

残  １１．３

１３５

埋土
一括、
№１４，
１５

Ⅲ区
Ｓ００８

４㎜以下の褐、
白、黒色砂粒、
石英を含む

にぶい
黄褐

にぶい
黄褐

良

ヘラケズリハケメ小片土師器
甕１４

復  ２１．６

残  ８．８
高台はがれる

１４８

一括Ⅲ区
Ｓ０１７

３㎜以下の黒、
白、灰色砂粒
を含む

浅黄橙橙

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ坏部
５分の３

復  １３．２須恵器
坏

第３８図
１

残  ５．０
すす付着

１４７

一括Ⅲ区
Ｓ０１７

２．５㎜以下の
灰、黒、白色
砂粒を含む

にぶい
橙

浅黄橙

良

回転ナデ回転ナデ小片土師器
甕２

残  ２．８
突帯あり口縁部に
指頭圧痕

１３

No．１７Ⅱb区
S０１１

０．５～２㎜の長
石、角閃石、
砂粒を含む

にぶい
橙

灰褐

良

ナデ口縁端部　指頭
圧痕　口縁部
ナデ
胴部　突帯３条

小片弥生甕第３９図
１

残  ６．５
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７１

埋土
一括

Ⅱb区
S０１１

１㎜以下の角
閃石、石英、
褐色砂粒を含
む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

摩滅している沈線小片縄文
深鉢

第３９図
２

残  ４．１
灰かぶり
胎土分析サンプル
№６１４

埋土
一括

Ⅱb区
S０１１

１㎜以下の長
石、輝石を含
む

灰灰白

良

回転ナデ
タタキ　同心円
文

回転ナデ
タタキ　格子文

口縁部
４分の１

１８．０須恵器
甕３

残  ４．９

１５

埋土
一括

Ⅱb区
S０１１

０．５～５．５㎜の
黒・赤色粒、
石英、砂粒、
長石を含む

橙橙

良

ナデナデ　ケズリ
底部　ヘラ切り
後ナデ

２分の１復  １３．１土師器
坏４ ７．２

３．３
外面灰かぶり
胎土分析サンプル
№３１６

埋土
一括

Ⅱb区
S０１１

０．５～２㎜の黒
色粒、石英、
砂粒、長石を
含む

灰灰

良

回転ナデ回転ナデ２分の１復  １３．０須恵器
椀５ ８．０

４．９

１７

埋土
一括

Ⅱb区
S０１１

０．５～４㎜ の
黒・赤色粒、
砂粒、長石を
多く含む

褐灰灰

良

回転ナデ回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

小片須恵器
坏６ ９．７

残  １．３

１６４

１層一
括

Ⅲ区４㎜以下の長
石、角閃石を
含む

灰黄褐にぶい
黄橙

良

ナデ山形押型文小片縄文
深鉢

第４１図
１

残  ６．２

１６２

１層一
括

Ⅲ区
Ｑ７Ｇ

５㎜以下の長
石、角閃石、
石英、雲母を
含む

にぶい
黄橙

灰黄褐

良

ナデ山形押型文小片縄文
深鉢２

残  ６．７

７２

１層一
括

Ⅱb区０．５～３㎜の石
英、角閃石、
赤色砂粒を多
く含む

橙にぶい
褐

良

ナデ山形押型文小片縄文
深鉢３

残  ４．４

７３

１層一
括

Ⅱb区
Ｍ４Ｇ

０．５～３．５㎜の
石英、角閃石、
黒、赤色砂粒
を多く含む

橙橙

良

ナデ山形押型文小片縄文
深鉢４

残  ４．８

１６３

１層一
括

Ⅲ区
Ｐ７Ｇ

５㎜以下の長
石、角閃石、
石英、雲母を
含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

ナデ楕円押型文小片縄文
深鉢５

残  ６．７

１８１

１層一
括

Ⅱa区３㎜以下の長
石、角閃石、
輝石、石英を
含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

ナデ楕円押型文
山形押型文

小片縄文
深鉢６

残  ６．１

１８０

１層一
括

Ⅲ区
Ｑ７Ｇ

４㎜以下の長
石、角閃石、
雲母を含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

ケズリ山形押型文
爪型文

小片縄文
深鉢７

残  ４．２

１６５

１層一
括

Ⅲ区１．５㎜以下の
長石、角閃石、
石英、赤色粒
を含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

ナデ楕円押型文小片縄文
深鉢８

残  ５．７

１８２

１層一
括

Ⅱa区２㎜以下の長
石、石英、黒
色粒を含む

明褐色明褐色

良

ナデナデ　列点文
沈線

小片縄文
深鉢９

残  ６．２

１７２

１層一
括

Ⅲ区５㎜以下の長
石、角閃石、
輝石、赤色粒
を含む

灰にぶい
黄橙

良

ナデナデ　突帯
列点文

小片縄文
深鉢１０

残  ４．８

１７８

１層一
括

Ⅲ区１㎜以下の長
石、角閃石、
雲母を含む

黄灰黄灰

良

ナデナデ　突帯
列点文

小片縄文
深鉢１１

残  ３．５

３３

１層一
括

Ⅱb区
Ｎ６Ｇ

７㎜以下の砂
粒、小石を含
む

橙灰褐

良

ナデ貼り付け突帯
列点文
ナデ

口縁部
小片

縄文
深鉢１２

残  ６．３
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１６７

１層一
括

Ⅰ区５㎜以下の長
石、角閃石、
石英、雲母を
含む

灰黄褐オリー
ブ黒

良

ナデナデ　沈線小片縄文
深鉢

第４１図
１３

残  ４．２

１７１

２層一
括

Ⅲ区
Ｐ７Ｇ

６㎜以下の長
石、角閃石、
輝石、雲母を
含む

にぶい
橙

黒褐

良

ナデ沈線文小片縄文
深鉢１４

残  ４．４

１７３

１層一
括

Ⅲ区
Ｑ５Ｇ

１㎜以下の長
石、角閃石、
輝石、雲母を
含む

褐灰にぶい
褐

良

ナデ　沈線列点文小片縄文
深鉢１５

残  ２．８

１７５

１層一
括

Ⅲ区
Ｒ５Ｇ

０．５㎜以下の
長石、角閃石、
輝石を含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

ナデ文様小片縄文
深鉢１６

残  ３．３

８４

１層Ⅱb区０．５～３㎜の長
石、角閃石、
石英を多く含
む

橙橙

良

摩滅しているが
ナデか

沈線小片縄文
深鉢１７

残  ６．０

７７

１層Ⅱb区
Ｌ５Ｇ

０．５～３㎜の長
石、角閃石を
多く含む

橙にぶい
橙

良

ナデ沈線小片縄文
深鉢１８

残  ４．６

１７４

１層一
括

Ⅲ区
Ｑ５Ｇ

１㎜以下の長
石、輝石を含
む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

ナデ文様小片縄文
深鉢１９

残  ４．３

１７７

１層一
括

Ⅲ区
Ｒ５Ｇ

１㎜以下の長
石、角閃石、
石英を含む

灰黄褐灰褐

良

ナデ文様小片縄文
深鉢２０

残  ３．９

１６６

１層一
括

Ⅰ区１．０㎜以下の
長石、石英、
雲母を含む

灰黄にぶい
黄橙

良

ナデナデ　沈線小片縄文
深鉢２１

残  ４．５
内面に黒斑あり

８３

１層一
括

Ⅱb区
Ｌ６Ｇ

０．５～３．５㎜の
石英、角閃石、
黒、赤色砂粒
を多く含む

灰黄褐にぶい
黄橙

良

摩滅しているが
ナデか

山形押型文後ナ
デ

小片縄文
深鉢２２

残  ４．５

１７６

１層一
括

Ⅲ区
Ｒ５Ｇ

１㎜以下の長
石、角閃石を
含む

灰黄褐黒褐

良

ナデ突帯　列点文小片縄文
深鉢２３

残  ３．６

１７０

１層一
括

Ⅲ区
Ｑ５Ｇ

１㎜以下の長
石、輝石、石
英を含む

にぶい
黄橙

褐灰

良

ナデ突帯小片縄文
深鉢２４

残  ３．２
外面に黒斑あり

８２

１層一
括

Ⅱb区
Ｌ５Ｇ

０．５～１．５㎜の
石英、黒色砂
粒を多く含む

橙にぶい
黄橙

良

摩滅しているが
ナデか

沈線による平行
線

小片縄文
深鉢２５

残  ３．３

７９

１層Ⅱb区
Ｎ４Ｇ

０．５～４．０㎜の
長石、雲母、
石英、赤色砂
粒を多く含む

にぶい
橙

にぶい
橙

良

ナデ沈線小片縄文
深鉢２６

残  ２．８

７５

１層一
括

Ⅱb区
Ｎ６Ｇ

０．５～３㎜の石
英、角閃石、
黒色砂粒を多
く含む

にぶい
橙

橙

良

ハケメ後ナデナデ
沈線　刺突文

小片縄文
深鉢２７

残  ２．６

７６

１層Ⅱb区
Ｌ６Ｇ

０．５～１㎜の長
石、砂粒を含
む

灰にぶい
黄橙

良

ナデ沈線小片縄文
深鉢２８

残  ２．５

７４

１層一
括

Ⅱb区
Ｎ５Ｇ

０．５～２．５㎜の
石英、小石、
砂粒を多く含
む

にぶい
褐

にぶい
褐

良

粗いナデハケメ後ナデ
沈線文あり

小片縄文
深鉢２９

残  ２．９
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６７

１層Ⅱb区０．５～２㎜の石
英、角閃石、
長石を含む

にぶい
赤褐

にぶい
褐

良

ナデ沈線小片縄文
深鉢

第４１図
３０

残  ２．５
黒色磨研　口縁部
にリボン状の突起
沈線あり３

１層Ⅱb区０．５㎜以下の
砂粒を多量に
含む

褐灰褐灰

良

ミガキ後にナデ
底部にクレー
ター状の跡あり

ミガキ後にナデ
沈線あり

ほぼ完
形

９．８縄文
小型深
鉢

第４２図
３１ ３．８

１０．７

６．３
黒色磨研
沈線の凹部分の一
部に赤彩２０２

１層一
括

Ⅱa区
Ｊ５Ｇ

２㎜以下の褐
色砂粒を含む

褐灰にぶい
赤褐

良

ミガキ後にナデミガキ後にナデ
沈線あり

ほぼ完
形

１８．５縄文
深鉢３２ ５．６

１０．２
黒色磨研

６１

１層Ⅱb区３㎜以下の白、
褐色砂粒、雲
母、黒曜石、
石英を含む

褐灰黒褐

良

ミガキ
沈線

ミガキ
沈線

口縁部
６分の１

復  １５．０縄文
浅鉢３３

残  ２．７
黒色磨研

１６１

２層一
括

Ⅲ区
南サブ
トレン
チ

１㎜以下の石
英、黒、白砂
粒を含む

黒褐黒褐

良

ミガキミガキ小片縄文
深鉢３４

残  ２．５
口縁部下は継ぎ目
で欠落している

１９８

１層Ⅱa区１㎜以下の褐、
灰色砂粒を含
む

にぶい
黄橙

浅黄橙

良

ナデナデ小片縄文
深鉢３５

残  ２．３

１９９

１層Ⅱa区１㎜以下の白、
灰色砂粒を含
む

黒褐黄灰

良

ミガキ、ナデミガキ、ナデ小片縄文
深鉢３６

残  ３．９

１６９

１層一
括

Ⅰ区１㎜以下の長
石、輝石を含
む

灰黄褐黒褐

良

ナデ列点文口縁部
７分の１

縄文
深鉢３７

残  ２．７
外面にすす付着

５４

１層Ⅱb区０．５～２．５㎜の
小石、石英、
角閃石を含む

黄灰黄灰

良

ケズリ後ナデケズリ後ナデ
沈線あり

口縁部
小片

縄文
深鉢３８

残  ３．９
黒色磨研　口縁部
にリボン状突起

３５

１層Ⅱb区０．５㎜以下の
細砂粒を含む

灰黄暗灰黄

良

ナデ
口縁端部に沈線
あり

ナデ口縁部
３分の２

２３．５縄文
深鉢３９

残  ９．５
黒色磨研
３９と同一個体か

１

埋土
一括

Ⅱb区長石、石英、
輝石、砂粒、
雲母を含む

にぶい
黄橙

暗灰

良

摩滅のため調整
判別不能

ミガキ後ナデ
沈線

小片縄文
深鉢４０ ６．２

残  ４．１
黒色磨研

５７

１層Ⅱb区１㎜以下の角
閃石、石英、
雲母、白色砂
粒を含む

黒黒

良

ミガキ後ナデ
胴部　ミガキ

ミガキ後ナデ
胴部　ミガキ

口縁部
小片

復  ２３．６縄文
深鉢４１

残  ４．６

９２

１層Ⅲ区０．５㎜以下の
長石、雲母を
含む

灰黄灰黄

良

ミガキミガキ
沈線

小片復  １６．６縄文
深鉢４２

残  ３．６
内側から穿孔

１９１

１層Ⅱb区１㎜以下の褐、
白、黒色砂粒、
石英、雲母を
含む

褐灰褐灰

良

ナデ
穿孔

ナデ
穿孔

小片縄文
深鉢４３

残  ３．４

２６

１層Ⅱb区６㎜以下の砂
粒、小石を含
む

にぶい
橙

にぶい
橙

良

ナデ
口縁端部に１条
沈線あり

ナデ口縁部
小片

縄文
深鉢４４

残  ９．３

２８

１層Ⅱb区
Ｎ６Ｇ

２㎜以下の砂
粒を含む

にぶい
赤褐

灰赤

良

ナデナデ口縁部
小片

縄文
深鉢４５

残  ５．９

２０４

１層一
括

Ⅱa区６㎜以下の褐、
灰色砂粒、雲
母、石英、角
閃石を含む

にぶい
黄橙

黒褐

良

ミガキ　ナデケズリ
口縁端部　ナデ

小片縄文
深鉢４６

残  ９．３
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９４

１層Ⅲ区０．５～３㎜の長
石、角閃石、
赤色砂粒を多
く含む

灰黄褐にぶい
黄橙

良

ナデナデ底部
５分の２

縄文
深鉢

第４２図
４７

残  ４．４
黒斑あり

２４

１層Ⅱb区１㎜程度の石
英、角閃石、
褐色の石を多
く含む

褐灰褐灰

良

ケズリケズリ底部
５分の２

縄文
深鉢４８ 復  ７．８

残  ６．８
内面黒色処理

９５

１層Ⅲ区１㎜以下の白、
黒、褐色砂粒
を含む

黒にぶい
橙

良

ケズリケズリ
底部　ナデか

底部
４分の１

縄文
深鉢４９ 復  １１．０

残  ４．０
平成１５年度試掘時
出土遺物、本調査
時Ⅲ区２１３

土坑
埋土
一括

試掘
５TP

０．５～５．０㎜の
長石、輝石、
角閃石赤色粒
を多量に含む

橙橙

良

ケズリ後ナデケズリ後ナデ１０分の１復  ４７．４縄文
深鉢

第４３図
５０

復  ５０．５

残  ２３．３

２０１

１層一
括

Ⅱ区
中央ベ
ルト

４㎜以下の褐、
灰、黒色砂粒
を含む

黒褐明赤褐

良

ケズリ　ナデ突帯より上部に
強いナデ
下部は粗いケズ
リ

口縁部
８分の１

復  ３８．０縄文
深鉢５１

残  ２１．６

９３

１層Ⅲ区０．５～１．５㎜の
長石、輝石、
角閃石を多く
含む

黒褐灰黄

良

ミガキミガキ口縁部
６分の１

復  ３３．８縄文
深鉢５２

残  ６．１

１５５

１層Ⅲ区
Ｑ７Ｇ

３㎜以下の黒、
白、灰色砂粒
を含む

褐灰黒褐

良

ミガキ　ナデミガキ　ナデ胴部
８分の１

縄文
深鉢５３

残  １２．３
外面、内面両方か
ら穿孔

８５

１層一
括

Ⅱb区
Ｌ６Ｇ

０．５～６㎜の長
石、角閃石、
石英、砂粒を
多く含む

明赤褐灰褐

良

ミガキハケメ後ナデ小片３９．２縄文
深鉢５４

残  １９．９

５５

１層Ⅱb区０．５～３㎜の小
石、砂粒、角
閃石を含む

明赤褐にぶい
赤褐

良

摩滅しているが
ミガキ後ナデか

ナデ口縁部
小片

復  １２．２弥生
甕

第５７図
５５

残  ３．３

１８４

１層一
括

Ⅱa区４㎜以下の石
英、雲母、黒
色粒を含む

明褐色にぶい
橙

良

ハケメ後ナデ刻み目突帯
ナデ　ハケメ
沈線

小片弥生
甕５６

残  １２．６

３０

１層Ⅱb区０．５～４㎜の角
閃石、石英、
砂粒を多く含
む

にぶい
褐

橙

良

ナデナデ小片弥生
甕５７

残  ４．９

１８３

１層一
括

Ⅱa区６㎜以下の長
石、石英、黒
色粒を含む

にぶい
黄橙

黒

良

ハケメ後ナデハケメ　ナデ
刻み目突帯

小片弥生
甕５８

残  ９．３

９６

１層Ⅲ区２㎜以下の白、
黒、灰、褐色
砂粒、石英を
含む

褐灰にぶい
橙

良

ナデケズリ　ハケメ
後ナデ

底部
２分の１

弥生
甕５９

残  ４．６

９

１層Ⅱb区１～５㎜の褐色
の砂粒を含む

褐灰にぶい
黄褐

良

ナデかハケメ
底部　ナデ
ヘラケズリ

底部の
み完形

弥生
甕６０ ７．０

残  １１．２

３４

１層一
括

Ⅱb区
Ｋ５Ｇ

０．５～４㎜の赤
色粒、角閃石、
石英を多く含
む

にぶい
褐

黒褐

良

ハケメハケメ口縁部
４分の１

４０．０土師器
鉢

第５８図
６１

残  １２．７

９９

１層Ⅲ区０．５～６．５㎜の
石英、角閃石、
黒色砂粒を含
む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

ハケメ後ナデ
ヘラケズリ

ハケメ後ナデ
ハケメ

小片復  ２８．５土師器
鉢６２

残  ５．４

６０

１層Ⅱb区０．５～３㎜の長
石、輝石、角
閃石を多く含
む

にぶい
黄橙

黒褐

良

ナデナデ口縁部
小片

土師器
鉢６３

残  ４．６
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９７

１層Ⅲ区０．５～４．５㎜の
石英、角閃石、
赤色砂粒を多
く含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

ナデナデ
粗いナデ

小片土師器
鉢

第５８図
６４

残  ３．７
平成１５年度試掘時
出土遺物、本調査
時Ⅱ b区２１１

１層一
括

試掘
３TP

２㎜以下の褐
色砂粒を含む

にぶい
黄橙

浅黄橙

良

口縁部付近ナデ
胴部　タテ方向
のケズリ

口縁部付近ナデ
胴部　ハケメ

口縁部
４分の１

復  ２８．０土師器
甕

第５９図
６５

残  ７．２

１０２

１層Ⅲ区１．５㎜以下の
白、黒、褐色
砂粒を含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

口縁部付近ナデ
胴部　タテ方向
のケズリ

口縁部付近ナデ
胴部　ハケメ

口縁部
６分の１

復  ２７．４土師器
甕６６

残  ５．８
平成１５年度試掘時
出土遺物、本調査
時Ⅱ b区２１２

１層一
括

試掘
３TP

２㎜以下の黒、
褐色砂粒を含
む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

口縁部付近ナデ
胴部　タテ方向
のケズリ

口縁部付近ナデ
胴部　ハケメ

口縁部
５分の１

復  ２７．２土師器
甕６７

残  ９．８

１０１

１層Ⅲ区１．５㎜以下の
白、黒、褐色
砂粒、石英、
角閃石を含む

にぶい
黄橙

にぶい
橙

良

口縁部付近ナデ
胴部　タテ方向
のケズリ

口縁部付近ナデ
胴部　ハケメ

口縁部
４分の１

復  １９．４土師器
甕６８

残  ７．３

１００

１層Ⅲ区１～４㎜の褐、
黒色砂粒を多
く含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

口縁部付近ナデ
胴部　タテ方向
のケズリ

口縁部付近ナデ
胴部　ハケメ

口縁部
５分の１

復  １５．７土師器
甕６９

残  ９．１

１５６

２層一
括

Ⅲ区
Ｑ７Ｇ

２㎜以下の黒、
褐色砂粒を含
む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

口縁部付近ナデ
胴部　タテ方向
のケズリ

口縁部付近ナデ
胴部　ハケメ

口縁部
小片

土師器
甕７０

残  ５．０
外面すす付着

２９

１層Ⅱb区０．５～４㎜の赤
色粒、角閃石、
長石、石英を
多く含む

浅黄橙にぶい
橙

良

口縁部　ハケメ
後ナデ
胴部　ナデ

口縁部ナデ
胴部　ハケメ後
ナデ

小片土師器
甕７１

残  ３．９

２５

１層Ⅱb区５㎜以下の砂
粒を含む

黄褐にぶい
黄褐

良

口縁部ナデ
胴部　ケズリ

口縁部ナデ
胴部　ハケメ
指頭圧痕あり

口縁部
小片

土師器
甕７２

残  ８．１

２７

１層Ⅱb区２㎜以下の砂
粒を含む

にぶい
橙

にぶい
橙

良

ナデ
胴部　ナデ

ナデ口縁部
小片

土師器
甕７３

残  ７．６

１６０

１層一
括

Ⅲ区
Ｑ６Ｇ

４㎜以下の黒、
灰、白、褐色
砂粒を含む

灰黄褐浅黄橙

良

口縁部　ナデ
上方向のケズリ

ナデ小片土師器
甕７４

残  ５．０
脚部欠損
３方向に脚

１５２

１層一
括

Ⅲ区
Ｑ６Ｇ

４㎜以下の黒、
灰、褐色砂粒
を含む

浅黄橙にぶい
黄橙

良

ナデナデ底部
５分の１

土師器
香炉？７５ 復  ４．６

残  ３．０

６６

１層Ⅱb区
Ｍ７Ｇ

０．５～３㎜の石
英、角閃石、
砂粒を多く含
む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

不良

粗いナデハケメ後ナデ
底部　摩滅して
いる

小片土師器
甕７６ １０．２

残  ４．１

４８

１層Ⅱb区０．５～５㎜の小
石、赤色砂粒
を含む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ回転ナデ底部
２分の１

土師器
甕７７ ８．０

残  ４．１

２

埋土
一括

Ⅱb区０．５～４㎜の黒
色粒、角閃石、
石英、砂粒、
長石を含む

橙橙

良

ケズリ　指頭圧
痕あり

ヘラケズリ後ナ
デ
底部　ナデ

小片土師器
甕７８ ７．４

残  ５．５

２３

１層一
括

Ⅱb区３．５㎜以下の
赤色粒、角閃
石、輝石、石
英を含む

にぶい
橙

にぶい
橙

良

回転ナデナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

底部の
み完形

８．０土師器
甕７９

残  ３．０
ヘラ記号

１２

１層Ⅱb区０．５～３．５㎜の
石英、雲母，
黒色粒を含む

にぶい
橙

橙

良

ヨコ方向ハケメ
のちナデ

タテ方向ハケメ
のちナデ

口縁部
小片

復  １３．０土師器
壷８０

残  ５．１



―　５９　―

備考実測
番号

出土
層位

出土
遺構胎土

色調
焼成

整形手法
残存度計測値（㎝）

口径．底径．胴径．器高器形挿図
番号 内面外面内面外面

１１７

１層Ⅲ区３㎜以下の黒、
褐色砂粒を含
む

灰白浅黄橙

不良

回転ナデ回転ナデ
底部　回転ヘラ
切りか

３分の２復  １２．１土師器
坏

第６０図
８１ ６．５

４．２

４６

１層Ⅱb区０．５～２㎜の長
石、黒赤色砂
粒を含む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ
ナデ

回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

４分の３１２．２土師器
坏８２ ７．２

４．５

１２５

１層Ⅲ区１～５㎜の灰、
白、褐色砂粒
を多く含む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ　ヘラ
ケズリ
底部　ヘラ切り
か

３分の１復  １２．４土師器
坏８３ 復  ５．８

４．３
ロクロ右回り

４７

１層Ⅱb区
Ｋ６Ｇ

０．５～２㎜の長
石、黒赤色砂
粒を含む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ
ナデ

胴部　回転ナデ
底部　回転ヘラ
ケズリ

３分の２１１．８土師器
坏８４ ５．９

４．０

５３

１層Ⅱb区
Ｌ６Ｇ

２㎜以下の褐
色砂粒を含む

橙橙

良

回転ナデ回転ナデ、ヘラ
ケズリ
底部　ヘラ切り
後ナデ

３分の１復  １２．２土師器
坏８５ 復  ７．５

３．０

１５７

１層Ⅲ区
Ｑ７Ｇ

２㎜以下の黒、
褐色砂粒を含
む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ回転ナデ
底部　回転ヘラ
ケズリ後ナデ

７分の１復  １４．０土師器
坏８６ 復  ８．０

４．１

１１３

１層Ⅲ区１～２㎜の褐、
白色砂粒を多
く含む

浅黄橙にぶい
黄橙

良

回転ナデ回転ナデ口縁部
４分の１

復  １６．０土師器
坏８７

残  ５．２

１２１

１層Ⅲ区２㎜以下の褐、
白、黒色砂粒
を含む

にぶい
橙

にぶい
橙

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ　ヘラ
ケズリ
底部　回転ヘラ
ケズリか

３分の１復  １２．０土師器
坏８８ 復  ６．７

５．６

１２６

１層Ⅲ区２㎜以下の褐、
白、黒色砂粒、
角閃石を含む

にぶい
橙

にぶい
橙

良

回転ナデ回転ナデ口縁部
３分の２

復  １５．６土師器
坏８９

残  ５．９

１１８

１層Ⅲ区２㎜以下の褐
色砂粒を含む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ回転ナデ
回転ヘラケズリ
か

口縁部
３分の１

復  １４．８土師器
坏か９０

残  ４．５
外面赤彩

１０３

１層Ⅲ区１㎜以下の白、
褐色砂粒、角
閃石を含む

浅黄橙にぶい
赤褐

良

回転ナデ回転ナデ口縁部
８分の１

復  １２．０土師器
坏９１

残  ２．８
内面黒色処理

１１９

１層Ⅲ区２㎜以下の黒
色砂粒を含む

暗灰浅黄橙

良

黒色処理回転ナデ
回転ヘラケズリ
か

口縁部
３分の１

復  １５．０土師器
坏９２

残  ４．５

１３０

１層Ⅲ区２㎜以下の褐、
灰色砂粒を含
む

にぶい
橙

にぶい
黄橙

良

回転ナデ回転ヘラケズリ
底部　回転ヘラ
切り後ナデ

２分の１復  １５．４土師器
椀９３ 復  ７．８

５．６
内面黒色処理

１３１

１層Ⅲ区２㎜以下の褐、
白、灰色砂粒
を含む

黒にぶい
黄橙

良

黒色処理回転ナデ　調整
不明

底部ほ
ぼ完形

土師器
坏９４ ９．０

残  ３．３

１５０

１層一
括

Ⅲ区
Ｐ７Ｇ

１㎜以下の黒、
褐色砂粒を含
む

にぶい
橙

浅黄橙

良

ナデ回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

底部
２分の１

土師器
坏９５ 復  ８．４

残  １．８
内面黒色処理

１２９

１層Ⅲ区３㎜以下の褐
色砂粒を含む

黒にぶい
黄橙

良

黒色処理回転ナデ
底部　ケズリ後
ナデ

底部
２分の１

土師器
坏９６ 復  ７．６

残  １．８

１１４

１層Ⅲ区１～２㎜の黒、
褐色砂粒を多
く含む

にぶい
橙

浅黄橙

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

底部ほ
ぼ完形

土師器
坏９７ ６．２

残  ２．８



―　６０　―

備考実測
番号

出土
層位

出土
遺構胎土

色調
焼成

整形手法
残存度計測値（㎝）

口径．底径．胴径．器高器形挿図
番号 内面外面内面外面

１２３

１層Ⅲ区２㎜以下の褐、
白、黒色砂粒
を含む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

底部
４分の３

土師器
坏

第６０図
９８ ７．７

残  ２．８

１２２

１層Ⅲ区１㎜以下の褐、
黒色砂粒を含
む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ　ヘラ
ケズリ
底部　ヘラケズ
リ後ナデ

底部
２分の１

土師器
坏か９９ 復  ６．４

残  ２．９

１２０

１層Ⅲ区１㎜以下の黒
色砂粒を含む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ
底部　ヘラ切り

底部
４分の３

土師器
坏１００ ６．６

残  ２．７

６４

１層一
括

Ⅱb区
Ｍ６Ｇ

０．５～４㎜の石
英、角閃石、
赤色砂粒を含
む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ回転ナデ
底部　ヘラ切り

４分の１土師器
坏１０１ ６．２

残  ３．３

１８

１層Ⅱb区０．５～２㎜の長
石、砂粒を含
む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

３分の２土師器
坏１０２ ６．８

残  ３．９
底部にヘラ記号

６３

１層一
括

Ⅱb区
Ｍ６Ｇ

０．５～１．５㎜の
長石、黒、色
砂粒を含む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

２分の１土師器
坏１０３ ３．１

残  ２．９

１５３

１層一
括

Ⅲ区
Ｑ６Ｇ

１㎜以下の砂
粒を含む

灰黄灰白

良

回転ナデ回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

底部
５分の２

土師器
坏１０４ 復  ６．４

残  １．９
内面黒色処理

１２８

１層Ⅲ区２㎜以下の褐、
灰色砂粒を含
む

暗灰浅黄橙

良

黒色処理
ミガキ
底部　ナデ

回転ナデ
底部　ナデ
ヘラケズリか

２分の１復  １５．０土師器
坏１０５ 復  ６．８

５．８
内面黒色処理

５９

１層Ⅱb区１㎜以下の黒
色砂粒を含む

暗灰にぶい
黄橙

良

黒色処理
ミガキ
底部　ナデ

回転ナデ
底部　ナデ
ヘラケズリか

底部
３分の１

土師器
皿１０６ 復  ７．２

残  ３．５
内面黒色処理

５６

１層一
括

Ⅱb区
Ｍ６Ｇ

１㎜以下の黒、
褐色砂粒を含
む

暗灰にぶい
橙

良

黒色処理
ミガキ

回転ナデ
底部　ナデ
ヘラケズリか

底部の
み完形

土師器
坏１０７ ６．８

残  ３．３
内面黒色処理

１２７

１層Ⅲ区１㎜以下の灰
色砂粒を含む

褐灰浅黄橙

良

黒色処理回転ナデ
底部　ナデ
ヘラケズリか

底部
３分の１

土師器
坏１０８ 復  ７．２

残  ２．７
内面黒色処理

１３２

１層Ⅲ区４㎜以下の褐、
白、黒色砂粒
を含む

黒にぶい
黄橙

良

黒色処理回転ナデ小片土師器
坏１０９

残  ４．５

８８

１層一
括

Ⅲ区１～７㎜の褐、
黒色砂粒を多
く含む

灰白浅黄橙

不良

回転ナデ回転ナデ
底部付近　ヘラ
ケズリ
底部　ヘラ切り

３分の２復  １２．５須恵器
坏

第６１図
１１０ ７．３

４．０

１１０

１層Ⅲ区０．５～１㎜の長
石、輝石を多
く含む

灰灰

良

回転ナデ回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

８分の１復  １３．４須恵器
坏１１１ 復  ７．０

３．５
内面の一部に自然
釉

６５

１層Ⅱb区
Ｍ６Ｇ

０．５～２．５㎜の
石英、黒・赤
色砂粒を含む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ
摩滅している

回転ナデ
摩滅している

５分の１復  １３．５須恵器
坏１１２

残  ４．７

８９

１層一
括

Ⅲ区１～５㎜の白、
黒色砂粒を多
く含む

灰黄灰

良

回転ナデ回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

底部
４分の１

須恵器
坏１１３ 復  ７．２

２．４

２０６

１層一
括

Ⅱ区
中央ベ
ルト

３㎜以下の褐、
白、灰色砂粒
を含む

にぶい
橙

灰

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ
底部　回転ヘラ
切り

底部
４分の１

須恵器
坏１１４ 復  ９．２

残  ２．５



―　６１　―

備考実測
番号

出土
層位

出土
遺構胎土

色調
焼成

整形手法
残存度計測値（㎝）

口径．底径．胴径．器高器形挿図
番号 内面外面内面外面

火ぶくれしている

１０６

１層Ⅲ区０．５～６．５㎜の
石英、角閃石、
長石、輝石を
含む

にぶい
黄褐

にぶい
褐

良

回転ヘラナデ
回転ナデ

回転ナデ小片須恵器
坏

第６１図
１１５ 復  １０．４

残  ２．９
胎土分析サンプル
№７

９０

１層一
括

Ⅲ区１～４㎜の白色
砂粒を多く含
む

橙橙

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ
底部ヘラ切り後
ナデ底部付近ヘ
ラケズリ

５分の１復  １２．６須恵器
坏１１６ 復  ６．５

５．０
胎土分析サンプル
№４

１９

１層Ⅱb区０．５～１㎜の長
石、輝石を含
む

灰灰

良

回転ナデ回転ナデ底部の
み完形

須恵器
坏１１７ ６．８

残  ２．８

６２

１層一
括

Ⅱb区
Ｍ５Ｇ

０．５～４㎜の小
石、黒、白色
砂粒を含む

灰黄灰白

良

回転ナデ回転ナデ５分の１須恵器
坏１１８

３．１

５０

１層Ⅱb区０．５～２．５㎜の
長石、石英を
含む

浅黄橙褐灰

良

回転ナデ回転ナデ
底部　ヘラ切り
後粗いナデ

４分の１須恵器
坏１１９

残  ３．５
ロクロ右回り
胎土分析サンプル
№５８７

１層一
括

Ⅲ区０．５～３㎜の長
石、砂粒を多
く含む

灰黄灰黄

良

回転ナデ回転ナデ
底部　回転ヘラ
ケズリ

４分の１復  １６．０須恵器
皿１２０ 復  １０．４

残  ２．８

４０

１層Ⅱb区０．５㎜程度の
石英、輝石、
砂粒を含む

灰オ
リーブ

灰オ
リーブ

良

回転ナデ回転ナデ５分の１１２．４須恵器
皿１２１

２．０

１０７

１層Ⅲ区０．５～１．５㎜の
黒色砂粒を含
む

黄灰黄灰

良

回転ナデ回転ナデ小片復  ９．２須恵器
壷１２２

残  ２．９
ひだすき有
ロクロ右回り

４４

１層Ⅱb区５㎜以下の白
色砂粒を含む

にぶい
黄褐

灰黄褐

良

回転ナデ胴部　回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

底部の
み完形

須恵器
壷１２３

残  １．８

１５９

１層一
括

Ⅲ区
Ｑ７Ｇ

１㎜以下の緻
密な砂粒を含
む

灰暗灰

良

回転ナデ回転ナデ
底部　回転ヘラ
ケズリ後ナデ

底部
小片

須恵器
坏

１２４

残  ２．０
内面に自然釉
胎土分析サンプル
№９４５

１層Ⅱb区１㎜以下の黒、
白色砂粒を含
む

灰灰白

良

回転ナデ摩滅している
回転ナデ

底部
小片

須恵器
坏

１２５

残  ３．８

４２

１層Ⅱb区０．５㎜以下の
黒色砂粒、小
石を含む

灰黄灰

良

回転ナデ回転ナデ脚部
２分の１

須恵器
高坏

１２６

５．２

残  １．４

３２

１層一
括

Ⅱb区
Ｎ３Ｇ

５㎜以下の砂
粒、小石を含
む

浅黄浅黄

良

絞り目が見られ
る

回転ナデ脚部
小片

須恵器
高坏

１２７

残  ５．５
内面に自然釉

２０

１層Ⅱb区１㎜以下の細
砂粒を含む

灰黄浅黄

良

回転ナデ回転ナデ４分の１須恵器
皿

１２８

残  ２．５

４１

１層Ⅱb区２㎜程度の小
石、黒色砂粒
を含む

灰黄褐灰黄褐

良

回転ナデ胴部　回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

小片須恵器
皿

１２９

１．９

１５１

１層一
括

Ⅲ区
Ｐ８Ｇ

２㎜以下の黒、
白色砂粒を含
む

灰白灰白

良

回転ナデ回転ナデ小片須恵器
壷

１３０

残  ２．３
内面は火を受けて
いる

９８

１層Ⅲ区０．５～３㎜の長
石、角閃石、
石英を多く含
む

橙にぶい
黄橙

良

ナデハケメか
沈線

小片須恵器
移動式
竈

１３１

残  ５．１
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備考実測
番号

出土
層位

出土
遺構胎土

色調
焼成

整形手法
残存度計測値（㎝）

口径．底径．胴径．器高器形挿図
番号 内面外面内面外面

３９

１層Ⅱb区０．５～２㎜の輝
石、砂粒、小
石を多く含む

灰灰

良

回転ナデ回転ナデ
回転ヘラケズリ

３分の１復  １．５須恵器
坏蓋

第６１図
１３２

１．４

１０８

１層Ⅲ区０．５～５．５㎜の
石英、砂粒を
含む

黄灰黄灰

良

回転ナデ回転ナデ
回転ヘラケズリ

小片復  １４．７須恵器
坏蓋１３３

残  ３．２

８６

１層一
括

Ⅲ区０．５～１㎜の長
石、黒色砂粒
を多く含むき
め細かい

灰黄灰白

良

回転ナデつまみ部　回転
ナデ
つまみ部付近
ヘラ切り後ナデ

つまみ
部分の
み完形

須恵器
坏蓋１３４

残  ２．７
丸底
灰かぶり

１０５

１層Ⅲ区１～７㎜の褐、
黒、白色砂粒
を多く含む

灰赤淡黄

良

同心円文当て具
痕

格子目タタキ底部ほ
ぼ完形

須恵器
甕１３５

残  １６．５
胎土分析サンプル
№８

４３

１層Ⅱb区０．５～２㎜の角
閃石、黒色砂
粒、小石を含
む

灰黄褐にぶい
褐

良

回転ナデ回転ナデ
波状文

小片須恵器
甕１３６

残  ２．９

１６８

１層一
括

Ⅲ区
Ｐ７Ｇ

２㎜以下の長
石、輝石を含
む

灰黄灰黄

良

回転ナデ格子目タタキ胴部片須恵器
甕１３７

残  ６．６
墨書土器

１８５

１層一
括

Ⅲ区
Ｐ６Ｇ

６㎜以下の褐
色砂粒、小石
を含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

回転ナデヘラケズリ
墨書あり

小片土師器
坏

第６２図
１３８

残  １．０
墨書土器

１８７

１層一
括

Ⅱb区
Ｎ５Ｇ

５㎜以下の褐、
灰色砂粒を含
む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

回転ナデ回転ナデ
墨書あり

小片土師器
坏１３９

残  ２．６
墨書土器

１８６

１層一
括

Ⅱa区
Ｊ５Ｇ

１㎜以下の褐、
黒色砂粒を含
む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

回転ナデ回転ナデ
墨書あり

小片土師器
坏１４０

残  ２．８
擬宝珠つまみあり
技法は須恵器

５２

１層Ⅱb区２㎜以下の白、
褐色砂粒を含
む

浅黄色浅黄色

良

回転ナデ回転ナデ
回転ヘラケズリ
か

３分の１復  １５．８土師器
蓋

第６３図
１４１

２．６

４９

１層Ⅱb区０．５～１．５㎜の
黒色砂粒、石
英を含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

回転ナデ胴部　ナデ
底部　ヘラ切り
後未調整

３分の１土師器
皿１４２

残  １．９

７０

１層Ⅱb区１㎜以下の褐
色砂粒を含む

にぶい
橙

褐灰

良

回転ナデハケメ
底部　糸切り

底部３
分の１

土師器
皿１４３ 復  １０．０

残  １．５
内面黒色処理

５８

１層Ⅱb区０．５～１㎜の長
石、黒、赤色
砂粒を含む

暗灰にぶい
黄橙

良

黒色処理ナデ
底部　ヘラケズ
リ後ナデ

底部の
み完形

土師器
坏１４４ ７．０

残  １．９

７８

１層Ⅱb区０．５～２．５㎜の
長石、石英、
赤、黒色砂粒
を含む

灰白灰白

良

ナデナデ
底部に工具痕

小片、
底部

土師器
坏１４５

残  ２．０

１５４

１層一
括

Ⅲ区
Ｑ７Ｇ

４㎜以下の黒、
灰、白、褐色
砂粒、小礫を
含む

浅黄橙にぶい
橙

良

ナデナデ
底部付近　ヘラ
ケズリ後ナデ

底部ほ
ぼ完形

土師器
鉢１４６ ５．４

残  ７．３
高台はがれる

１５８

１層一
括

Ⅲ区
Ｑ７Ｇ

４㎜以下の黒、
灰、白、褐色
砂粒、小礫を
含む

淡黄暗青灰

良

回転ナデ回転ナデ底部
４分の１

復  １８．７瓦質
浅鉢１４７ 復  １２．０

４．９

１８９

１層Ⅱb区４㎜以下の褐、
灰、白、黒色
砂粒、石英、
雲母を含む

裏面
にぶい
黄橙

表面
灰白

良

裏面　ナデ表面　ヘラ切り
後ナデ

完形長さ５．５土製
紡錘車

第６４図
１４８ 幅５．９

厚さ１．３
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備考実測
番号

出土
層位

出土
遺構胎土

色調
焼成

整形手法
残存度計測値（㎝）

口径．底径．胴径．器高器形挿図
番号 内面外面内面外面

１８８

埋土
一括

Ⅱb区表面と側面はよ
く磨かれている

完形長さ  ６．６石製
紡錘車

第６４図
１４９ 幅  ６．４

厚さ  １．０

刺網系
最大径１．２㎝

１９２

１層一
括

Ⅰ区１㎜以下の褐、
黒色砂粒を含
む

浅黄橙

良

ナデ完形長さ  ４．８土錘
１５０ 幅  １．２

厚さ  １．１

孔径  ０．４
刺網系
最大径１．５㎝

１９３

１層Ⅱb区１㎜以下の白、
黒色砂粒を含
む

にぶい
黄褐

良

ナデ完形長さ  ６．０土錘
１５１ 幅  １．５

厚さ  １．５

孔径  ０．４
刺網系
最大径１．７㎝

１９４

１層Ⅰ区３㎜以下の褐、
黒色砂粒を含
む

にぶい
黄褐

良

ナデ完形長さ  ５．０土錘
１５２ 幅  １．７

厚さ  １．６

孔径  ０．６
表面から棒状工具
を刺して孔を穿っ
ている
最大径１．８㎝

１９５

１層Ⅱb区１㎜以下の白、
黒色砂粒、石
英を含む

明赤褐明赤褐

良

ナデ
穿孔

完形長さ  １．７装飾品
土玉１５３ 幅  １．７

厚さ  １．０

孔径  ０．２
平成１５年度試掘時
出土遺物、本調査
時Ⅱ b区２１０

１層一
括

試掘
３TP

３㎜以下の褐
色砂粒を含む

赤橙赤橙

良

回転ナデ
底部　ナデ

回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

２分の１９．４土師器
皿

第６５図
１５４ ７．６

残  １．３

１０９

１層Ⅲ区０．５～１㎜の長
石、黒色砂粒
を多く含む

灰白灰白

良

回転ナデ回転ナデ７分の１復  １２．８須恵器
皿１５５ 復  １０．０

２．０

１１５

１層Ⅲ区５㎜以下の白、
黒色砂粒を含
む

にぶい
橙

にぶい
橙

良

回転ナデ回転ナデ
底部　ヘラ切り

４分の１復  １０．０土師器
皿１５６ 復  ７．８

１．４

１４９

１層一
括

Ⅲ区
Ｐ６Ｇ

１㎜以下の白、
褐色砂粒を含
む

橙橙

良

回転ナデ回転ナデ
底部　回転ヘラ
切り後ナデ
回転ナデ

２分の１復  ９．０土師器
皿１５７ 復  ６．４

１．８

２０７

埋土
一括

Ⅰ区１㎜以下の黒、
褐色砂粒を含
む

浅黄橙灰白

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ
底部　回転ヘラ
切り後ナデ

４分の１復  ９．６土師器
皿１５８ 復  ５．８

１．３

１９６

１層Ⅱa区１㎜以下の褐、
灰、黒色砂粒
を含む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ
底部　ナデ

回転ナデ
底部　回転ヘラ
切り後にナデ

３分の１復  ９．８土師器
皿１５９ ８．０

１．５

１１６

１層Ⅲ区
Ｒ６Ｇ

１㎜以下の黒、
褐色砂粒を含
む

浅黄橙浅黄橙

良

回転ナデ
底部　回転ナデ
後ナデ

回転ナデ
底部　回転ヘラ
切り

ほぼ完
形

９．９土師器
皿１６０ ８．５

１．３

１２４

１層Ⅲ区１㎜以下の褐、
黒色砂粒を含
む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

回転ナデ回転ナデ
底部　回転ヘラ
ケズリ後ヨコ方
向のナデ

ほぼ完
形

８．４土師器
皿１６１ ６．４

１．３
焼けひずみあり

２１

１層一
括

Ⅱb区０．５～３．５㎜の
赤色粒、石英
を多く含む

にぶい
橙

にぶい
橙

良

回転ナデ回転ナデ
底部　糸切り

完形９．０土師器
皿１６２ ６．８

１．７

５１

１層Ⅱb区１㎜以下の褐
色砂粒を含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

回転ナデ回転ナデ
底部　ヘラ切り
後ナデ

４分の１復  ９．８土師器
皿１６３ 復  ７．８

１．５

１０４

１層Ⅲ区１㎜以下の白、
黒、褐色砂粒
を含む

浅黄橙橙

良

回転ナデ回転ナデ
ヘラ切り後ナデ
底部　ヘラ切り

６分の１復  ９．８土師器
皿１６４ 復  ７．６

１．１
平成１５年度試掘時
出土遺物、本調査
時Ⅱ b区２０９

１層一
括

試掘
４TP

２㎜以下の褐
色砂粒を含む

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

良

回転ナデ
底部　ナデ

回転ナデ　底部
付近　ヘラケズ
リ　底部　ヘラ
切り後ナデ

４分の３８．０土師器
皿１６５ ６．３

１．２
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備考実測
番号

出土
層位

出土
遺構胎土

色調
焼成

整形手法
残存度計測値（㎝）

口径．底径．胴径．器高器形挿図
番号 内面外面内面外面

内面にすす付着

２２

１層一
括

Ⅱb区２㎜以下の長
石、砂粒を含
む

にぶい
橙

浅黄橙

良

回転ナデ回転ナデ
底部　回転糸切
り

２分の１復  ９．５土師器
皿

第６５図
１６６ ６．６

１．８
内面に黒変色して
いる部分あり

１９７

１層Ⅱa区３㎜以下の褐
色砂粒を含む

にぶい
橙

にぶい
橙

良

回転ナデ回転ナデ
底部　糸切り後
ナデ

２分の１１０．５土師器
皿１６７ ７．５

１．９

３８

１層一
括

Ⅱb区
Ｌ４Ｇ

１㎜以下の砂
粒を含む

橙橙

良

回転ナデ回転ナデ
底部　糸切り

２分の１復  ８．８土師器
皿１６８ 復  ６．６

１．５

３１

１層一
括

Ⅱb区
Ｏ６Ｇ

２㎜以下の砂
粒を含む

にぶい
褐

橙

良

回転ナデ
底部　ナデ

回転ナデ
底部と胴部の境
に工具痕
底部　糸切り後
ナデ

完形６．８土師器
皿１６９ ５．６

１．７

６９

１層Ⅱb区０．５㎜以下の
長石、雲母を
多く含む

橙橙

良

ナデナデ
底部　回転糸切
り

４分の１復  ８．６土師器
皿１７０ 復  ７．０

１．４

６８

１層Ⅱb区０．５㎜以下の
長石、雲母を
多く含む

にぶい
橙

にぶい
橙

良

ナデナデ
底部　回転糸切
り

３分の１復  ７．２土師器
皿１７１ 復  ６．０

１．４
施釉

２０３

１層一
括

Ⅱa区きめが細かい灰オ
リーブ

灰オ
リーブ

良

回転ナデ後ヘラ
カキ文様を施す

回転ナデ口縁部
８分の１

復  １６．２青磁椀
１７２

残  ５．１
施釉

２０５

１層一
括

Ⅱ区
中央ベ
ルト

きめが細かい灰灰

良

回転ナデ
口縁端部付近に
ヘラカキあり

回転ナデ口縁部
６分の１

復  ８．２青磁椀
１７３

残  ４．０
施釉

９１

１層一
括

Ⅲ区きめ細かい灰オリー
ブ灰

良

回転ナデ回転ナデ口縁部
小片

青磁椀
１７４

残  ４．２
施釉

１１２

１層Ⅲ区なめらかであ
る

灰オ
リーブ

暗オ
リーブ

良

回転ナデ回転ナデ口縁部
小片

陶磁器
椀１７５

残  ３．７
施釉
ヘラカキ文様あり

１１１

１層Ⅲ区なめらかであ
る

灰オ
リーブ

灰白

良

回転ナデ後ヘラ
カキ文様

回転ナデ
回転ヘラケズリ

小片青磁椀
１７６

残  ４．３
ヘラカキ
施釉

３７

１層Ⅱb区きめの細かい
１㎜以下の黒
色粒を含む

灰オ
リーブ

灰オ
リーブ

良

回転ナデ、ヘラ
カキ

回転ナデ口縁部
小片

青磁椀
１７７

残  ３．０
ロクロ右回り
施釉

２０８

１層一
括

Ⅰ区きめが細かいオリー
ブ灰

オリー
ブ灰

良

回転ナデ、ナデ、
ヘラカキ

回転ヘラケズリ
底部回転ヘラケ
ズリ、回転ヘラ
切り

底部
２分の１

青磁椀
１７８ 復  ５．４

残  １．３
施釉

３６

１層一
括

Ⅱb区
Ｍ４Ｇ

きめの細かい
１㎜以下の黒
色粒を含む

明オ
リーブ
灰

明オ
リーブ
灰良

回転ナデ染付け底部
小片

白磁椀
１７９

残  １．３
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第３表　石器観察一覧表

備考出土層出土地点重量
（g）

厚さ
（cm）

幅
（cm）

長さ
（cm）石　材器　種実測

番号挿図番号

桑ノ木津留酸化鉄層下試掘０．１００．３００．８０１．１０黒曜石打製石鏃１５１第２７図

針尾？１層Ⅰ区０．３００．３０１．３０１．１０黒曜石打製石鏃１１２

不純物多１層Ⅰ区０．２００．２５０．８０１．２０黒曜石打製石鏃９３

１層Ⅰ区０．５００．３０１．２０１．４０チャート打製石鏃１４４

１層Ⅰ区０．３００．２０１．６０１．４０チャート打製石鏃１６５

１層Ⅰ区０．３００．３０１．３０１．５０チャート打製石鏃７６

１層Ⅰ区０．８００．３０１．４０２．４０チャート打製石鏃８７

１層Ⅰ区１．３５０．５０１．６０２．２０チャート打製石鏃５８

１層Ⅰ区１０．９００．９０２．１０６．４０チャート縦型石匙１３９

覆�層Ⅰ区・SK１４２８．１０１．４０７．４０４．３０安山岩石匙１０１０

試掘１５．７００．８０５．４５３．５０チャートスクレイパー１７１１

覆�層Ⅰ区・SD１０７４．１００．７０５．４０１３．９０輝緑凝灰岩打製石斧１１２第２８図

１層Ⅰ区１２０．１０１．６０５．９０１１．６５安山岩打製石斧２１３

１層Ⅰ区１０８．２０１．５０６．００９．６０安山岩打製石斧４１４

覆�層Ⅰ区・SD１０３０６．７０１．８０１０．４０１４．６０蛇紋岩打製石斧６１５

覆�層Ⅰ区・SD１０４７８．７０１．７０９．５０２５．９０輝緑凝灰岩打製石斧３１６第２９図

覆�層Ⅰ区・SD１０３０．７２２．１０１０．８０１０．８０安山岩円盤状石器１２１７

桑ノ木津留覆土Ⅲ区 S００９１．５８０．６８１．５８２．２７黒曜石打製石鏃８２第３０図

覆�層Ⅱb区S０１５１０１．００２．０５５．３０８．００安山岩打製石斧５０１第３２図

覆�層Ⅲ区 S０１８１．１００．４０１．７５２．７０チャート打製石鏃１１第３３図

硬化面Ⅲ区 S００４２７２．００２．３０８．４０１４．５０安山岩打製石斧４４１第３４図

覆�層Ⅱb区S０１３８０２．００５．５０１０．８０１０．８０花崗岩凹石６４１第３６図

覆�層Ⅱb区S０１１８６．００２．００４．９０８．１０安山岩打製石斧５３１第４０図

覆�層Ⅱb区S０１１２２．８０１．６０３．２０４．６０蛇紋岩玉４１２

１層Ⅲ区１．３００．４０１．８０２．４５チャート打製石鏃５１第４４図

桑ノ木津留１層Ⅱ a区０．５７０．４０１．２０１．９０黒曜石打製石鏃４２

桑ノ木津留１層Ⅱ b区１．０７０．５０１．４５２．４０黒曜石打製石鏃３０３

１層Ⅱ b区０．７５０．３５１．９０１．８０チャート打製石鏃３１４

姫島１層Ⅱb区L６G０．５４０．３０１．３５２．８０黒曜石打製石鏃３３５

腰岳１層Ⅱ a区０．４９０．３５１．３５２．１０黒曜石打製石鏃３７６

１層Ⅲ区P６G０．７３０．４５１．３０１．６５チャート打製石鏃３７

針尾１層Ⅱb区K５G０．２４０．２６１．０５１．４７頁岩打製石鏃１５８

桑ノ木津留１層Ⅲ区P７G０．６７０．４５１．６５１．５０黒曜石打製石鏃２７９

日東１層Ⅱ a区０．５４０．３７１．０８１．７３黒曜石打製石鏃１８１０

桑ノ木津留１層Ⅱ a区０．２２０．２５１．１１１．１９黒曜石打製石鏃１７１１

腰岳１層Ⅲ区０．５００．２５１．３９２．０７黒曜石打製石鏃１０１２

２層Ⅲ区N７G１．１３０．３５１．８０２．３０チャート打製石鏃２１３

桑ノ木津留１層Ⅱ a区０．６８０．４８１．７８１．４２黒曜石打製石鏃２０１４

桑ノ木津留１層Ⅱ a区０．６５０．４２１．４４１．６３黒曜石打製石鏃１９１５

桑ノ木津留１層Ⅱ a区０．２４０．３４０．８９１．３０黒曜石打製石鏃１６１６

桑ノ木津留２層Ⅱb区K５G０．４６０．４０１．４０１．３０黒曜石打製石鏃２６１７

阿蘇４１層Ⅲ区０．３００．３３１．２４１．０３黒曜石打製石鏃９１８
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備考出土層出土地点重量
（g）

厚さ
（cm）

幅
（cm）

長さ
（cm）石　材器　種実測

番号挿図番号

腰岳１層Ⅱ b区１．１５０．３６１．６２２．１５黒曜石打製石鏃２２１９第４５図

１層Ⅰ区F３G０．６００．３０１．６５１．６０チャート打製石鏃３８２０

１層Ⅱ a区１．１２０．５５１．７０１．９０チャート打製石鏃３９２１

桑ノ木津留１層Ⅱ a区０．１１１．５００．９５１．１０黒曜石打製石鏃２５２２

桑ノ木津留１層Ⅱ b区０．３６０．４１１．２２１．１５黒曜石打製石鏃２３２３

桑ノ木津留１層Ⅲ区１．５９０．６６１．６７２．２９黒曜石打製石鏃７２４

桑ノ木津留１層Ⅲ区０．５５０．３８１．２６１．８２黒曜石打製石鏃６２５

撹乱土Ⅱa区G２G１．７５０．４０１．４０３．７０チャート打製石鏃３６２６

腰岳１層Ⅱb区M６G０．９８０．４０２．００２．３０黒曜石打製石鏃２９２７

１層Ⅱ b区０．７６０．３６１．５１２．３０安山岩打製石鏃１１２８

姫島１層Ⅱb区L６G１．０２０．４０１．５０２．６０黒曜石打製石鏃３２２９

１層Ⅱb区M６G０．９２０．３８１．９０２．０８チャート打製石鏃１４３０

針尾１層Ⅱ a区０．６３０．３８１．５４２．１０黒曜石打製石鏃２１３１

腰岳１層Ⅱb区M５G０．７６０．３６１．２５２．４０黒曜石打製石鏃２４３２

１層Ⅱb区M４G０．７３０．４０１．６０２．２０チャート打製石鏃３５３３

１層Ⅱ b区０．６５０．４０１．７８１．５０チャート打製石鏃３４３４

腰岳１層Ⅱb区M４G０．３８０．３０１．５０１．２０黒曜石打製石鏃２８３５

１層Ⅱ b区０．６９０．２５１．５０２．１０頁岩磨製石鏃１２３６第４６図

１層Ⅱb区L５G０．５５０．２０２．４０１．７０頁岩磨製石鏃１３３７

１層Ⅱ b区１０６．００１．６０５．６０１０．１０安山岩打製石斧６６３８

１層Ⅱ b区３２５．００２．３０５．１０１７．３０安山岩打製石斧４７３９

１層Ⅱ区中央ベルト１５０．００２．００６．４５１２．２０安山岩打製石斧４８４０第４７図

１層Ⅱb区M６G１１７．００１．５０６．９０１１．４０安山岩打製石斧４５４１

１層Ⅱb区L６G１５２．００１．８０６．７０１３．６０安山岩打製石斧４６４２

１層Ⅱ b区１２５．００１．８５４．９０１４．３０安山岩打製石斧４９４３第４８図

１層Ⅱ b区１１７．００２．４０５．７０１３．８０安山岩打製石斧４３４４

１層Ⅲ区９５．００１．６０５．５０９．５０安山岩打製石斧５２４５

１層Ⅱ b区１１２．００１．２０５．６０１５．００安山岩打製石斧４２４６第４９図

１層Ⅲ区１３７．００１．８０５．３０１０．８０安山岩打製石斧５１４７第５０図

１層Ⅲ区P７G３２９．００３．５０６．７５９．７０堆積岩磨製石斧５４４８第５１図

１層Ⅱ b区１５１．００３．６５５．５０７．４０堆積岩磨製石斧５５４９

１層Ⅱ a区２２０．００３．５０５．７０８．８０砂岩磨製石斧６０５０

１層Ⅰ区１６６．００３．６０５．４０８．９０頁岩磨製石斧５６５１

１層Ⅰ区１４．１７０．８０５．９０４．５０安山岩石匙４０５２第５２図

１層Ⅱb区N５G１５９．００２．１０５．９０８．５０安山岩石錘６５５３第５３図

１層Ⅱb区K６G４８０．００４．４０７．４０８．５０砂岩磨石６３５４第５４図

１層Ⅰ区４６４．００４．４０５．４０１２．４０砂岩磨石５７５５

１層Ⅲ区１４１．００２．３０３．００１２．３０砂岩磨石５９５６

１層Ⅱ b区１５５．００２．００４．２０１１．００安山岩磨石６１５７

１層Ⅲ区６３２．００３．００６．７０１８．９０砂岩磨石５８５８第５５図

１層Ⅱb区K６G１１００．００５．４０１０．１０１３．２０砂岩磨石６２５９第５６図



第４章　理化学分析

小枝遺跡出土須恵器の胎土分析

 パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

　熊本県球磨郡あさぎり町小枝遺跡では、縄文時代から中世にいたる各時代・時期の遺構・遺物が確認され

ている。今回の分析調査では、小枝遺跡から出土した須恵器を対象として、その材質（胎土）の特性を明ら

かにし、小枝遺跡から至近の距離に位置する下り山窯跡出土試料との比較を行うことにより、小枝遺跡にお

ける下り山窯跡産須恵器の供給状況や他地域窯跡製品流通の可能性など、当時の須恵器製作と流通にかかわ

る基礎資料を作成する。

１．試料

　試料は、小枝遺跡から出土した須恵器片１３点と下り山窯跡出土の須恵器片３点の合計１６点である。試料に

はサンプル№１～１６が付されている。このうち、№１４～１６が下り山窯跡出土試料である。小枝遺跡出土試料

には様々な器種が含まれており、その内訳は甕５点、平底瓶１点、坏６点、皿１点である。各試料の器種、

挿図番号などは、一覧にして表１に示す。

２．分析方法

　胎土分析には、現在様々な分析方法が用いられているが、大きく分けて鉱物組成や岩片組成を求める方法

と化学組成を求める方法とがある。前者は粉砕による重鉱物分析や薄片作製などが主に用いられており、後

者では蛍光Ｘ線分析が最もよく用いられている方法である。前者の方が、胎土の特徴が捉えやすいこと、地

質との関連性を考えやすいことなどの利点があり、特に薄片観察は、胎土中における砂粒の量はもちろんの

こと、その粒径組成や砂を構成する鉱物、岩石片及び微化石の種類なども捉えることが可能であり、得られ

る情報は多い。ただし、須恵器のようにもともと砂粒の含有が少なく、また高温焼成による砂粒の溶失など

も想定される土器については、蛍光Ｘ線分析により、胎土中の砂粒だけではなく、素地を作っている粘土も

含めた特性を把握することが必要である。また、蛍光Ｘ線分析は、機器分析による数値データで表されるこ

とから、客観性、再現性がよいという利点がある。ここでは、まず基礎的な試料のデータを整えることを目

的とし、蛍光Ｘ線分析による胎土分析を行う。分析は、波長分散型蛍光Ｘ線装置を用いたガラスビード法に

よる定量分析である。以下に手順を述べる。

ａ）測定元素

　測定元素は SiO２、TiO２、Al２O３、Fe２O３、MnO、MgO、CaO、Na２O、K２O、P２O５の１０元素及び LOIである。

ｂ）装置

　理学電機工業社製 RIX１０００（FP法のグループ定量プログラム）

ｃ）試料調製

　試料を振動ミル（平工製作所製 TI１００；１０ml容タングステンカーバイト容器）で微粉砕し、１０５℃で４時

間乾燥させた。この微粉砕試料についてガラスビートを以下の条件で作成した。

　溶融装置；自動剥離機構付け理学電機工業社製高周波ビートサンプラー（３４９１A１）

　溶剤及び希釈率；融剤（ホウ酸リチウム）５．０００g：試料０．５００g

　剥離剤；LiI（溶融中１回投入）

　溶融温度；１２００℃　約７分
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ｄ）測定条件

　Ｘ線管；Cr（５０Kv－５０mA）

　スペクトル；全元素Ｋα

　分光結晶；LiF，PET，TAP，Ge

　検出器；F－ PC，SC

　計数時間；PeaK４０sec，Back２０sec

３．結果

　結果を表２に示す。ここでは試料間の組成を比較する方法として、以下に示す元素を選択し、それらの値

を縦軸・横軸とした散布図を作成した（図１～３）。

ａ）化学組成中で最も主要な元素（SiO２，Al２O３）

ｂ）粘土の母材を考える上で長石類（主にカリ長石、斜長石）の種類構成は重要である。このことから、指

標として長石類の主要元素である CaO、Na２O、K２Oの３者を選択し、長石全体におけるアルカリ長石及び

カリ長石の割合を定性的に見る。実際には、長石類全体におけるアルカリ長石の割合（Na２O＋ K２O）／

（CaO＋ Na２O＋ K２O）を横軸とし、アルカリ長石におけるカリ長石の割合 K２O/（Na２O＋ K２O）を縦軸

とする。

ｃ）輝石類や黒雲母、角閃石など有色鉱物における主要な元素。この場合、指標としてこれらの有色鉱物の

主要な元素のうち、TiO２、Fe２O３、MgOを選択し、Fe２O３を分母とした TiO２、MgOの割合を見る。

　また、これらの散布図では、小枝遺跡出土試料と下り山窯跡出土試料とを分け、さらに各図において小枝

遺跡出土試料を器種ごとにそれぞれ異なる記号で示した。以下に各図の状況を述べる。

１）SiO２－ Al２O３散布図（図１）

　　№７と１１の２点以外の試料は、互いに分離が悪く、１つの集団とみることができる。№７は、この集団

より SiO２ の低い位置にあり、№は、この集団より SiO２ の高い位置にある。

２）長石類主要元素の散布図（図２）

　　特に組成の離れた試料や、組成のまとまったグループは認められず、１つの集団とみることができる。

３）有色鉱物主要元素の散布図（図３）

　　TiO２ とMgOの高い領域に№３、５、６、８－１０のグループ、TiO２ とMgOの低い位置にそれ以外の試

料が１つのグループをなして広がっている。

４．考察

　上述した図１～３における試料の分布から、他の試料とは異質な組成を示す試料を分離し、複数の図にお

いて共通した領域にプロットされる試料を同じグループに属するとみると、今回の試料は、以下のようなグ

ループ分けをすることができる。なお、各試料の属するグループ名は、表１に併記した。

１）Ａ類

　　図３において、TiO２ とMgOの低い領域に分布する試料のうち、No．７ と１１を除いた試料からなるグルー

プ。今回の試料では、最も多く、また下り山窯跡試料もこれに含まれる。

２）Ｂ類

　　図３において、TiO２ とMgOの高い領域に分布する試料からなるグループ。

３）Ｃ類

　　図１において、集団には属さない２点の試料のうち、SiO２ の低い領域に位置する No．７ をＣ類とする。
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４）Ｄ類

　　図１において、集団には属さない２点の試料のうち、SiO２ の高い領域に位置する№１１をＤ類とする。

　ここで、上述した胎土分類と器種との対応関係は次のようになる。甕では５点の試料のうち３点がＢ類で

あり、残り２点はＡ類とＤ類、坏では６点の試料のうち３点がＡ類であり、２点がＢ類、１点がＣ類である。

平底瓶と皿は、１点ずつであるが、前者はＡ類、後者はＢ類である。

　以上、４種類の土器胎土と出土遺跡、器種との対応を述べたが、下り山窯跡試料と同一グループに分類さ

れるＡ類の試料を下り山窯跡産の可能性のある土器とすれば、今回の小枝遺跡出土試料の中で下り山窯跡産

の可能性のある試料は、半数よりやや少ない５点であり、また器種では坏がやや多い傾向にある。一方、下

り山窯跡産の可能性が低いとみられるＢ類、Ｃ類、Ｄ類の試料は、半数を超える８点であり、器種では甕が

やや多い傾向にある。

　現時点では、産地の候補である下り山窯跡試料の分析結果が３点であり、上記の分類と推定もあくまで途

中経過である。これまでの他地域の分析事例などから、１基の窯跡試料で組成のばらつく範囲が比較的広い

ことも予想される。また１窯跡群でも、操業時期などによって素地土に変化があることも予想される。した

がって、今後、本地域の遺跡出土試料とともに、窯跡出土試料についてより多くの分析例を蓄積しながら胎

土の分類を整備し、その分類と考古学的所見との比較を重ねていくことで、さらに詳細な製作・流通の実態

解明がはかれるものと期待される。
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表１．試料一覧

胎土備考（肉眼観察による所見）挿図番号器種サンプル
№

A未接合同一個体第３５図１甕１

A未接合同一個体、下り山産と思われる。第３５図４平底瓶２

B接合同一個体第３９図５坏３

A未接合同一個体第６１図１１７坏４

B接合同一個体第６１図１２０皿５

B未接合同一個体第３９図３甕６

C接合同一個体第６１図１１６坏７

B未接合同一個体第６１図１３６甕８

B未接合同一個体第６１図１２５坏９

B内面赤色の一群実測なし甕１０

D土師器のような色調の一群、焼成は須恵器そのもの実測なし甕１１

A軟質焼成の一群実測なし坏１２

A典型的な青灰色、焼成良好実測なし坏１３

A下り山窯跡資料実測なし１４

A下り山窯跡資料実測なし１５

A下り山窯跡資料実測なし１６
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表２．蛍光Ｘ線分析結果（化学組成）

合計Ig.lossP２O５K２ONa２OCaOMgOMnOFe２O３Al２O３TiO２SiO２
サンプル
No．

１００．００３．３４０．０２２．６６１．５７０．４５０．７００．０１２．８４１８．４１０．６９６９．３１１

１００．００２．９３０．０５１．８７１．１３０．４３０．８４０．０２４．８５１６．８９０．９２７０．０７２

１００．００２．４００．０３２．５６０．４９０．３３０．８６０．０１３．１２２３．６３１．０５６５．５２３

１００．００３．５８０．０４２．６７０．４５０．２４０．８３０．０１３．５９１９．６５０．９２６８．０２４

１００．００５．５６０．０５２．３１０．４２０．３４０．９９０．０１２．５１２１．７８０．９５６５．０８５

１００．００２．８８０．０３２．５５０．６８０．５００．８９０．０１３．０７２１．４１１．００６６．９８６

１００．００３．６１０．０２２．１６０．７５０．４４１．０２０．０３５．４２２４．１９１．０３６１．３３７

１００．００２．４００．０４２．６９０．６９０．３５０．８３０．０２２．０２１９．５００．９２７０．５４８

１００．００３．７４０．０３２．６７０．４７０．３４０．８６０．０２３．０４２３．２４１．０３６４．５６９

１００．０００．１２０．０３２．４５０．６６０．５０１．０４０．０２２．８１２１．３７０．９２７０．０８１０

１００．０００．０９０．０３１．５３０．６９０．３１０．６５０．０２３．７７１７．９１１．１０７３．９０１１

１００．００３．３６０．０４３．１１１．０７０．４４１．１００．０４３．９８２０．８２０．７９６５．２５１２

１００．００３．２１０．０５２．７２０．８８０．６８１．０３０．０４４．４６２２．２８０．９５６３．７０１３

１００．００１．７８０．０２２．１００．７１０．３３０．９８０．０２３．８８２０．３７０．８７６８．９４１４

１００．０００．１２０．０３２．９３１．１７０．４８１．１００．０３３．３１２２．２３０．８０６７．８０１５

１００．０００．１３０．０３３．１５１．１８０．４５１．１４０．０３３．４３２１．５４０．８２６８．１０１６

＊単位は重量％

図４．試料実測図（表１に対応）



第５章　総括

　調査の概要

　小枝遺跡は、熊本県球磨郡あさぎり町深田（旧深田村）字小枝に所在する遺跡である。小枝遺跡からは縄

文時代、弥生時代、古代、中世と様々な時代の遺物・遺構がみつかった。今回の調査は、熊本県球磨地域振

興局土木部工務課による一般県道小枝深水線緊急地方道路整備事業に伴うもので、遺跡の記録保存を目的と

した緊急発掘調査である。調査は平成１３年度に第１次調査を、平成１６年度に第２次調査を実施した。

　調査の成果

　発掘調査は、基本的な考古学的手法を用いて行った。４級基準点測量、遺構実測、空中写真撮影などは業

者に委託したが、調査担当者が現地で指示を出し、それぞれ精度の高いものとなるように努めた。

　本遺跡の基本層序は、地表から順に表土、客土、１層、２層、３層、４層、５層となる。このなかで、遺

物や遺構が確認できたのは１層と２層である。１層は流れ込みの遺物包含層であり、遺物が多量に出土する。

２層はアカホヤ２次堆積層で、縄文後・晩期の遺物、遺構を含む。３層は縄文早・前期の層に相当するが、

小枝遺跡では３層で遺物、遺構とも確認できなかった。

　遺構は、縄文時代、弥生時代、古代、中世のものを検出した。

　住居跡は１軒しか確認できなかった（S０１３）。旧地形の状況では、住居を建てることができるような場所

はⅡｂ区の平坦部分しかなかったということがいえるため、地形を有効利用したと思われる。この部分は、

住居が廃棄された後に、土坑、道路状遺構などがつくられていることから、本遺跡においては重要な地形的

要素を持っていたのだろう。

　また、土師器焼成土坑（S００８）からは、古代の土師器の良好な一括資料を得ることができた。これまで、

球磨地域での土師器焼成土坑の確認例はほとんどないため貴重な成果といえる。器種は坏１１点、甕３点で、

坏はすべて口縁がやや外反するか直行し、底部はヘラ切り後に若干のナデを施すタイプ、甕は外面を横ある

いは斜め方向にハケメ調整し、内面は下から上にケズリを施すタイプで、坏と甕のそれぞれが形態的、製作

技法的にも共通した特徴をもっている。製作者は複数いたと思われるが、共通した技法のもとに製作したも

のと思われる。球磨地域の土師器編年研究などにも利用できる一括資料といえる。

　道路状遺構（S０１１）は、側溝を持つタイプの道路状遺構で、軸も南北方向にまっすぐ延びている。この

遺構の構築にあたっては方位などの測量が行われているものと考えられる。使用された当時、ある程度重要

な意味合いを持った道路であったのだろう。

　集石は１５基検出した。いずれも掘り込みのないタイプで、石は焼けたものはなかった。集石は２層上面か

らの検出が多く、時期は１～１０号集石が縄文後・晩期、１１～１５号集石が縄文時代早期に位置づけてよいだろ

う。これらの集石は、住居や道路状遺構と同じく、本遺跡でも平坦な部分に位置している。Ⅱｂ区とⅢ区の

比較的平坦な部分が、やはり本遺跡において重要な生活空間であったことを示している。

　

　遺物は、縄文土器、弥生土器、古代・中世の土器、石器が出土した。ただ、遺物の大半は１層の遺物包含

層からの出土である。

　縄文土器は、晩期のものが大半を占めている。黒色磨研土器と粗製土器が中心である。黒色磨研土器は非

常に丁寧な処理を施してある。第４２図３１のように器形的におもしろいものも出土している。縄文早期と思わ

れる押型文土器も出土したが、それが伴う遺構は確認できなかった。
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　石器は、打製石斧に石材の荒割り時の工夫の跡が確認できるものがある。また、打製石斧は柄に抉りを入

れているものが多く、この形態のものが多いことは本遺跡の打製石斧の特徴といえるだろう。石器の石材は、

石斧のようなやや大きめのものは地元の石を使用していると思われる。石鏃のような小型品も、桑ノ木津留

や日東などの比較的近くの産地の黒曜石を使用しているが、腰岳、姫島などの遠方の黒曜石も存在すること

は注目すべきである。石器組成をみると、石鏃が最も多く、食料加工用の石器は少なかった。そのため弓矢

を用いた狩猟や、弓矢で球磨川の魚を捕ることが多かったと考えられる。

　土師器は、墨書土器が出土した。土師器の坏は、S００８出土のものと器形・調整が類似するものが多いため、

同様の技術を持った人たちが本遺跡の周辺で生産していたと推測できる。また、これらの土師器は明らかに

ロクロ成形したものであるため、須恵器製作集団が関与していたことも考えられる。本遺跡東方にある高山

には未調査の須恵器窯跡、瓦窯跡が存在するということなので、それらにも関係してくる課題といえる。

　中世の遺物は、灯明皿と陶磁器が出土した。これらは西に隣接する中世城の深田城や、本遺跡の東方にあ

る中世城の高山城と関連のある遺物だと思われる。

　理化学分析

　発掘調査で出土した須恵器のうち１３点は、胎土蛍光Ｘ線分析を行った。その結果、球磨郡錦町の下り山窯

跡産と推定される須恵器が数点あることを確認できた。これらの須恵器は肉眼観察においても下り山窯跡産

と考えていたもので、蛍光Ｘ線による胎土分析結果は肉眼観察による産地推定を裏付けるものであった。

　また、下り山窯跡産以外のものについては、肉眼観察では焼成や胎土などから３～４のグループに分ける

ことができる。これは胎土蛍光Ｘ線分析でも同様の結果が出ていることからも裏付けられる。この各グルー

プの相違は、産地の違いによるものと思われる。球磨地域では古代になると下り山窯跡をはじめ、いくつか

の窯跡が成立し須恵器生産を開始する。そのため下り山窯跡産とされたもの以外は、球磨地域内の別の窯跡

の製品であるとも考えられる。ただ、他地域の須恵器の特徴をもつものも出土していることから、球磨地域

外の生産地から供給されたものもあると考えられる。

　球磨地域は、古墳時代中期（TK２１６～ TK２０８型式）の須恵器が確認されており、熊本県内で最も早い段

階に須恵器が導入される地域の一つである。しかし、球磨地域で須恵器生産が開始されるのは古代からであ

るため、球磨地域への須恵器の流通状況を検討するためにも、須恵器の生産地推定は重要な課題であるとい

える。 
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文献に見る平河氏

 士野雄貴

　平河氏は中世の肥後国（現熊本県）球磨郡内に割拠した一族である。

　自身の「良峯姓先祖書」１）に曰く、桓武天皇の皇子である良岑（峯）安世に由来するという「良峯」を一

族のクランネームとした良峯氏は、康平六年（１０６３）に球磨郡へ下向したという２）。その後七郎依高に至っ

て荒田寺（現熊本県球磨郡―特記ない限り以下県名・郡名は省略―錦町木上字荒田の福田寺か）別当となり、

彼の４人の子が深田太郎盛高・山田次郎東高・平河三郎師高（隆）・横瀬四郎高実として「深田」（現あさぎ

り町深田字深田か）・「山田」（現山江村山田か）・「平河」（現錦町木上字平川か）・「横瀬」（現多良木町黒肥地

字大園付近か）にそれぞれ分立したという３）が、そのうち三郎師高に「領」とあり、またこれ以後「平河」

が一族のファミリーネームとなることから、師高が一族の惣領となったことが判る。師高はその後、おそら

くは平家に左袒して一旦は源氏の不興を買うものの、文治三年（１１８７）六月十六日にその所領を安堵され、

同年十二月三日に天野遠景より施行されたという。

　その子息である次郎（平二）師貞（法名観阿）は京都大番役へ出仕し、このことによって当時の「鎌倉御

領（永吉三百五十町＋西村百五十町）」預所職であった大江広元から建久三年（１１９２）、肥後国球磨庄安富領

内三善及び西村（現相良村柳瀬字西村か）両所の預所職を安堵され、同八年（１１９７）の球磨郡における荘園

整理４）に伴い球磨郡永吉及び西村両所地頭職となるというが、この時には一族の分立がさらに進んでいた

ようで、建永二年（１２０６）の「某下文」５）に「四郎師忠」という人物が登場する。この人物は少なくとも目

良生（現錦町木上字目郎か）・永池（現あさぎり町免田西字永池か）とほか一所を領地しており、貞永元年

（１２３２）九月には宗家師良の幕府へ提出した書状に連署するほどの一族、目良生村地頭師頼の先祖だと考え

られる。なおこの貞永元年連署状によれば、宗家である次郎師良（師貞の子で少なくとも承久二年（１２２０）

には永吉地頭職にあったようである）、及び前述の目良生地頭師頼のほか、中神村（現人吉市中神町か）地

頭良高・平野村（現錦町木上字平野か）地頭師久の両名がいたらしく６）、平河氏一族が中球磨地方に広範な

領地を所有していたことが窺われる。

　師良の次は三郎良貞（氏）、法名を観蓮と称し、建長二年（１２５０）に領地を継承する。また同五年（１２５３）

には氏息良円（俗名不詳）も師良から領地を譲られているが、しかし一方では永吉地頭職が同三年（１２５１）

にはじめて押領されるなど、平河氏の領主権が脅かされはじめる。それは、元仁二年／嘉禄元年（１２２５）に

鎌倉御領預所職を大江広元から継いだ近衛中将（藤原）実春朝臣（北条泰時の娘婿か）が、同じく球磨郡内

の西村地頭職７）を得ていた須恵尼から狼藉の咎によってその職を召上げて賀来又二郎（法号念阿）へ給し

た際に、（平河氏職分である）永吉地頭職も併せて給したというもので、一旦は収束したと思われるものの

文永二年（１２６５）に入って再び混領が行われたため、良貞は四郎師時とともに同年提訴、相論が行われたよ

うだが、その裁決が下されたのは弘安六年（１２８３）七月三日と、実に２０年近くもかかっている８）。この時は

平河氏の勝訴に終わり、時の引付頭人であった北条業時は永吉庄の地頭ならびに名主職を良貞らへ返付する

よう命じるが、その後同年十月、鎌倉御領預所職は豊前前司（少弐）景資へ給される。その景資が同八年

（１２８５）、霜月騒動によって滅亡すると、次いで同職に就いた備前前司入道（名越宗長）は同九年（１２８６）、

西村のことは先例にならって領掌せよと命じ、これによって良貞は永吉地頭職を取り返すものの、宗長の代

官であった竹井次良右衛門（法名行性）は命令を無視（平河氏の言い分によれば当時の引付奉行であった越

中次郎（法名郡連）と行性が結託したという）、弘安六年の幕府決定を否定してしまう９）。

　これを受けて良貞は正応二年（１２８９）、行性と郡連を相手に相論を展開するが、しかしおそらくは敗訴し

たため、今度は平河弥五郎（法名道照）が永仁年中（１２９３～９９）に幕府へ越訴する。その案件は惣越訴御内
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へ移管され、担当の奉行諏方左衛門（法名直性）が審理に入るものの直性は途中で異動となり、代わって担

当した二番御手の奉行明石民部大夫（法名行連）は元亨元年（１３２１）、やはりその言い分を却下したため、

道照は翌年改めて越訴に及んでいる１０）が、その後の裁判の行方については史料の欠如から判明しない。

　以後の平河氏の動向は、相良氏との関係を中心としたものに移行していく。

　史料上、両氏の関係が最初に確認されるのは建長四年（１２５２）三月二十五日付の「人吉庄南方寅岡名地頭

職相伝系図」１１）で、同状によれば相良長頼の子息長貞が「平河三郎」を名乗っているとあるものの、平河氏

の名は「師」や「貞」が多く、また史料上「長」を名に持つ人物は認められず、誰のことを指しているのか

は判らない１２）。

　次いで両氏の関係が見受けられるのは「人吉庄南方松延名田数得田米田付け雑物等実検注進状」１３）で、徳

治二年（１３０７）三月付の同状において、人吉庄内松延名の預所として「良峯師種」の名がある。

　さらに文保二年（１３１８）四月三日付の「息女阿夜仁譲与状案」１４）では、入道連仏（相良長頼）の娘である

尼妙阿（俗名牛）が、人吉庄南方寅岡名地頭職を娘の良峯氏（俗名阿夜、先の「人吉庄南方寅岡名地頭職相

伝系図」によれば法名光妙）へ譲渡しており、妙阿の嫁ぎ先が良峯氏、すなわち平河氏であったことを窺わ

せている。同様のことは暦応三年（１３４０）の「良峯氏女代広安軍忠状」１５）にも表れており、両者の間にこの

ような婚姻関係が進展していったものと推察されるなど、この時点での両氏の関係はおおむね良好であった

と見られる。

　南北朝期に入ると、争乱の世相を表すかのように合戦の記事が多くなる。貞和二年（１３４６）九月二日には

筑後経尚の八代出陣に際し、人吉庄一部地頭平河小三郎師頼（前述の良峯師種の子孫か？）が従軍、葦北庄

田河（現葦北郡芦北町田川）内の関所にて合戦に及び、同十五日の合戦に際しては右太股を負傷するなど奮

戦している１６）。

　次いで文和元年（１３５１）には、平河三郎貞世・八郎貞家兄弟が六月九日豊前国赤庄（現福岡県田川郡赤村

か）内の笠松・八月七日大宰府近郊の吉野と転戦した後に神嶽城を守護し、同年十一月十二日の椿忠隈合戦

に際しては兄貞世が戦死、弟貞家も右足甲に傷を負うが、同月二十四日の大宰府合戦にては峯薬師堂城を攻

略し、敗走する敵を竹曲まで追撃、その際さらに左小手を負傷している。貞家はその後浦城（同太宰府市宰

府？の浦ノ城か）攻略に参加した後、翌同二年（１３５２）正月二十二日の合戦の際にも活躍し、二月二日の菊

池後攻め合戦へも参戦していることが判る１７）。

　一方で、平河氏が肥後国外にも所領を有していたことが確認できる。日向国真幸院（現宮崎県えびの市内

か）など少弐頼尚跡を給された平河又三郎師里、同国三俣院（同北諸県郡三股町内か）内の地を給された平

河小三郎師頼などで、彼らは康永四年（１３４５）、近隣の領主との間に濫妨沙汰を引き起こし、それを訴える

べく上洛した使者を待ち伏せして殺害に及んでいる１８）。

　だがその後、「相良定頼并一族等所領注文」１９）に見られるように、平河氏は永吉庄の半分百七十五町を相

良定頼へ給される形で失ってしまう。これは永吉庄が少弐頼尚の下にあったからで、その時期については同

状に年号が付されていないため正確には判らないものの、しかし同状には「一色殿御下文目録」との裏書が

認められることから、その作成年代は建武三年（１３３６）一色範氏の九州赴任から延文三年（１３５８）一色直氏

の上洛までの間にかけてであろう。これに加えて「相良氏系図」２０）によれば相良定頼は正平十二年（１３５７）、

日向国内の地を賜ったとあり、前出の注文には「（少弐）頼尚跡」は永吉庄のほか日向国にも及んでいたこ

とが記されているから、これらの頼尚没官領が定頼へ給されたのであれば、平河氏が（同じく頼尚没官領で

ある）永吉庄の半分を失ったのはこの時（すなわち延文二年／正平十二年）である可能性が指摘できよう。

　そのことを裏付ける可能性として、面田氏の存在がある。藤原氏２１）を名乗る面田氏は文和二年（１３５３）

九月二十八日、和泉国二条堀河院の東にて面田を名字とし、その後安芸国を経て文安六年（１４４９）に球磨郡
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永吉庄内の面田村（現あさぎり町免田付近か）へ移ってきたという２２）が、球磨郡内における同氏の所領は

自身が下向してくる以前の延文三年（１３５８）九月二十八日にまで遡り２３）、その所領について「孫三郎あと」、

「又三郎のあと」、「五郎三郎あと」などとあって、いずれも没官領であることを窺わせている２４）。

　以降、平河氏は漸次相良氏の下風へ立たされる。永和元年（１３７５）八月十二日、菊池郡水嶋（現菊池市七

城町水島か）に在陣し、近郊の目野嶽（現山鹿市鹿央町米野岳か）を経て肥前国横大路（現佐賀県神崎郡吉

野ヶ里町城原の横大路城か）・同小城（同小城市小城町の小城城か）へ転戦している平河三郎左衛門尉師頼

は、（相良）近江守前頼をして「惣領」と称しており２５）、そのことを裏付けているといえよう。さらに応永

二年（１３９５）には平河尾能三郎が相良実長より名字書出を受け（高頼）２６）、さらに同三十四年（１４２７）には

平河式部が相良前続から人吉庄屋な瀬（現相良村柳瀬か）・永吉庄深田などの各所で給分を受けており２７）、以

後平河氏は相良氏の被官として近世を迎える。

　　付記　「平河文書」１号文書について

　今回中心的に取り上げた「平河文書」が、肥後国球磨郡における中世期の動向を示す好史料であることは

周知のところだが、同文書の１号文書「良峯師高所領譲状案」に関してはその内容に疑問のある由、翻刻本

である『熊本県史料』をはじめ工藤敬一氏２８）により示唆の見られるところである。

『熊本県史料』による本状の原文は以下の通りである（文章の構成上横書きに改めた）。

平川三郎師高重代所領田数　注文

一所　肥後国求麻郡永吉庄之内横瀬　十二町三十六石

一所　同郡永吉庄之内青山之村田地廿六町　八十四石三十貫

一所　同郡同庄之内目田之村十四町五反　三十九石十貫

一所　同郡同庄之内山田之村田地四十町一反　百十石五十貫

一所　同郡同庄之内黒田之村田地三十九町五反　百石四十貫

一所　同郡同庄之内原田之村田地廿七町四反　四十九石三十貫

一所　同郡同庄之内深水六町　三十九石

一所　同郡同庄之内をうかき田地八町二反　□□五石十貫

一所　同郡同庄之内平野之村田地十三町二反　四十七石十二貫

一所　同郡同庄之内永池之村田地八町五反　三十五石十三貫

一所　同郡同庄之内中神之村田地十九町　五十六石二斗三十貫

一所　同郡同庄之内渡之村田地五町　十九石九貫

一所　同郡同庄之内目良生之村田地四十町七反　三百三十石六十貫

一所　同郡同庄之内深田之村之内田地五十町　三百石五十貫

一所　同郡同庄之内河辺之村田地八町　五十九石いた三百　三十貫

一所　同郡同庄之内尾瀬之村さつし十束くす五升いた五十

一所　同郡同庄之内高野瀬之村さつし廿束、あつかみ三帖、いた百、くす五升

一所　同郡同庄之内五木之村さつし三百束、いた千五百、うるし三百

一所　同郡同庄之内田代之村鹿かハ三枚、いた千、茶五十斤うるしつつ百五十、

一所　同郡同庄之内はしかミ之村鹿かハ三まい、いた五百九十、うるし二百五十、茶五十斤、

右於此村（々脱カ）者、師高希代相伝之私領也、然於譲嫡子師貞等訖、於子々孫々、無他嫡子可為領知、自

然沙汰之時者、此目録以可致沙汰之状如件、

―　７６　―



于時建久二年五月三日

永吉地頭良峯師高在判

　以下は読み下しである。日付と見出し以外の漢数字はアラビア数字に置き換えた。

平川三郎師高重代所領田数　注文

一所　肥後国求麻郡永吉庄の内横瀬（現熊本県球磨郡多良木町黒肥地字大園付近か）　１２町３６石

一所　同郡永吉庄の内青山の村（不明２９））田地２６町　８４石３０貫

一所　同郡同庄の内目田の村（現あさぎり町免田か）１４町５反　３９石１０貫

一所　同郡同庄の内山田の村（現山江村山田か）田地４０町１反　１１０石５０貫

一所　同郡同庄の内黒田の村（現錦町木上字黒田か）田地３９町５反　１００石４０貫

一所　同郡同庄の内原田の村（現人吉市上原田町・下原田町か）田地２７町４反　４９石３０貫

一所　同郡同庄の内深水の村（現相良村深水か）６町　３９石

一所　同郡同庄の内をうかきの村（現人吉市中神町大柿か）田地８町２反　石高不明

一所　同郡同庄の内平野の村（現錦町木上字平野か）田地１３町２反　４７石１２貫

一所　同郡同庄の内永池の村（現あさぎり町免田西字永池か）田地８町５反　３５石１３貫

一所　同郡同庄の内中神の村（現人吉市中神町か）田地１９町　５６石２斗３０貫

一所　同郡同庄の内渡の村（現球磨村渡か）田地５町　１９石９貫

一所　同郡同庄の内目良生の村（現錦町木上字目郎か）田地４０町７反　３３０石６０貫

一所　同郡同庄の内深田の村（現あさぎり町深田か）の内田地５０町　３００石５０貫

一所　同郡同庄の内川辺の村（現相良村川辺か）田地８町　５９石　いた（板）３００　３０貫

一所　同郡同庄の内尾瀬の村（現球磨村大瀬か）さつし（雑枝？）１０束　くす（葛？）５升　いた５０

一所　同郡同庄の内高野瀬の村（現球磨村神瀬か）さつし２０束　あつかみ（厚紙？）３帖　いた１００　くす５

升

一所　同郡同庄の内五木の村（現五木村頭地か）さつし３００束　いた１５００　うるし（漆）３００

一所　同郡同庄の内田代の村（現相良村四浦字田代か）鹿かハ（皮）３枚　いた１０００　茶５０斤　うるしつつ

（筒？）１５０

一所　同郡同庄の内はしかミの村（現相良村四浦字初神か）鹿かハ３枚　いた５９０　うるし２５０　茶５０斤

右この村（々）においては、師高希代相伝の私領なり、然らば嫡子師貞らにきっと譲るにおいて、子々孫々

において、嫡子他なく領知すべく、自然沙汰の時は、この目録をもって沙汰致すべきの状件のごとし、

于時建久二年五月三日

永吉地頭良峯師高在判

　一見すると、これらの領地は（平河）師高希代相伝の私領であり、師貞以下嫡子一族に継承されるもので、

嫡子の他には継承すべきでなく、（しかし万が一）そのような継承問題が生じた際にはこの目録を証拠とし

て使用すべきこと、という概要の譲状のように見えるが、一体に鎌倉期における所領譲状の形式というのは

「譲り渡す●●の事云々」という書き出しであり、譲状としては書式がおかしい印象を受ける。

　また、嫡子師貞に譲られるべき領地の中に「横瀬」「山田」「深田」の各村が数えられているが、これらの

各村については同文書の１２号文書「良峯姓先祖書」では「山田」は師高の兄である次郎東高に、「深田」は

長男である太郎盛高が、そして「横瀬」は弟の四郎高実によってそれぞれ継承されているにも関わらず、こ

れらのすべてを師高が「希代相伝の私領なり」として領地し、嫡子師貞へそっくり譲り渡しているのは不自
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然であろう３０）。

　また嫡子師貞の譲られるべきこれらの領知であるが、それらの村内のどの田地であるのか、などの具体的

な情報には一切触れられておらず、所領目録としてはあまりにも漠然としているように思われる。あるいは

本状は目録の大見出し的なもので、本来は細目が添付されていたのがそれのみ散逸してしまったという可能

性もあるが、文末に署名在判が付されていることから同状だけで単独の書類であると見て良く３１）、とすれば

このように曖昧な内容では相続に際しての証拠にはなり得ないのではあるまいか。

　さらに、「平河文書」には４号・５号文書として鎌倉幕府を相手取った訴訟関係の文書が伝わっているこ

とは本文においてすでに触れたが、それらの両状において平河氏が本状の主旨（すなわち平河氏私領の建久

二年相続）を示唆した痕跡はなく、また証拠書類として本状が副進された形跡もない。

　以上の点から、本状「良峯師高所領譲状案」は、後世に作成されたいわゆる偽文書である可能性が高いと

考えられる。その成立年代については、自身の名字が「平川」と表記されており、他史料においてそれ（す

なわち平河氏が「平川」と表記される事例）が確認されるのは永和三年（１３７７）が初例であることから、そ

の頃（１４世紀後半）以降ではないかと思われる。

　本状の存在が要求された背景については判らない。当該時期の球磨郡における政治的動向を見ると、内的

要因として少弐頼尚の没落に際する永吉庄半分の失陥、外的要因として（時代は少し下るものの）文安五年

の内訌が可能性として高いようには見受けられるが、それを示唆する史料はない。

　（紙幅の都合上、一部を除き今回は文献そのものを挙げることができなかった。また本文中に触れた各文

献のほか、平河氏には「平川相伝由緒書」及び「平川氏系図」等の史料が存在しているらしいが、それらに

接する機会を得なかったためここでは取り上げなかった。ご了承いただきたい。）

１）　「平河文書」１２（『熊本県史料』中世篇３、以下特記なき限り出典は同一）

２）　『新訳　求麻外史（以下『外史』）』（青潮社、１９７２）。

３）　『外史』では平河師高の父を右衛門義高としている。

４）　当該地域の荘園の変遷等については工藤敬一『荘園公領制の成立と内乱』（思文閣、１９９２）に詳しい。

５）　「永池文書」１（『熊本県史料』中世篇３）

６）　「平河文書」５

７）　「平河文書」４・５や「相良家文書」に写の伝わる「当国惣国図田帳」の建保四年（１２１６）条には「鎌倉御領五百町」の内永吉三百五

十町を平河平二、西村百五十町を須恵小太郎家基の領知するところとしており、一見すると平河氏の云う「永吉西村両所地頭職」と撞着

しているように見える。事実、実春朝臣による（建長三年の）横領は平河氏領西村と須恵氏領西村とを混同したことが原因であるようだ

が、『永吉内西村は別の地にこれあるなり（永吉内西村在之別之地也）』（「平河文書」４）という判決や、また平河・須恵両氏の間に「西

村」を巡る相論の生じた形跡は認められないことから、現地において両者は蓋し区別されていたと見られる（私見だが前者は本文で触れ

た通り現相良村柳瀬字西村、後者は現錦町大字西一帯ではないかと考える）。

８）　「平河文書」４・５

９）　「平河文書」５

１０）　「平河文書」５

１１）　「平河文書」２

１２）　天文十一年に長順という人物が一人いるのみだがすでに永池相良氏を称している（「永池文書」６）。

１３）　「相良家文書」３７（『大日本古文書』家わけ五之一）

１４）　「相良家文書」４８中

１５）　「相良家文書」９６
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１６）　「相良家文書」１２５

１７）　「平河文書」６・７

１８）　「相良家文書」１１９

１９）　「相良家文書」１６１

２０）　『新撰事績通考』巻之十五

２１）　「免田文書」１４～１７（『熊本県史料』中世篇３）

２２）　「免田文書」４

２３）　「免田文書」１

２４）　但し、本状にある「孫三郎」は上相良氏の多良木孫三郎経頼だとも考えられ、これらの没官領が直ちに平河氏のそれであると断定す

ることは出来ない。

２５）　「永池文書」２

２６）　「永池文書」３

２７）　「平河文書」８・９

２８）　註４参照。

２９）　『多良木町史』（１９８０）では現相良村四浦字晴山に比定しているが、「平河文書」３の「沙弥観阿平河師良譲状案」には青山村内と見ら

れる田地名として「黒田女房五反田」などと見え、現錦町字黒田に近い球磨川流域のいずれかではないかと思われる。

３０）　１２号文書も真偽についてやや曖昧な印象を受けるが、同状で惣領以外の領知するところとなった各地については（他史料に表れる限

り）惣領の領有外である点からすると、少なくとも平河氏一門による領地の相続状況に関しては事実であると見て良いであろう。

３１）　原書を実見に及んでいないため断定は出来ないが、本状を翻刻した『熊本県史料』においては「切継あり」「写」などの脚注は見られ

ず、さらには署名在判も「異筆」とはされていない。

　　その他参考文献（順不同）

『熊本県文化財調査報告書第２２集　蓮花寺跡・相良頼景館跡』（１９７７）

『同第３０集　熊本県の中世城跡』（１９７８）

『同第１０２集　山田城跡』（１９８９）

『同第１１２集　山田城跡 II・III』（１９９０）

『同第１７２集　蔵城遺跡』（１９９９）

『同第１９７集　灰塚遺跡（II）　――熊本県球磨郡深田村字灰塚所在の遺跡――』（２００１）

『ワイド版　角川新版日本史辞典』（角川書店、１９９７）

『日本城郭大系　第１８巻』（新人物往来社、１９７９）

　　参考ウェブサイト（順不同）

「Promised　Land－歴史資料館～公家の歴史～」　http://www.geocities.jp/okugesan_com/index.html

「Reichsarchiv～世界帝王事典～」　http://nekhet.ddo.jp/

「城跡探索『兵庫県のお城』」　http://www.ne.jp/asahi/siro/tansaku/
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付録　平河氏関係年表

凡例

・年号は元号を主に、西暦を（　）内に添えた。但し、西暦は略式換算である。

・元号が２つある場合には史料中に見える方を採用した。

・記事中の月日は旧暦である。

・「この年？」とあるのは推定を示す。

・（　）内の記事は出典史料に疑問点のあるものを示す。

・史料の番号は出典書籍中において付されたものである（「平河４」とは『熊本県史料　中世篇３』所収

の「平河文書」第４号文書であることを表している）。

―　８０　―

記　　　　　　事年　号

この年　良峯師澄、球磨郡へ下向という康平６
『求麻外史』（１０６３）

この年　平河三郎師高（隆）、現あさぎり町深田西に有智山寺（内山萬福寺）を建立という久寿元
平河１２（『熊本県史料』中世３）（１１５４）

６．１６　平河師高、源頼朝より所領を安堵されるという文治３
平河４・５（『熊本県史料』中世３）（１１８７）

７．１７　平河次郎師貞、京都大番役へ勤仕するよう命ぜられるという文治５
平河４・５（『熊本県史料』中世３）（１１８９）

（５．３　平川師高、領地を子息師貞へ譲与）建久２
平河１（『熊本県史料』中世３）（１１９１）

この年　平河師貞、大江広元より球磨庄安富領内三善ならびに西村両所の預所職を安堵されるという建久３
平河４・５（『熊本県史料』中世３）（１１９２）

この年　鎌倉御領永吉３００（３５０の誤記）町地頭に「良峯師高子息平紀（「河」の誤写か）平次」の名あり建久８
相良２（『大日本古文書』家わけ５－１）（１１９７）

３．１４　平河四郎師忠、領内の目良生・永池ほか一所分の所当を京都へ送るよう命ぜられる建永２
永池１（『熊本県史料』中世３）（１２０６）

この年　永吉検済目録帳等事に地頭「良峯師良」の名ありという承久２
平河４（『熊本県史料』中世３）（１２２０）

この年　永吉預所職、大江広元より近衛中将羽林実春朝臣へ移るという嘉禄元
平河４・５（『熊本県史料』中世３）（１２２５）

９．１１　平河次郎師良・目良生村地頭師頼・中神村地頭良高・平野村地頭師久、連署状を提出という貞永元
平河４・５（『熊本県史料』中世３）（１２３２）

この年　永吉検済目録帳等事に地頭「良峯師良」の名ありという暦仁２
平河４（『熊本県史料』中世３）（１２３９）

この年　平河師良、子息三郎良貞（法名観蓮）へ領地を譲与という建長２
平河４・５（『熊本県史料』中世３）（１２５０）

この年　永吉預所近衛中将羽林実春朝臣、永吉地頭職を押領という建長３
平河４・５（『熊本県史料』中世３）（１２５１）

（３．２５　「人吉庄南方寅岡名地頭職相伝系図」に「平河三郎長頼」の名あり）建長４
平河２（『熊本県史料』中世３）（１２５２）

この年　平河師良、子息良円（俗名不詳）へ永吉庄内青山村の田地を譲与建長５
平河３（『熊本県史料』中世３）（１２５３）

この年　平河良貞・四郎師時、永吉の混領を受け羽林実春と相論という文永２
平河４・５（『熊本県史料』中世３）（１２６５）

７．３　平河良貞、羽林実春との相論に勝訴弘安６
平河４・５（『熊本県史料』中世３）（１２８３）

１０月　永吉預所職、羽林実春より豊前前司少弐景資へ移るという

この年　平河良氏（貞）、（大）宰府にて勤仕という弘安８
平河４・５（『熊本県史料』中世３）（１２８５）

この年　永吉預所職、霜月騒動によって少弐景資より備前前司名越宗長へ移るという
平河５（『熊本県史料』中世３）

この年　名越宗長の代官竹井二良右衛門（法名行性）、弘安６年の判決を否定弘安９
平河５（『熊本県史料』中世３）（１２８６）

この年　平河良貞、行性・引付奉行越中次郎（法名郡連）と相論正応２
平河５（『熊本県史料』中世３）（１２８９）

平河弥五郎（法名道照）、幕府へ越訴永仁年中
（１２９３　　

平河５（『熊本県史料』中世３）　―１２９９）
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記　　　　　　事年　号

３月　人吉庄松延名の預所に「良峯師種」の名あり徳治２
相良３７（『大日本古文書』家わけ５－１）（１３０７）

４．３　相良長頼の娘牛（法名妙阿）、人吉庄南方寅岡名地頭職を娘阿夜（良峯氏、法名光妙）へ譲与文保２
相良４８（『大日本古文書』家わけ５－１）（１３１８）

５月　引付奉行明石民部大夫（法名行連）、道照の越訴を棄却元亨元
平河５（『熊本県史料』中世３）（１３２１）

この年　平河道照、改めて幕府へ越訴元亨２
平河５（『熊本県史料』中世３）（１３２２）

９．２５　（平河宮内左衛門？）観覚の「すミ殿」宛て書状あり嘉暦元
相良５０（『大日本古文書』家わけ５－１）（１３２７）

４．２２～　相良定頼、南朝方へ呼応した相良経頼・橘佐渡八郎らを山田城で迎撃、木枝城へ追いつめる建武３
相良８２（『大日本古文書』家わけ５－１）（１３３６）

６．１９　多良木孫三郎・内河彦三郎以下の南朝方、木上城へ籠城暦応３
相良９１（『大日本古文書』家わけ５－１）（１３４０）

８．６　相良孫次郎定長・八郎景宗、筑後経尚の経頼ら討伐に際し荒狩倉城から木枝城まで同行
相良１０２・１０３（『大日本古文書』家わけ５－１）

８．１０　相良十郎三郎助広（良峯氏の父）、築地原合戦で戦死
相良９６（『大日本古文書』家わけ５－１）

１２．１０　これより先、相良定長・景宗、木枝・山田など永吉庄内の諸城を警固
相良１０４・１０５（『大日本古文書』家わけ５－１）

９．６　日向国馬関田庄預所平河又三郎師里ら、同国吉田村にて濫妨に及ぶ康永４
９．１６　平河弥三郎、師里らの濫妨を提訴すべく上京中の坂兵部房覚英を備後国内で殺害（１３４５）

相良１１９（『大日本古文書』家わけ５－１）

９．２　平河小三郎師頼、筑後経尚の八代出陣に従軍、葦北庄田河にて合戦貞和２
９．１５　平河師頼、合戦に参加し右太股を負傷（１３４６）

相良１２５（『大日本古文書』家わけ５－１）

６．９　平河三郎貞世・平河八郎貞家、豊前赤笠松討伐に参加文和元
８．７　平河貞世・貞家、筑前宰府防衛に参加（１３５１）
１１．１２　平河貞世、筑前椿忠隈合戦にて戦死（貞家は負傷）
１１．２４　平河貞家、筑前宰府合戦に参加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平河６・７（『熊本県史料』中世３）

２．２　平河貞家、肥後菊池後攻合戦に参加文和２
平河６・７（『熊本県史料』中世３）（１３５２）

１１．１　これより先、相良孫三郎定長、南朝方の球磨郡侵攻に際し永里村及び深田城において合戦文和３
相良１６２（『大日本古文書』家わけ５－１）（１３５３）

この年　相良定頼、日向国内の地を賜るという正平１２
相良系図（『新撰事績通考』巻１５）（１３５７）

この年？（平）河左近允、永吉庄半分１７５町を失う
相良１６１（『大日本古文書』家わけ５－１）

９．２８　「免田坪付帳」（面田氏の球磨郡における所領の初見）延文３
免田１（『熊本県史料』中世３）（１３５８）

１０．１６　平河三郎左衛門尉師頼、相良前頼に従って菊池郡水嶋に在陣永和元
永池２（『熊本県史料』中世３）（１３７５）

１０．２８　平川兵庫允師門、相良右頼・前頼らとともに北朝方への一揆契約に連名永和３
禰寝文書二（『九州史料叢書』１８）（１３７７）

１２．２３　平河尾能三郎、相良実長より名字書出を受ける（高頼）応永２
永池３（『熊本県史料』中世３）（１３９５）

４．７　平河式部、相良前続より所領を給分される応永３４
平河８・９（『熊本県史料』中世３）（１４２７）

３月　平河氏の面田氏への給分あり（これより先か）永享１０
免田４（『熊本県史料』中世３）（１４３８）

球磨郡永吉庄面田に面田氏下向すという文安６
免田４（『熊本県史料』中世３）（１４４９）

１２．９　平河助八、相良長続より名字書出を受ける（師詮）寛正３
永池４（『熊本県史料』中世３）（１４６２）

３．２５　平河氏の面田氏への給分あり（これより先か）文明２
免田７（『熊本県史料』中世３）（１４７０）

２月　平川但馬守、相良為続より所領を給分される文明１７
平河１０（『熊本県史料』中世３）（１４８５）

１２．２３　平河三郎、相良長輔（長毎）より名字書出を受ける（高吉）長享元
永池５（『熊本県史料』中世３）（１４８７）

１１．２５　相良永池三郎、相良長唯（義滋）より名字書出を受ける（長順）天文１１
永池６（『熊本県史料』中世３）（１５４２）

５．２３　相良頼房（義陽）より平川与三衛門尉宛て書状あり永禄２
平河１１（『熊本県史料』中世３）（１５５９）

９．２０　相良永池助七、相良頼房（長毎）より名字書出を受ける（頼忠）天正１９
永池７（『熊本県史料』中世３）（１５９１）
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